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概要 

 本資料は、地域生態系に配慮した緑化を進めるため、緑化植物として望ましい在来

種を選定し情報を整理したリストを作成するとともに、市場に流通していない種につ

いては簡便に採取・生産する方法を検討するため、種子採取、発芽試験、播き出し試

験を行い、発芽特性及び生育特性を調査した結果を取りまとめたものである。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ ： 地域生態系、在来野草、緑化、発芽特性、種子生産 

  Synopsis

The aim of this study was to promote native vegetation considering regional 

ecosystems. We created a list of native grass species recommended for the 

vegetation types. In addition, as for the native grass species which aren’t on

the market, we gathered the seeds and conducted germination and seeding tests 

in order to propose simple ways for seed production of the native grasses. We 

then compiled the results of the study of their characteristics including 

germination and growth. 

Key Words ： regional ecosystem, native grass, vegetation, germination characteristics, seed production
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○はじめに：本技術資料のねらい 

 

 河川堤防や道路法面、公園の広場等の造成など、植栽が求められる構造物や施設に対し

て、これまで外来種の牧草など外来植物が多く利用されてきた。植栽で定着した外来植物

の一部の草種は、近隣の構造物や施設に逸出し、繁茂するものもあり、周辺の在来種を駆

逐するなど地域の生態系に悪影響を及ぼすことが課題となっている。 

 そのため、道路・河川・公園等の各事業に伴う植栽工事では、外来生物法等を背景に環

境や景観に配慮する区間や施設において、地域生態系に配慮した地域性の在来野草を利用

した工法の利用が求められている。 

 しかしながら、在来野草は、ススキやチガヤ、ヨモギなど一部の草種を除いて、緑化工

事に利用するための種子の流通や植栽方法が確立されていない。 

 また、流通している在来野草についても、コスト縮減や人手不足が続く中、生産量、コ

ストの面から外国産種子の使用が大半を占める状況にあり、日本に生育する系統との遺伝

子のかく乱等問題が懸念される。 

 そのため、一部の事業においては、国内に生育する在来野草を用いた施設への植栽にあ

たり、コストや人手不足の解決の一環として、計画・事業実施・維持管理の各段階に適し

た形式、規模で地域やボランティアの人々との協働による在来野草の種子採取や生産など

を実施し施設への導入を進めている。 

 このような背景のもと、国土技術政策総合研究所では、今後、地域性の在来野草を活用

した緑化を推進していく観点から、望ましい在来野草の種を選定する考え方を整理すると

ともに、事業者が自ら又は地域と連携して簡便に採取・生産する方法について研究を行っ

てきた。 

 本技術資料は、それらの研究で実施してきた文献整理や室内及び屋外での栽培試験の結

果、全国の優良事例のヒアリング調査結果をもとに、在来野草の種子採取、保管、生産の

具体的な作業手順と実際に利用する際の注意点を含めて候補となる植物リスト等をとりま

とめ、各事業に合わせた在来野草の効率的、効果的な草種選定やその導入の検討、実施の

一助となるよう作成したものである。 

 ただし、試験により検証した草種は、候補とした 200種のうち 41種であり、かつ温室や

恒温装置を利用した結果であることから、異なる条件下では必ずしも同様の結果を得られ

るとは限らない。 

 そのため、事業や工事での使用に当たっては、本技術資料等を参考にしつつ、それぞれ

の現場の状況に応じ、在来野草の個々の特徴に合わせてより適応性の高い草種を選定でき

るよう、適宜、事業に関わる学識経験者や専門家、建設コンサルタントとも確認しながら、

よりよい導入計画をまとめるなどして、積極的に地域性在来野草を利用した緑化に取り組

んでいただきたい。 

 

 

平成３０年２月   

国土交通省 国土技術政策総合研究所 

社会資本マネジメント研究センター 

緑化生態研究室 室長 舟久保 敏 
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第１編 在来野草の緑化利用に関する技術資料 

 

第 1 章 総則 

 

1.1 在来野草の導入の目的 

 緑化資材や園芸品種として輸入されたり、種子等が別の輸入品に付着するなどして国内

に持ち込まれた外来植物は、一部が導入箇所から逸脱し、旺盛に繁茂する事例が見られる

ようになった。その中には、繁殖力が強く、繁殖先で在来野草の生息環境を奪うような草

種もあり、例えばオオキンケイギクなど外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る

被害の防止に関する法律 公布日：平成 16年 6月 2日）において「特定外来生物」として

規制の対象となっている草種もある。 

 道路法面や河川堤防などススキやチガヤで覆われていた事業用地内の草地においても、

秋の七草として古くから親しまれてきたオミナエシやナデシコなど共存している在来野草

が、外来植物の侵入により衰退するなどの影響がみられる。 

 問題となる外来植物の多くは、上述の生物多様性上の問題のほか、セイタカアワダチソ

ウやセイバンモロコシなど、単一、あるいは少数の草種のみで群落を形成することで、見

た目が単調になるなどの景観への影響を生じさせたり、草丈が高くなるため、施設利用者

の視距を阻害し、法面に生じた障害等の異状や不法投棄を見逃しやすくなるなど安全・安

心を阻害する要因にもなる。 

 また、国内外の植物に限らず、同種や近縁種の場合、外部から持ち込まれた植物と既存

の植物が交配することで、遺伝子の変質といった遺伝子かく乱が生じ、遺伝的多様性の喪

失・低下が生じるといった懸念も指摘されている。 

 

 以上のような外来植物による影響に対し、道路や河川、公園等の各事業の実施に伴い生

じる又は管理している施設の草地において、在来野草が生育する緑地空間を形成し、維持

することは、生物多様性の保全や生態系・環境配慮、地域の景観形成の観点からもその重

要性が認識されつつあり、積極的な取り組みが求められることが予想される。 

 また、形成する緑化施設が在来野草で維持されることで、生物の多様性を維持している

自然豊かな緑地に隣接している場所への、外来植物の侵入抑制につながる効果も期待され

る。 

 さらに、多くの人々が在来野草の緑地形成に関わることで、公共施設の役割について理

解を深めてもらったり、出来上がった草地への愛着を深めることで、管理への参加意欲も

促すなど副次的な効果も期待される。 
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1.2 在来野草の生産の現況 

 多くの在来野草の種子や苗は、ススキやチガヤ、ヨモギといった一般的な法面緑化に使

用する草種以外は広く流通していないか、園芸植物として利用されている外来植物よりも

高額で流通していることが多い。また、ススキなど、流通している在来野草の種子も、緑

化資材として大量に流通している種子のほとんどは外国産在来種が占めており、その使用

により地域性系統（遺伝子にある程度の共通性を有する植物集団）との交雑などの影響が

懸念される。 

 そのため、地域生態系の保全の観点から、一部の開発事業においては、対象箇所周辺に

生育する在来野草から種子を採取するなどして、事業者自らによる在来野草の種子生産（写

真 1-1参照）や地域住民等との協働による生産（写真 1-2参照）が行われている。 

 また、種苗関係等の一部民間業者では、在来野草の種子や苗を対象とした国内での採取

や受注生産を行っているところがある。 

 しかしながら、在来野草の種子採取や生産は、短期間で計画的に大量の種子や苗を調達

することは困難であるため、導入する面積や参加者の規模を踏まえ、種子の採取や保管、

生産を含めた長期的な計画や協働による導入体制を整えることが必要である。 

 

                           （写真出典：公益財団法人 河川財団） 

写真 1-1 事業者自らによる在来野草の生産 写真 1-2 住民との協働による在来野草の生産 
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1.3 技術資料の利用方法 

 前述の通り、事業への在来野草の導入にあたり、種子の生産には一定の期間と労力が必

要となる。 

 また、発芽に際しては、一定期間冷温で保管する事前処理を要する草種や、結実までに

複数年の育成が必要となる草種など、特殊な対応が求められる草種もある。 

 本技術資料では、事業者が在来野草を用いた緑化を検討するに際し必要となる、植物特

性を踏まえた必要な生産期間や在来野草の特性、導入方法や、作業に参加してもらう関係

者との体制構築方法などを整理し、導入計画を立案するための技術や参考となる資料とし

て取りまとめたものである。紹介内容は、在来野草の種子採取・保管・生産といった増殖

方法（第 1編第 2～5章）、在来野草種毎の生育特性（第 2編）、全国での導入事例（第 3編）

である。 

 本技術資料の各編、各章ごとの記載概要を以下の表 1-1に示す。 

 

表 1-1 本技術資料の記載概要と利用機会の例 

編・章 本技術資料の記載概要 利用機会例 

第 1編 

 第 1 章 

・在来野草の事業への利用や導入の現況を示す。 

・本技術資料全般の利用方法を示す。 

・在来野草の利用や導入の概要 

を知りたい。 

第 1編 

 第 2 章 

・事業の計画・執行・維持管理の各段階における在 

来野草導入のニーズと対応する導入技術を示す。 

・導入期間や対象施設の形状や立地条件などについ 

て、道路・河川・公園・その他の事業毎の特性や 

留意点を示す。 

・事業実施において在来野草の 

導入や保全について、どのよ 

うに検討を進めるのか概要を 

知りたい。 

・事業毎の留意点が知りたい。 

第 1編 

 第 3 章 

・在来野草の種子採取に関するスケジュールを生活 

史を踏まえた模式図で示す。 

・在来野草の種子採取に関する概要を示す。 

・種子を採取するための作業手順と作業方法、使用 

機器を示す。 

・在来野草の種子はいつ採りに 

行くのが良いのか知りたい。 

・種子を効率よく採る方法を知 

りたい。 

・採取した種子を発芽できる状態で保管する方法と 

使用機器を示す。 

・採取した種子の保管方法を知 

りたい。 

第 1編 

 第 4 章 

・在来野草の種子を増産するため、保管した種子を 

育成することで新たに種子を採取する生産方法

と、それに使用する機器を示す。 

・採取してきた種子の植え方を 

知りたい。 

・種子を効率よく生産したい。 

第 1編 

 第 5 章 

・在来野草の導入に際して連携が必要な関係者とそ

の特徴、効率的な役割分割の構築方法を示す。 

・導入にあたって作業に参加し 

てもらう団体や組織について 

知りたい。 

第 2編 ・ススキ・シバ草地、二次林床に生育する一般的な 

在来野草 200種の特性を示す。 

・詳細な生産試験を実施した利用し易い 41種の種 

子採取、保管、生産の特性等を種毎のカルテで示 

す。 

・導入したい在来野草の性質が 

知りたい。 

第 3編 ・道路、河川、公園に関する 3事例について、在来 

野草の導入方法や導入に関わる体制、特徴をカル 

テで示す。 

・在来野草導入に関する成功例 

を知りたい。 
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1.4 在来野草の生産手順の概要 

 在来野草の導入に向けた主な手順は、採取・保管・生産の 3 段階からなり、その概要を

以下に示す。 

 

採取：導入したい在来野草の種子を導入対象箇所周辺の自生地から採取する。 

保管：採取した種子を発芽できる状態で保管する。 

生産：採取した種子を増殖するため、生産用地を確保し、プランター等育成対象へ播種し

た後、水やり等の養生を行う。 

 

 導入対象箇所の面積が大規模であるなど多量の種子を必要とする場合は、この手順を数

ヶ年繰り返すこととなる（図 1-1）。 

 本技術資料では、採取や保管が容易であることから、種子による導入を基本として紹介

するが、文献収集などから把握された、除草で刈り取られた残渣の播き出しや、球根や根

株の株分け、切断した茎を土壌に挿すことで発根させる挿し芽についても参考として紹介

する。 

 それぞれの導入方法に関する手順や適応しやすい草種については、後述の第 2 章、第 3

章で詳述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 生産のサイクルイメージ 

種子採取・

保管・生産

サイクル 

種子採取 

保管 生産 

増産のための採取 現場導入 

種子採取 

 （写真出典：公益財団法人 河川財団） 
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1.5 用語解説 

 本技術資料において使用する用語について、表 1-2に解説を示す。 

 

表 1-2 用語解説 

用語 解説 

在来野草 日本に古来から生育する草種のこと。園芸品種は含まない。 

園芸品種 
野生の植物をより美しい花が楽しめる、より味の良い実が取れるなど、

園芸目的に改良、育種した品種のこと。 

法面 

人工的に形成された、土または岩の斜面を指す。法面は、土を盛り上げ

て築造した際に形成される盛土と、地山を切り下げて築造した切土があ

る。 

法面緑化 
法面の安定、表層土壌の浸食防止を目的として、草本あるいは木本植物

によって緑化することを指す。 

在来種 自然分布域内の植物を指す。 

外国産在来種 

国外で生産された在来種を指す。国外と国内に共通して生育している種

が持ち込まれたものと、国内から国外に持ち出した在来種から有性生殖

により生産されて持ち込まれたものがある。 

外来種 

自然分布域の外部から人為的導入によって生育した種を指す。「外来」に

は、国外から国内に持ち込まれた「国外来」と、国内において自然分布

を外れて移動させた「地域外来」がある。 

不稔性種子 実っていないこと。播種しても発芽しない種子のこと。 

播種 種子を播種床、あるいは畑に播きつけること。 

ミティゲーショ

ン 

環境保全措置。本資料では、事業等で改変が求められる用地の自然環境

を代替できる場所に復元する行為のこと。 

ポケットパーク 街の一角などに設けられる小公園。 

市民緑地 
土地所有者や人工地盤・建築物などの所有者と、地方公共団体などが契

約を結ぶことで公開された緑地や緑化施設のこと。 

種子採取 種採りのこと。 

結実 植物に実がなること。 

精選 

よりよいものだけを選び出すこと。本資料では、採取してきた種子を果

実から取り出したり、果肉を除去することで、良いものを採取すること

をいう。 

保管 採取した種子を発芽できる状態で管理、格納すること。 

選別 
保管していた種子のうち、色や重さなどから不稔性種子を選び出し、排

除する作業のこと。 

刈り取り残渣 

除草作業で発生した刈草のこと。結実した種子を含むものを散布するこ

とで簡易に在来野草を繁殖させることを『刈り取り残渣撒き出し』とい

う。 
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第 2 章 事業における在来野草の導入 

 

2.1 在来野草の導入に向けた草種の選び方と移動範囲 

(1)草種の選び方 

 在来野草の導入は、生物多様性の保全など環境配慮だけでなく、地域の人々が親しみを

持てる施設づくりの一助となるような春・秋の七草の花壇や季節の花や実のなる法面植栽

など地域固有の文化や景観面を反映し、特色づけることが可能となる。 

 一方で、法面や植樹帯の一部、公園の緑地など、身近な緑化施設に対し、事業者等が自

ら対応できる方法で緑化目標に合わせた在来野草を導入するには、特殊な環境に生育する

植物や有害な植物を避け、プランターやスコップなど一般的に入手できる用具で育成でき

るような草種から選定することが望ましい。 

 これらを踏まえた導入草種の選定の流れを図 2-1に示す。 

 なお、第 2 編『在来野草 200 種の生育特性』に示す 200 種は、下記の選定フローを満た

した草種であり、選定の参考にしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 在来野草の導入に向けた草種の選定フロー 

 

・草地化：道路法面等（ススキ型草地等）、河川堤防等（シバ型草地等） 

・二次林床草地化：公園内樹林付近草地、樹林化法面付近等（樹林縁辺草地） 

緑化目標 

 
 
【選定方針】 

 

①採取可能なものを選定 
 
②地域のニーズに合った

ものを選定 
 
③有害な植物・貴重な植

物を除外 
 
④上記の基準で選定した

草種のうち緑化目標

に合うものを選定 

 

・確認される生育種 
・土壌・気象条件 

現地状況 

※：環境影響評価等で別途保

全が求められ、かつ、育

成が困難な草種。簡易に

育成できる場合は除外し

ない。 

 

・草地構成草種 
・共生が可能な草種 

生態的ニーズ 

 

・季語・七草・草花遊

び等 
・食用・薬用植物 

文化的ニーズ 

 

導入植物の決定 

 

・花・葉・実の観賞性 
・地域のシンボル種 

景観的ニーズ 

 

・有害植物 
・駆除困難草種 
・周辺生態への悪影響 
・貴重植物※ 

不適種の除外 
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(2)緑化目標及び生産計画 

 在来種は、その種毎に種子採取の時期や保管方法、生産できる種子数や苗の量など生育

特性が異なる。そのため、各事業で定められた緑化計画や事業自体のコンセプトを踏まえ、

計画や設計に反映できる在来野草の植栽方法や数量を定めたうえで、草種の育成特性に合

わせた種子採取や種子・苗の生産計画を立案する必要がある。 

 また、年間に採取したり、生産できる種子が少量の場合は、複数年の生産計画となる。 

 在来野草の導入に向けた生産計画を立案するうえでの留意点や道路や河川、公園等の事

業毎の留意点については、後述の 2.2～2.3に示す。 

 なお、在来野草の導入に関し、積極的に参加が見込める NPO等団体を想定できる場合は、

緑化計画の立案時点から緑化目標や生産計画の立案に参画してもらうなど、導入に関する

作業全般に関し、協働で進めることが望ましい。 

 

(3)在来野草の種子採取の範囲 

 生物の多様性や地域性を保全する観点から、元々生育していなかった草種を導入するこ

とは、「国内由来の外来種」を持ち込むことになり、導入地域の生態系に影響を及ぼす可能

性があるため、避ける必要がある。また、元々生育している草種でも、地方や流域が異な

ることで気象や土壌などの生育条件が異なり、導入しても生育しづらかったり、それぞれ

にあった性質を持つ遺伝子レベルのかく乱につながるなどの懸念がある。遺伝子レベルで

のかく乱を防ぐには、植物個体同士の遺伝的に交流のある範囲を明らかにする必要がある

が、明らかにされていない植物が多いため、以下のような考え方を目安とする。 

【種子採取範囲の目安】 

・「生物多様性保全のため国土区分（試案）」１）の同一国土区分内 

・分布が連続する種にあっては、当面、都道府県より下位の地域レベルで、植物相の違い

や自然保護の地域指定などを考慮して地域区分を行い、その範囲を地域性系統の移動許容

範囲とすることが望ましい。２） 

・自然公園内における緑化の場合は、当該自然公園内の可能な限り施工地に近い場所から、

施工地と類似する環境に生育する種を採取する。具体的には、まず、施工地である法面の

位置する「単位流域」内の採取を優先的に検討する。この「単位流域」内だけでは必要な

種類や量が採取できない場合は「同一河川流域」、さらに「水系流域」内での採取を検討す

る。このように流域を単位として、可能な限り施工地に近い範囲での採取を検討すること

とする。なお、地域性系統の植物とみなす最大の地理的範囲は「同一公園内の同一国土区

分 １）」内とする。３） 

 なお、国や各県のレッドデータブックにより地方や地域毎に保全対象となっている在来

野草では、外部からの同種の持ち込みを避ける必要があるため、導入草種の設定時に掲載

がないかについて確認する必要がある。 
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2.2 事業における在来野草の導入 

(1)在来野草導入に関する留意点 

 在来野草は、草種によって生育特性が異なる。また、多くの草種ではその生育特性の詳

細が明らかにされていない。そのため、導入する草種の特性と生産する種子量などの条件

を把握し、事業の進捗に合わせた生産計画を調整する必要がある。 

 これらを踏まえた、事業における在来野草の導入に関する留意点を以下の表 2-1に示す。 

 

表 2-1 事業における在来野草の導入に関する留意点 

留意点 解説 

多くの草種の導入

では作業期間が増

加しやすい 

・複数の草種を混合して植栽することが多く、結実の時期や生育する

場所が異なることで、種子採取や植栽する期間が分散し、作業に掛

ける期間が長くなる傾向にある。 

大面積への導入に

は複数年を要する 

・大面積で、密に植栽する場合は、大量の種子や苗を要するため、採

れる種子が少量であったり、発芽率が悪い草種については、採取し

た種子を育成し、種子を増産するなど、複数年かけて生産する必要

がある。 

導入箇所の条件に

合わせた草種の調

整が必要である 

・導入草種は、生物多様性を保全しながら、生育が継続できるよう、

近隣の生育地で採取可能な種を優先し、導入予定地の気候や土壌条

件など生育環境への適性にあった草種を選定する必要がある。 

・景観や地域との連携を考慮し、花や実などの観賞性についても配慮

する必要がある。 

複数の団体や個人

が導入に関わる 

・必要とする種子や苗の確保に向け、植物の専門家や NPO 団体、ボラ

ンティアや学生など多くの人々が関わることから、植栽するまでの

期間や導入対象箇所の条件に合わせて調整が求められる。 

・多くの方が参加することは、対象事業への理解を深め、完成した施

設に親しみを持ってもらえる機会としての活用も考えられる。 

・協働して形成した良好な在来野草の生育空間や景観の維持に向け、

関係した人たちによる管理作業への参加を検討していく必要があ

る。 

 

 上記の留意点を踏まえ、導入に向けて、事業の段階（計画・事業執行・維持管理）毎の

特性を踏まえて、導入方法の選択や導入に向けた草種や配植、関係者の参加方法を組み合

わせた生産計画を定めることが望ましい。 

なお、設定した生産計画は、事業の途中段階において進捗や在来草本の生育状況等に応

じて柔軟な調整や修正を行うことも必要である。 

 次頁の図 2-2 に、事業を進めるうえでの各段階の実施内容とその特徴を踏まえた在来野

草の導入ケース及び導入体制・生産方法の例を示す。 
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【事業の段階を考慮した在来野草の導入ケースと導入体制・生産方法の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 事業の段階を考慮した在来野草の導入ケースと導入体制・生産方法の例 

【事業の計画段階】 

・事業の基本方針策定 

・用地・区域の設定 

・概略設計 

・環境影響評価 

・事業用地の取得 

＜在来野草の導入ケース＞ ＜導入体制・生産方法の例＞ ＜主な事業の段階＞ 

【事業の執行段階】 

・用地測量 

・詳細設計 

・工事施工 

【維持管理段階】 

・維持管理作業 

・補修作業 

・新たな事業で改修 

【長期間の対応】 

期間に余裕があり、在来野草導

入の計画立案や参加者調整が容

易 

 

・ボランティアや NPO 団体と

ともに播種による種子生産で

数ヶ年掛けて種子の必要量を

確保 

・合わせて導入する在来野草の

生育位置の確認や生産計画の

作成 

・種子採取などに近隣住民や一

般の方の参加を誘導 

【短期間の対応】 

工事工程に合わせた対応とな

り、対象箇所への個別対応とな

る 

 

・ボランティアや NPO 団体と

ともに播種による苗生産・植栽

や対象箇所への移植など、工事

進捗に合わせて在来野草の導

入を進める 

・各作業に近隣住民や一般の方

の参加を誘導 

【短～長期間の対応】 

工期等による期間の制限がな

く、要望や導入箇所の条件にあ

わせた個別対応となる 

 

・ボランティアや占用主体が実

施する苗生産や対象箇所への

移植により、維持管理対象に導

入 

・導入後の在来野草を含めた除

草等の維持管理作業の協働（鎌

やごみ袋などの貸し出し等）や

支援 

 

 

①環境配慮 

・環境影響評価による希少種

等の保全 

・ミティゲーションの観点か

らのビオトープ等環境復元

箇所の造成 

・エコロジカルネットワーク

の形成・復元のための緑地

造成 

②住民要望 

・地域のシンボル的な在来野

草の保全希望への対応 

・花・果実などによる地域の

景観形成の要望への対応 

①環境配慮 

・工事箇所に新たに確認され

た貴重種等の保全 

②イメージアップ 

・事業用地の残地やポケット

パーク等イメージアップ箇

所への花・果実などによる

景観形成 

③住民要望 

・事業執行段階で上がった地

域の要望による緑地・景観

形成の対応 

①イメージアップ 

・未整備であった事業用地の

残地等への花・果実などに

よる景観形成 

②住民要望 

・維持管理段階で上がった地

域の要望による緑地・景観

形成の対応 

・ボランティアや占用に伴う

参加者の要望による緑地・

景観形成の対応 
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(2)導入に向けた種子採取対象箇所 

 公共事業における緑化施設の植生は、主に法面のようなイネ科の草地と公園や街路樹な

どの樹林とその周辺の草地が主である。そのため、導入できる草種も草地（ススキ型草地、

シバ型草地）や二次林（コナラ林、アカマツ林）の縁辺草地などで採取できる草種が適性

である。この特性を踏まえ、在来野草導入に向けた種子採取に適した草地や二次林を表 2-2

～3 及び図 2-3～4に示す。 

 ただし、在来野草は、以下のような管理がなされた草地に多く生育するため、管理の有

無も合わせて確認する。 

 なお、選定した種子採取対象箇所が事業者の所有する用地でない場合は、その管理者に

許可を得る必要がある。 

 

【在来野草が生育しやすい管理条件】 

・施設管理や修景のため、定期的に除草され、草地として維持されていること。 

・在来野草を維持するため定期除草や補植などの管理により、草地が維持されていること。 

・牧草採取等刈草利用のために定期的に除草がなされ、草地として維持されていること。 

・営農のために畔や樹林脇が除草され、草地として維持されていること。 

 

表 2-2 在来野草導入に向けた種子採取に適した草地 

対象箇所 概要 備考 

管理用地内の

草地 

研究機関や博物館等の公共施設内にあ

る草地 

・管理用地の定期除草で刈り取ら

れないよう調整が必要である。 

草地管理の法

面 

河川堤防や道路の盛土法面など、草地

の法面として管理されている箇所・区

間 

・定期調査などの実施により、施

設管理者から在来草種の生育箇

所情報を得られる場合もある。 

事業予定地周

辺の農地 

牧草採取用の草地や放牧地等牧場関連

施設の草地、営農の一環で除草されて

いる草地 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

近隣の公園等

敷地 

公園における野草エリア等在来野草が

植栽されている箇所や、草地として管

理されている箇所 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

 

   
研究機関の管理用地  営農に伴い除草された用地 公園内の野草エリア 

図 2-3 在来野草の種子採取に適した草地の例 
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表 2-3 在来野草導入に向けた種子採取に適した二次林 

対象箇所 概要 備考 

管理用地内の

樹林脇 

研究機関や博物館等の公共施設内にあ

る樹林脇の草地 

・管理用地の定期除草で刈り取ら

れないよう調整が必要である。 

管理施設内や

周辺樹林 

木本緑化された道路法面や環境施設帯

等樹林脇の草地 

・採取時は交通等に対する安全確

保が必要である。 

田畑脇の雑木

林 

所有者によるあぜ道などの除草による

田畑に面した雑木林脇の草地 

・近隣畑地の踏み荒らしなどに配

慮する。 

近隣の公園等

敷地 

公園にある在来野草が植栽されている

樹林内の草地 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

 

   
研究機関の管理用地 営農に伴い除草された用地 公園内の管理された樹林 

図 2-4 在来野草の種子採取に適した二次林の例 

 

(3)導入に向けた生産箇所 

 在来野草の導入には、植栽に向けた種子の増産や苗の育成のために、採取してきた種子

を一定期間育成する生産箇所が必要となる。在来野草の生産は、プランターへの種子播き

出しと定期的な水やりが主な作業となるため、在来野草導入までの一定期間プランターを

設置しても支障がなく、水やり等の作業が安全に行いやすい用地であることが求められる。 

 以下の表 2-4 に、用地を長期間確保しやすく安全な作業が見込める、生産に適した用地

の事例を示す。 

 

表 2-4 導入に向けた生産に適した用地の事例 

場所 生産規模 概要 

事務所・出張所敷地内 小面積 ・事務所や出張所内の敷地にある花壇や、その他の業

務の邪魔にならない、まとまった場所。 

建設予定地（取得済用

地） 

大面積 ・建設予定地のうち取得が完了し、在来野草導入箇所

に植栽を行うまでの仮植などが可能な用地。 

既存緑化施設 小面積 ・ポケットパークの花壇や防災ステーションの緑地等、

既存施設の機能を低下させずに利用可能な用地。 

事業残地 大面積～ 

小面積 

・道路の既存路線脇に残る残地等、利用が確定してい

ない用地。 

敷地内バックヤード 大面積～ 

小面積 

・公園で植物の補植や再植栽に備えた苗を育てるバッ

クヤード等。 

生産協力団体敷地 小面積 ・種子採取や生産に協働で参加してもらう小中高校等

の敷地等（花壇やプランターで苗や種子を生産する）。 
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2.3 各事業における在来野草の導入ポイント 

(1)道路事業への導入のポイント 

 道路事業においては、路線の計画によって環境影響評価による環境保全や代替地の造成

が求められる。その一方、人の往来が増加し地域が人の目に触れる機会が増えることで、

地元や道路利用者から緑化を含めた良好な景観の創出を求められるなど、環境保全と文

化・景観の形成といった方面から、在来野草の導入要望を受けるケースも多い。 

 また、地域と身近に接する区間もあり、維持管理段階に移行しても地元ボランティアな

どから、在来野草の植樹帯やポケットパークなど身近な施設への導入要望を受けることも

想定される。 

 上記を踏まえ、道路事業で在来野草の導入を進めるにあたっての事業段階別のポイント

や、道路施設の立地条件を踏まえた導入しやすい在来野草の特徴を以下に示す。 

 

1)道路事業における在来野草の導入について 

 事業段階ごとの道路事業における導入のポイントを以下の表 2-5に示す。 

 

表 2-5 道路事業における導入のポイント 

事業段階 導入機会 道路事業における導入のポイント 

計画段階 環境影響評価によ

る環境配慮を対象

種として設定 

・在来野草の生育代替地の造成や対象事業用地内での利用に

ついて指摘されることがあり、対象種の生育特性を踏まえ、

簡易な方法で導入できるようであれば事業者自ら、または

専門家や地域と連携して取り組む。 

地域を代表する草

種の保全について

住民や NPO 団体か

らの提案や要望 

・要望のあった草種の生育特性を把握のうえ、対象事業用地

内での利用を計画・設計に組み込む。 

・種子採取や生産などの導入計画は、要望団体等との連携を

踏まえて作成する。 

事業執行 

段階 

工事対象箇所から

貴重種等保全対象

となる草種を確認 

・保全対象草種の生育特性を把握の上、採取した種子や根株

を植栽できる工事中の用地確保を含めた対策を検討する。 

維持管理 

段階 

ボランティア団体

や道路占用者から

の在来野草を用い

た道路施設への植

栽の提案や要望 

・団体からの要望内容を評価し、在来野草の導入による安全

性や施設への影響などのおそれがない場合は、植栽の導入

を検討する。 

・必要に応じて、植栽やその後の維持管理に関する資材、機

材を提供する。 

事業区間が世界遺

産登録等環境や景

観への配慮が求め

られる指定を受け

る等 

・指定の内容を把握の上、対象区間周辺も含めて、保全対象

や地域の PRに利用できるような草種がないか確認する。 

・対象となる草種があれば、地域と連携しながら景観を考慮

した道路への植栽を検討する。 

・必要に応じて、植栽やその後の維持管理に関する資材、機

材提供等のサポートも検討する。 

 

 導入のポイントを踏まえた、道路事業への在来草種導入に関わる概略図を後述の図 2-5

に示す。
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■道路事業への在来草種導入に関わる概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）種子採取や導入にあたっては施設管理者との調整や手続きが必要となる 

図 2-5 道路事業での導入のイメージ図 

ポケットパークや空いた植

樹桝を花のある在来野草で

イメージアップ 

法面に地元要望の花

の咲く在来野草の苗

を植栽し景観形成 

近隣の既存草地

から種子採取 

参加ボランティア

宅や校庭で種子や

苗の生産 

事業の残地でまと

まった量の種子や

種子や苗の生産 

近隣の雑木林林縁

マント群落から種

子採取 

ミティゲーションとし

てのビオトープを作成

し在来野草を植栽 

堤防法面からの在

来野草種子採取 

近隣の公園の

草地から種子

採取 

中央分離帯を実の

なる在来野草でイ

メージアップ 

：種子採取 

：生産 

：種子散布・苗植栽 

【コメント凡例】 

事務所等の敷地内でプラン

ターによる種子の生産 
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2)道路施設にあった在来野草草種 

 道路にある植栽が可能な施設は、植樹帯や中央分離帯など、植栽のための幅や土壌の深

さが限られるなど植物の生育条件としては厳しい施設も多い。そのため、導入する在来野

草の選定は、施設内の土壌条件等厳しい生育環境に適応できる草種を選定する必要がある。 

 道路施設ごとの生育環境を踏まえた対象としやすい草種の特徴を表 2-6に示す。 

 なお、対象としやすい草種の特徴や導入対象となる地域の気象条件を踏まえ、後述する

第 2 編『在来野草 200 種の生育特性』の「生育環境」や「観賞性」、「備考」に示す特性等

の特徴と比べ、適性の高いものを選定してほしい。 

 

表 2-6 道路施設の生育環境にあった在来野草草種の特徴 

施設例 生育環境 対象としやすい草種の特徴 ※ 

道路法面 

・日当たりがよい 

・法尻側が湿潤になる場合がある 

・背丈の高い草種（外来牧草やスス

キ）が繁茂すると、日照条件が悪

化する場合がある 

・日当たりのよい場所で生育する草種 

・湿潤なところでは河原や湿った場所

で生育する草種 

・既存植生の繁茂により日陰となって

いる箇所には、半日陰や林縁等暗所

で生育する草種 

植樹帯・ 

植樹桝・ 

中央分離帯

等 

・植栽された街路樹により日照条件

が悪化していることがある 

・乾燥しやすい 

・人目につきやすい 

・林内や林縁等暗所で生育する草種 

・耐乾性の高い草種 

・上記のうち、観賞性の高い花や実を

つける草種の選定が望ましい 

環境施設帯 
・樹林内で日照条件が悪いことが多

い 

・林内や林縁等暗所で生育する草種 

ポケットパ

ーク・ 

残地等 

・日当たりが良い 

・人目につきやすい 

・日当たりのよい場所で生育する草種 

・上記のうち、観賞性の高い花や実を

つける草種がよりよい 

※第 2 編『在来野草 200 種の生育特性』の「生育環境」や「観賞性」、「備考」に示す特性

等の特徴を参考に整理した。 

 

■コラム：在来野草の名前 

 

 

 

 

 

 

 在来野草の種名は、地名や地域の俗称、屋号

や商品名など、身近なところにも取り入れられ

ています。また、俳句の季語や春の七草など季

節を示す単語として親しまれています。 

 一方、地方によっては別名で知られていたり、

種名の漢字が姿かたちや名前の由来を示すな

ど、話題のタネになります。 

 草種選定の折に、種名の由来や漢字、季語を

調べ、在来野草の導入にあたってのシンボルや

イベント名称、作業への参加募集のチラシの文

句などに利用してみてはいかがでしょうか。 

【季語になる在来野草の種名】 

春：チガヤ（茅花）、チチコグサ（父子草）、

ハハコグサ（母子草）など 

夏：オオバコ（車前草）、ギボウシ（擬宝

珠）、ゲンノショウコ（現の証拠）な

ど 

秋：オトギリソウ（弟切草）、オミナエシ

（女郎花）、オトコエシ（男郎花）、ス

スキ（薄）、オシロイバナ（白粉花）

など 

冬：スイセン（水仙）、フクジュソウ（福

寿草）など 
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(2)河川事業への導入のポイント 

 河川事業においては、放水路やダムの建設に伴う環境影響評価による環境保全や代替地

の造成を契機として、在来野草の導入が求められることが想定される。 

 また、維持管理段階における河川堤防の草地は、河川敷の公園や堤防脇の管理用道路等

が散歩やサイクリングなどで利用する人たちの目に留まりやすいため、河川利用者や地域

住民からの良好な景観創出の要望を受け、草種転換や在来野草の導入などの取組が求めら

れることも想定される。 

 上記を踏まえ、河川事業で在来草本の導入を進めるにあたっての、事業段階別のポイン

トや、河川施設の立地条件を踏まえた導入しやすい在来野草の特徴を以下に示す。 

 

1)河川事業における在来野草の導入について 

 事業段階ごとの河川事業における導入のポイントを以下の表 2-7に示す。 

 

表 2-7 河川事業における導入のポイント 

事業段階 導入機会 河川事業における導入のポイント 

計画段階 環境影響評価によ

る環境配慮を対象

種として設定 

・在来野草の生育代替地の造成や対象事業用地内での利用に

ついて指摘されることがあり、対象種の生育特性を踏まえ、

簡易な方法で導入できるようであれば事業者自ら、または

専門家や地域と連携して取り組む。 

地域を代表する草

種の保全について

住民や NPO 団体か

らの提案や要望 

・要望のあった草種の生育特性を把握のうえ、対象事業用地

内での利用を計画・設計に組み込む。 

・種子採取や生産などの導入計画は、要望団体等との連携を

踏まえて作成する。 

在来野草の導入に

よる文化・景観へ

の配慮 

・築堤時に堤防法面へ植栽する野芝に加え、対象箇所の文化

や景観に寄与するような在来野草の苗の植栽を計画・設計

に組み込む。 

・種子採取や生産などの導入計画は、要望団体等との連携を

踏まえて作成する。 

維持管理 

段階 

草丈の高い外来植

物繁茂に起因する

視認性悪化等への

住民や河川利用者

からの改善要望 

・要望内容を精査し、河川堤防の安全確保に配慮しながら、

草丈が高くならない在来野草を用いた植生転換（チガヤ草

地形成等）を計画、実施する。 

・種子採取や生産などの植生転換計画は、必要に応じて、要

望団体等との連携を踏まえて作成する。 

接続する湖沼にお

けるラムサール条

約等環境や景観へ

の配慮 

・指定の内容を把握の上、対象区間周辺も含めて、保全対象

や地域の PRに利用できるような草種の有無を確認する。 

・対象となる草種があれば、地域と連携しながら景観を考慮

した河川施設への植栽を検討する。 

・必要に応じて、植栽やその後の維持管理に関する資材、機

材提供等のサポートも検討する。 

 

 導入のポイントを踏まえた、河川事業への在来草種導入に関わる概略図を後述の図 2-6

に示す。
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■河川事業への在来草種導入に関わる概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）種子採取や導入にあたっては施設管理者との調整や手続きが必要となる 

図 2-6 河川事業での導入のイメージ図 

堤防に地元要望の花

の咲く在来野草の苗

を植栽し景観形成 

参加ボランティア宅や

校庭で種子や苗の生産 

近隣の公園や湖

沼周辺の草地か

ら種子採取 樋門脇の草地に草丈

の低い在来野草を植

栽し点検の視距確保 
防災ステーシ

ョンの空き地

で生産 

防災ステーショ

ンの花壇に在来

野草を植栽 在来野草が多く生育する河

川堤防法面から種子採取 

河川敷内の公園脇を

花や実のなる在来野

草でイメージアップ 

河川敷内の草地や

河原から在来野草

の種子を採取 

：種子採取 

：生産 

：種子散布・苗植栽 

【コメント凡例】 
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2)河川施設にあった在来野草草種 

 河川事業では、平成 9年の河川法改正により、「治水」、「利水」に加え、新たに「河川環

境の整備と保全」が目的に含まれており、河川施設内においても良好な環境づくりや保全

が求められている。河川において在来野草の植栽が可能な施設は、堤防法面や河川敷の占

用公園、樋門などの構造物周りなど大面積の施設が多く、そのような施設の全面に在来野

草を導入するには、期間とコストがかかる。そのため、天端からのスロープや階段周り、

河川敷の公園といった目につきやすい箇所等にエリアを限定するなど、可能な範囲からで

も効果のあるところから在来野草の導入を図ることが必要である。 

 河川施設ごとの生育環境を踏まえた対象としやすい草種の特徴を表 2-8に示す。 

 なお、対象としやすい草種の特徴や導入対象となる地域の気象条件を踏まえ、後述する

第 2 編『在来野草 200 種の生育特性』の「生育環境」や「観賞性」、「備考」に示す特性等

の特徴と比べ、適性の高いものを選定してほしい。 

 

表 2-8 河川施設の生育環境にあった在来野草草種の特徴 

施設例 特徴 対象としやすい草種の特徴 ※ 

堤防法面 

・日当たりが良い 

・人目につきやすい 

・法尻側が湿潤になる場合がある 

・背丈の高い草種（外来牧草やスス

キ）が繁茂すると、日照条件が悪

化する場合がある 

・日当たりのよい場所で生育する草種 

・湿潤なところでは河原や湿った場所

で生育する草種 

・既存植生で暗所となっている箇所に

は、半日陰や林縁等暗所で生育する

草種 

樋門等施設

周り 

・日当たりが良い 

・樋門などの施設周りの点検に支障

を及ぼさない草丈が求められる 

・日当たりのよい場所で生育する草種 

・草丈の低い草種 

河川敷占用

公園 

・日当たりが良い 

・洪水などにより湿潤になりやすい 

・日当たりが良いところで生育し、湿

った所でも生育できる草種 

防災ステー

ション 

・日当たりが良い 

・人目につきやすい 

・日当たりのよい場所で生育する草種 

・上記のうち、観賞性の高い花や実を

つける草種の選定が望ましい 

※第 2 編『在来野草 200 種の生育特性』の「生育環境」や「観賞性」、「備考」に示す特性

等の特徴を参考に整理した。 

 

■コラム：七草堤防プロジェクト 

 

 

 

 

 

 国土交通省利根川下流河川事務所管内の堤防で

は、平成 2４年度より地域の中学生を主体とした、

在来植物の苗づくりや植え付けに関する勉強会や

イベントが行われています。 

 在来植物の導入に関心を持ってもらったり、作業

への参加意欲をもっていただくのに、わかりやすい

シンボルとして七草など野草に関する身近なキー

ワードを取り入れた例でもあります。 

 詳細については第 3 編をご覧ください。 

【数でまとまった在来野草の種名】 

春の七草：セリ、ナズナ、ハハコグサ 

（御形）、ハコベラ、タビラコ（仏の

座）、カブ（菘）、ダイコン（蘿蔔） 
 

秋の七草：ハギ、ススキ、キキョウ、 

ナデシコ、クズ、フジバカマ、オミ

ナエシ 
 

四木三草：麻、藍、紅花（または木綿） 
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(3)公園事業への導入のポイント 

 公園事業においては、公園の持つコンセプトに基づく公園内の自然環境の保全、創出に

関し、コンセプトに沿った在来野草の導入や保全のニーズがある。 

 また、維持管理段階において、植栽箇所別のテーマ変更等に伴う再整備や植栽していた

在来野草の衰退による補植などの必要性も想定される。 

 上記を踏まえ、公園事業で在来野草の導入を進めるにあたっての、事業段階別のポイン

トや、公園施設の立地条件を踏まえた導入しやすい在来野草の特徴を以下に示す。 

 また、公園事業に関連した在来野草の採取しやすい箇所や生産しやすい用地の例を示す。 

 

1)公園事業における在来野草の導入について 

 事業段階ごとの公園事業における導入のポイントを以下の表 2-9に示す。 

 

表 2-9 公園事業における導入のポイント 

事業段階 導入機会 公園事業における導入のポイント 

計画段階 公園のコンセプ

トに合わせた在

来草種の導入 

・公園のコンセプトにあった在来野草の使用を計画・設計に組み

込む。 

・種子採取や生産などの導入計画を立案する。 

・対象種の生育特性を専門家に確認する。 

ボランティアと

協働で公園の植

栽の計画・設計

の実施 

・ボランティア等と協働でコンセプトにあった植栽の計画・設計

に取り組む。 

・団体等の導入作業への参加に関する意向を踏まえ、種子採取や

生産などの導入計画を立案する。 

事業執行

段階 

一般参加を含め

たボランティア

による在来野草

の生産 

・公園の造成に合わせて、ボランティア等と協働で在来野草の苗

や植栽に使用する種子の生産に取り組む。 

・必要に応じて、植栽やその後の維持管理に関する資材、機材提

供等のサポートも検討する。 

維持管理 

段階 

公園内の一部テ

ーマ変更等に伴

う再整備 

・変更内容に合わせた在来野草を用いた再整備を図る。 

・種子採取や生産などの導入計画は、要望団体等との連携を踏ま

えて作成する。 

一部施設・区画

のボランティア

による管理 

・一部施設・区画をボランティア団体等が主体的に維持管理や補

植を行うことで、在来野草の導入や生産を行う協働の体制づく

りを検討する。 

・必要に応じて、植栽やその後の維持管理に関する資材、機材提

供等のサポートも検討する。 

 

 導入のポイントを踏まえた、公園事業への在来草種導入に関わる概略図を後述の図 2-7

に示す。
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■公園事業への在来草種導入に関わる概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）種子採取や導入にあたっては施設管理者との調整や手続きが必要となる 

図 2-7 公園事業での導入のイメージ図 

近隣の在来野草が

自生する河川堤防

から種子採取 

近隣の雑木林林

縁マント群落か

ら種子採取 
近隣の草地か

ら種子採取 

公園のバックヤード

で在来野草の種子や

苗を生産 

園内に残る在来野

草の種子を採取 

在来野草をテーマ

とした区画に植栽 

参加ボランティア宅や

校庭で種子や苗の生産 

：種子採取 

：生産 

：種子散布・苗植栽 

【コメント凡例】 
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2)公園施設にあった在来野草草種 

 公園施設への植栽に関しては、計画段階から草本類から木本類まで植栽に関する計画、

設計が検討された上で、草種が設定されるため、基本的に公園のコンセプトに基づき、計

画、設計思想に適合した草種を導入する。 

 なお、近年整備された公園の中には、計画、設計段階からボランティア等が参画し、地

域の要望を取り入れながら植栽する植物を選定するケースもある。（第 3編参照） 

 

(4)その他の緑地への導入 

 在来野草を導入しやすい道路、河川、公園以外の緑地としては、市民緑地、空き地、屋

上緑地等がある。 

 想定される導入方法と留意点を表 2-10に示す。 

 

表 2-10 その他の緑地における在来野草の導入方法と留意点 

緑地 想定される導入方法 導入の留意点 

市民緑地 

・沿道にある公開空地の緑地や専用施

設の緑地などにある花壇や草地にお

いて、在来野草の寄せ植えなどを導

入 

・既存の植栽テーマや植栽草種と競

合しないような草種の導入が必

要である。 

空き地 

・空き地の修景のために、植木鉢やプ

ランター等で在来野草の寄せ植えな

どを導入 

・空き地の利用の決定時に直ちに撤

去できる方法で植栽する。 

・可能であれば近隣の公園や植樹桝

への移植を検討する。 

屋上緑地 

・屋上緑化に使用する草本類の材料と

して在来野草の苗を導入 

・公開地の場合は、四季によって花

や実が付く時期の異なる草種を

複数導入するなど、来場者が楽し

める工夫が必要である。 
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第 3 章 在来野草の種子採取・保管 

 

3.1 種子採取の概要 

 在来野草の種子は、市場に流通しているものが少ないこと、できる限り地域の遺伝子を

保全することが望ましいことから、その地域に自生している植物個体から採取することが

基本となる。 

 自生の植物個体の生活史（図 3-1 参照）サイクルは、天候や周辺の生育環境に影響を大

きく受けることから、完熟（適切に播き出すと発芽する状態）した種子を事前に予測して

採取することが難しい。 

 特に、綿毛などで飛散する草種は、結実すると風で容易に飛散してしまうため、事前に

袋掛けをするなど、確実な採取を行うための工夫が必要である。 

 また、草種によっては冬を体験（一定温度以下で保存）しないと発芽しないなど、播き

出す前の発芽処理が必要なものもある。 

 なお、同一個体の種子のみで生産された苗を利用し続けると、近親交配で結実しにくく

なる場合もあるため、なるべく多くの個体から種子を採取する等の配慮が必要となる。 

 本章では、上記のような植物の特徴を踏まえた、在来野草の種子採取や保管の方法に関

する手順を紹介する。 

 なお、本技術資料で取り扱う在来野草は、法面や公園等の草地での利用を前提に、身近

な場所で採取でき、増やしやすく、他の草種と混生しやすい（悪影響種は除外）、草丈が高

くなりすぎない（草丈 1ｍ以下）といった、緑化対象種として導入しやすいものを対象とし

ている。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 生活史を踏まえた種子採取作業のタイミング 

発芽 伸長 開花 結実 種子散布 枯死 

※多年草は越冬 

採取 

適期 

 

現地を確認し

て採取適期を

想定 

 

熟したことを

確認して採取 

見つけやすい花の時

期に、草種・採取地

を決め、対象個体へ

マーキング 
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3.2 種子採取の手順 

 種子採取の手順として、採取箇所の選び方、採取時期の定め方、種子の採り方を示す。 

 

(1)採取箇所の選定 

 在来野草の種子採取適地は、前述の第 2 章に示した通り、草地（ススキ型草地、シバ型

草地）や二次林（コナラ林、アカマツ林）の縁辺草地などで採取できる草種が適性である。

この特性を踏まえ、在来野草導入に向けた種子採取に適した草地や二次林に求められる管

理条件を以下に示す。 

 

【在来野草が生育しやすい管理条件】 

・施設管理や修景のため、定期的に除草され、草地として維持されていること。 

・在来野草を維持するため定期除草や補植などの管理により、草地が維持されていること。 

・牧草採取等刈草利用のために定期的に除草がなされ、草地として維持されていること。 

・営農のために畔や樹林脇が除草され、草地として維持されていること。 

 

表 3-1 在来野草導入に向けた種子採取に適した草地（再録） 

対象箇所 概要 備考 

管理用地内の

草地 

研究機関や博物館等の公共施設内にあ

る草地 

・管理用地の定期除草で刈り取ら

れないよう調整が必要である。 

草地管理の法

面 

河川堤防や道路の盛土法面など、草地

の法面として管理されている箇所・区

間 

・定期調査などの実施により、施

設管理者から在来草種の生育箇

所情報を得られる場合もある。 

事業予定地周

辺の農地 

牧草採取用の草地や放牧地等牧場関連

施設の草地、営農の一環で除草されて

いる草地 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

近隣の公園等

敷地 

公園における野草エリア等在来野草が

植栽されている箇所や、草地として管

理されている箇所 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

 

表 3-2 在来野草導入に向けた種子採取に適した二次林（再録） 

対象箇所 概要 備考 

管理用地内の

樹林脇 

研究機関や博物館等の公共施設内にあ

る樹林脇の草地 

・管理用地の定期除草で刈り取ら

れないよう調整が必要である。 

管理施設内や

周辺樹林 

木本緑化された道路法面や環境施設帯

等樹林脇の草地 

・採取時は交通等に対する安全確

保が必要である。 

田畑脇の雑木

林 

所有者によるあぜ道などの除草による

田畑に面した雑木林脇の草地 

・近隣畑地の踏み荒らしなどに配

慮する。 

近隣の公園等

敷地 

公園にある在来野草が植栽されている

樹林内の草地 

・種子採取時に外来牧草等の種子

が混入しないよう注意が必要で

ある。 

 

 なお、種子採取候補地において、環境影響評価を目的とした植生調査や河川水辺の国勢

調査など、定期的な植生調査が実施されている場合は、重要な参考資料となるため、同地

域での別事業も含め事前に植生調査の実施状況について確認することが望ましい。
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(2)種子採取時期の設定 

 種子採取の時期は、事前に対象地に生育する草種を確認して、採取対象種を決めたうえ

で、本資料の第 2 編『在来野草種毎の生育特性』や図鑑等に示す生育に関する資料をもと

に草種毎の開花時期を事前に予測し、現地で実際の生育や開花の状況を確認しながら設定

する。 

 生育する地域や地形、その年の気象条件などによって、種子が熟する時期が変化するた

め、なるべく多くの種子が採取できるよう予想される期間より少し早い時期から開始し、

10日程度の間を開け、3回程度実施することが望ましい。 

 種子採取時期の設定に際する留意点を表 3-3に示す。 

なお、表 3-4 に示す通り種子の散布型によって完熟時の形状が異なるため、後述の「熟度

の確認」と合わせて、種子採取の目安としてもらいたい。  

 

表 3-3 種子採取作業の概要と留意点 

作業区分 時期 回数 作業の概要と留意点 

事前確認 開花期 1回 ①第 2 編に示す『在来野草種毎の生育特性』や図鑑等の参考資
料をもとにして、対象種の開花状況や開花時期を把握し、事
前確認を行う。 

②開花の時期を参考に、概ねの結実期間を予測する。開花しな
がら結実する種や、結実後、熟するまでに 1 ヶ月以上かかる
種など、種ごとに採取の適期は異なることに留意しておく。 

③見つけやすい花の時期に確認を行い、種の誤認を防ぐととも
に、多くの場所の多くの個体から種子を採取するように努め
る。（近親交配を避ける。） 

④花が終わった後も見つけやすいよう、対象とした草種の個体
にはマーキングを行う。全ての個体へのマーキングが難しい
場合は、目につきやすい個体を代表してマーキングし、種子
採取時の標本個体とする。 

種子採取 種子 

散布期 

3回 

程度 
①事前確認で採取対象が確認された箇所において、種子採取作
業を行う。 

②種子は色づき、膨らみ、乾燥などから、なるべく熟している
と思われるものを採取する。 

※熟度は後述の ”【参考】熟度の確認”を参考とする。 

③未熟な種子が多い場合には、10日程度後に再び採取を行う。
種子が散布してしまうおそれがあるものには、袋掛けを行う。 

※散布型及び袋掛けの方法は後述する。 
 

【種子採取時の留意点】 

・種子採取日は、数日間好天が続いた後の、風の穏やかな晴天
日に行うことが望ましい。 

・降雨時の採取は、水滴による種子の流失等に十分留意する。 

・降雨時に採取した種子を放置するとカビや腐敗の原因となる
ため、保管にあたっては風通しの良い日陰で乾燥させる。 

 

④種子採取に関する作業が複数年にわたる場合は、実施日や実
施箇所の状況について、写真を交えながら記録することで、
2年目以降の事前確認作業や計画立案が容易となる。 

※記録用紙の参考を、後述の（3）種子採取の③に示す。 
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表 3-4 散布型毎の特徴 

散布型 特徴 草種例・写真 

動物散布 
（動物被食型） 

・果肉が色づいたり、膨らんだりし
て、動物の目に留まりやすくなる
ことで被食され、遠方で糞ととも
に排出されることで散布する。 

 
ナワシロイチゴ 

動物散布 
（動物付着型） 

・種子に鉤爪や棘、粘着物等ができ、
動物の毛等に絡まることで遠方
に運ばれて散布する。 

 
ケチヂミザサ 

風散布 ・完熟とともに翼や綿毛のような風
に乗りやすい構造を成形するこ
とで風によって遠方へ運ばれて
散布する。 

 
ノアザミ 

自動散布 ・重力によって完熟した種子が自然
に落下することで周辺に散布す
る。 

・強い衝撃や乾燥等による果皮の変
形により、はじけることで周辺に
散布する。 

 
オオバギボウシ 

※散布方式にあった種子の形状と対応する草種は後述の表 3-7に示す。
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【参考】熟度の確認 

 種子採取では、完熟した種子を確実に採取することが必要である。完熟状況の確認手法

は、草種により異なるが、散布形式や植物分類群により表 3-5 に示すような概ねの傾向が

示されている。 

 これらの目安により完熟種子を見極めつつ採取するが、野草では同じ個体でも種子の熟

度は様々であることが多いため、留意する必要がある。 

 写真 3-1に完熟の確認結果を示す。 

 
表 3-5 種子の完熟状況の確認手法 

手掛かり 該当する植物分類群の例 備考 

色の変化（鮮色へ） 
サクラ属、キイチゴ属、ナス属  

など 
動物散布（動物被食型）の種子 

色の変化（茶色へ） 
カエデ属、ギシギシ属、アジサイ

属、イネ科 など 

風散布、動物散布（動物付着

型）、自動散布の種子 

透けて見える キケマン属、ヒメハギ属 など ― 

振ると音がする キキョウ属、マメ科 など ― 

果実の発達や硬さ イヌタデ属、カヤツリグサ属 など ― 

毛の発達 
アザミ属、センニンソウ属、ヤナ

ギ属 など 
風散布の種子 

果実の亀裂 
ツツジ属、ユリ属、ナツツバキ属、

オトギリソウ属 など 
風散布、自動散布の種子 

 

 未熟種子の様子 完熟種子の様子 

オトコエシ 

（風散布） 

 
2014年 10月 10日 

 
2014年 11月 5日 

キンミズヒキ 

（動物散布 

（動物付着型）） 

 
2014年 10月 10日 

 
2014年 11月 5日 

写真 3-1 種子の完熟状況（植物種；キンミズヒキ、オトコエシ）（参考） 
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(3)種子の採取 

①採取方法 

 種子の採取方法は、以下のように分けられる。 

 

Ａ.直接採取：熟した種子をその場で採取する 

Ｂ.袋掛け採取：完熟時に一斉に散布される種子を事前に袋などで覆って後から回収する 

 

 直接採取は、「実のもぎ取り」、「実の揺らし取り」等に手法が分かれる。いずれの手法で

も、基本的に完熟した種子を採取することが望ましく、「種子散布期」に現場で採取作業を

行うことが前提となる。 

 袋掛け採取は、種子散布期間が短く現場採取を適期に実施することが難しい草種や、自

動散布または風散布、動物散布（動物付着型）といった衝撃や接触で一度に散布してしま

う草種に対し、一部の若い実に袋掛けしておき、こぼれた種子を袋で採取する方式を併用

することで多くの種子を採取することが可能となる。 

 散布型を踏まえた草種に適した方法と、適応性の高い果実・種子の特徴を表 3-6に示す。 

表 3-6 種子採取方式 

区分 手法 適応性の高い実の特徴 

Ａ.

直

接 

採

取 

実のもぎ

取り 

種子の入った実を直接指

でもいだり、こそいだりし

て取る。 

・いずれの散布型の実でも対応可能。 

・採取時に完熟したものがあれば実施す

る。 

実の揺ら

し取り 

種子の入った実を袋に入

れ、人為的に揺らして散布

された種子を採取する。 

・穂に列で実が付いている自動散布の草

種で、まんべんなく完熟の状態にある

場合。 

Ｂ.袋掛け採取 

果実に触れないよう袋を

かぶせ、口を閉めた後、1

週間程度放置し、その後袋

中に散布された種子を採

取する。 

・自動散布の草種。 

・風散布の草種。 

・動物散布（動物付着型）の草種。 

・花のうちに袋掛けすると、結実しない

場合があるため、種子を確認してから

袋掛けすることが望ましい。 
 

  
直接採取（実のもぎ取り） 袋掛け採取 

写真 3-2 採取作業例（植物種；キンミズヒキ） 
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②使用用具 

Ａ.直接採取に使用する用具 

 直接採取は、もぎ取りによる方法を基本とする。種子は手で直接採取するか、ハサミで

結実した実の根元から切除する。また、もぎ取った種子を収集し、持ち運べるようジッパ

ー付きビニール袋など密閉しやすい袋や容器を用意する。 

 

Ｂ.袋掛け採取に使用する用具 

 綿毛や翼があり、種子を風で散布（風散布）する草種は、袋掛けを行う事で確実な採取

を図ることが可能である。 

 また、重力によって自然に種子を落下させ散布（自動散布）する種のうち、熟するまで

に時間を要する種や、種子採取可能な個体数が少ない種は、袋掛けを行い、確実な採取を

図ることが望ましい。袋掛けで採取することが望ましい草種の例を表 3-7に示す。 

 袋掛けは、種子の周りに水や湿気がたまることでカビなどが発生するので、種子が枯死

しないよう、通気性のある市販の茶漉し袋や台所用の水切りネットなど実の大きさに合わ

せて使い分け、園芸用の結束ひも等で茎に固定する（写真 3-3）。 

 また、採取時は固定した箇所を切除して、持ち運べるようジッパー付きビニール袋など

密閉しやすい袋や容器に入れて持ち運ぶようにする。 

 
写真 3-3 種子の袋掛け採取に用いる資材の例（左から茶漉し袋、水切りネット、結束ひも） 

 
表 3-7 袋掛けによる種子採取の草種例 

科名 種名 種子の散布様式 

キク科 カセンソウ 風散布 

キク科 シラヤマギク 風散布 

キク科 ヒヨドリバナ 風散布 

キク科 ノハラアザミ 風散布 

タデ科 イヌタデ 自動散布 

タデ科 ミズヒキ 動物散布（動物付着型） 

バラ科 ワレモコウ 自動散布 

オミナエシ科 オミナエシ 風散布 

オミナエシ科 オトコエシ 風散布 

シソ科 アキノタムラソウ 自動散布 

キキョウ科 ツリガネニンジン 自動散布 

サクラソウ科 オカトラノオ 自動散布 

ユリ科 ツルボ 自動散布 

約 20cm 
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③採取状況の記録 

 導入に必要な量を複数年かけて収集する場合や追加の種子が必要となった場合、作業者

が交代した場合などでも採取箇所や採取時期が引き継げるよう、下記のような項目を記録

しておくと便利である。種子採取シートの例を以下に示す。 

 

種子採取シート（例） 
種名 ユウガギク 
大項目 小項目 チェック・記載事項 

調査日 現状確認日：2014/9/1、種子採取日：9/10、9/16、9/22、10/1 
調査場所 住所   茨城県つくば市長峰 1-2 高層気象台 
基本情報 形態 □つる □匍匐 □直立茎 □枝分れ茎 □株立 

生育環境 

地形 □自然斜面   □法面   □平地   □窪地                      
植生 □樹林地    □草地   □路傍   □裸地 
周辺地 □山間地   □谷戸地   □耕作地   □道路  

□河川    □公園   □その他 
特記事項 ススキ草地の、草刈りせず残されている範囲に生育。 

生育状況 
生育状況 □群生   □まばら    □単独 
開花の有無 □あり（□多い ・ □少ない） ・ □なし 
結実の有無 □あり（□多い ・ □少ない） ・ □なし 
特記事項 9 月上旬から 10 月中旬まで開花を確認。 

生育地図面 

 
国土地理院地形図（1/25,000） 

採取時写真 
生育箇所周辺状況 確認種の全体 

 
（平成 26 年 10 月 1 日撮影） 

 
（平成 26 年 9 月 16 日撮影） 

花・葉の拡大 種子の切断箇所等 

 
（平成 26 年 9 月 16 日撮影） 

 
（平成 26 年 10 月 1 日撮影） 
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3.3 種子保管方法 

 草本の種子は、未熟な種子を守るため 鞘
さ や

や 顎
が く

に納められていたり、種子を遠くまで運

ぶため、あえて被食されるように果肉をまとったり、翼や綿毛が付くなど、様々な形態を

している。 

 また、果肉に包まれたものをそのまま保管すると腐敗したり、果肉に発芽を阻害する物

質が含まれているなど保管に悪影響を及ぼす種子もある。 

 さらに、常温で保管すると発芽しなくなる種子や、一定期間冷温にさらされることで発

芽が促される種子など、草種によっては冷蔵庫を使った発芽処理が必要な場合がある。 

 具体的な精選及び保管方法、発芽処理方法を以下に示す。 

 

(1)精選の実施 

 種子が果肉や硬い皮に包まれている草種や、種子が 鞘
さ や

や 顎
が く

に包まれている草種につい

ては、発芽率を高めるためにも、下記の方法による精選を実施することが望ましい。 

 

①基本的に水分の多い果肉は、保管する前に除去する。 

②皮が硬い場合には、皮を剥いたり、傷をつけることで、水を良く吸って発芽率を高める。 

③鞘から出すなど、採取した種子をより健全に保管することで生産時に播種しやすくなる。 

  

 種子の形態に合わせた精選方法を表 3-8 に、身近な道具を使って精選する例を写真 3-4

にそれぞれ示す。 

 なお、綿毛や翼の着いた種子については、保管の邪魔になるなど支障があった場合は適

宜もぎ取るなどの処理を行っておくと扱いやすい。後述の写真 3-5に実施例を示す。 

 

表 3-8 種子の形態と精選方法 

種子の形態 精選方法 具体的な精選方法 該当草種の例 ※ 

種子が果肉
や皮に包ま
れている 

① 果肉の除去 
（果肉が柔らか

い場合） 

・果実をザルやすり鉢でつぶし
て種子と果肉を分離し、水を
注ぎ軽く果肉を洗い流す。 

バラ科：ナワシロイチゴ 
ユリ科：アマドコロ 

② 皮の除去 
（皮が硬い場合） 

・果肉にカッターで切れ目を入
れ、手でむきとって除去する。 

バラ科：キンミズヒキ 
キンポウゲ科：アキカラマツ 

種子が鞘や
顎に包まれ
ている 

③ 鞘や顎から
の取り出し 

・鞘から手でとり出す。 
・袋の中で採取した個体を振り、

種子を袋の底に落下させる。 
・顎ごとすり鉢で粉砕し、ふる

いで種子と選り分ける。 

イネ科：アキノエノコログサ 
キク科：ユウガギク 
シソ科：ウツボグサ 
シソ科：アキノタムラソウ 
ユリ科：オオバギボウシ 
タデ科：イヌタデ 
タデ科：ミズヒキ 
キキョウ科：ツリガネニンジン 
サクラソウ科：オカトラノオ 
ユリ科：ツルボ 
イネ科：ケチヂミザサ 

※：該当草種の例は実施した発芽試験等に関わる作業で把握した草種である。
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①果肉の除去 
（ナワシロイチゴ） 

 

 
②果実からの取り出し 
（アキカラマツ） 

 

 
③鞘からの取り出し 
（オオバギボウシ） 

 

注：表中の番号①～③は表 3-8の番号に対応 

写真 3-4 採取した種子の精選の実施例 

 

 

 

 

 

 

 
 

綿毛の除去（参考） 
（ノハラアザミ） 

 

 
夾雑物の粉砕（参考） 

（オミナエシ） 
 

 
夾雑物の選別除去（参考） 

（オミナエシ） 
 

写真 3-5 綿毛の除去等の精選の実施例（参考：綿毛などの除去） 
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(2)種子の保管 

1)採取した種子の保管 

 多くの在来野草の種子は、乾燥させ常温で保管することが可能である。採取した種子を

すぐに播種しない場合は、温度の安定した冷暗所で、急激な温度変化にさらされないよう、

表 3-9に示す通り、発泡スチロール等の箱に入れて保管することが望ましい。 

表 3-9 保管の手順等 

保管方法 

①精選した種子は、乾燥したことを確認する。 

②乾燥した種子は、飛散防止のため薬包紙や封筒等に入れる。 

③常温で保管できる草種をまとめて、急激な温度変化にさらされないよ

うに発泡スチロールの入れ物に入れる。 

④温度変化の激しくない冷暗所に保管する。 

使用する用具 
・薬包紙や封筒などの通気性を確保できる包装用具 

・発泡スチロールの箱 

保管状況の 

イメージ 

     【包装用具】        【発砲スチロール】 

 
 

 

 なお、計画や工事の進捗等によって複数年保管を要する場合もあるので、保管にあたっ

ては、表 3-10に示すよう採取日、採取場所、種名、種子量を記載することが望ましい。 

表 3-10 保管記録ラベルの例と記載事項 

 

 

種 名 
採取時には分かっているつもりでも、乾燥や

変色により分からなくなってしまうことがあ

る。必ず記載する。 

数 量 
精選を行わなくても、どの程度あるかを記載

しておくと、増殖計画を立てるときに参考と

なる。 

採取日 いつ頃採取したかは、追加採取等が必要とな

った場合に参考となる。 

採取場所 どこで採取したかは、追加採取等が必要とな

った場合に参考となる。 

採取者等 
採取時に採取場所の環境や生育状況の記録や

写真を合せて保管しておくことも有益であ

る。 



1-32 

 

2)発芽処理の実施 

 秋～冬に種子が採取できる草種の多くは、そのまま冬を越して春になると芽を出すもの

が多く、このような草種は一定の低温にさらされないと発芽しない。このため、秋～冬に

種子が採取できる草種の播種は冬の間に行う事が望ましい。別の季節に播種する場合には、

播種前に冷蔵庫などの低温環境（冬の環境）に置いて発芽を促す必要がある。 

 主な発芽処理には、以下の 2種類ある。 

 

①冷蔵処理 

 概ね 5℃で、数ヶ月程度保管する。家庭用の小型冷蔵庫で処理が可能である。 

 

②低温湿層処理 

 動物散布（動物被食型）の種子（ミツバアケビとナワシロイチゴ等）に関しては、果肉

除去後に乾燥させると発芽能力を失うため、精選後すぐに湿度が保たれる状態で冷蔵庫に

保管する。この場合、湿度を保たせるために濡れた脱脂綿等に包んで冷蔵保管するが、カ

ビ等が発生しやすいため、定期的にカビを取り除くなどの手間がかかる。 

 ただし、種子採取後すぐに播種すれば、上記の保管に際する手間を省くことができる。 

 

 冷蔵処理、低温湿層処理の具体的な作業内容と使用用具、それぞれの発芽処理を必要と

する代表草種を次ページの表 3-11～12に示す。 
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【冷蔵処理】 

表 3-11 冷蔵処理の手順等 

処理方法 

①精選した種子が乾燥したことを確認する。 

②乾燥した種子を薬包紙や封筒等に入れる。 

③おおよそ 1～2ヶ月間冷蔵庫にて低温保管する。 

使用する用具 
・薬包紙や封筒などの通気性を確保できる包装用具 

・家庭用冷蔵庫 

処理状況の 

イメージ 

      【包装用具】         【冷蔵庫】 

  

主な対象草種 ※ 

オトギリソウ、キジムシロ、オヘビイチゴ、ワレモコウ、ゲンノショウ

コ、アキノタムラソウ、オミナエシ、オトコエシ、キキョウ、ノハラア

ザミ、ヒヨドリバナ、カセンソウ、ユウガギク、ツルボ、トダシバ、ケ

チヂミザサ、アキノエノコログサ 
※該当草種は国総研で実施した発芽試験等に関わる作業において把握した草種である。 

 

【低温湿層処理】 

表 3-12 低温湿層処理の手順等 

処理方法 

①精選した種子を流水で洗浄する。 

②茶漉し袋等に洗浄した種子を入れる。 

③種子の入った茶漉し袋をキッチンペーパー等で包み、水で湿らせ、タ

ッパーなどの密閉容器に入れる。その際、種子の酸欠を防ぐために蓋に

いくつか穴を開け、空気穴を確保する。 

④おおよそ 1～3ヶ月間冷蔵庫にて低温保管する。 

⑤適宜中身を確認し、カビが発生した場合はふき取る。 

使用する用具 

・茶漉し袋 

・キッチンペーパー 

・食品保管用タッパー（一部穴を開ける） 

・家庭用冷蔵庫 

処理状況の 

イメージ 

【茶漉し袋で梱包】   【タッパーに穴を開けて冷蔵庫保管】 

  
主な対象草種 ※ ミツバアケビ、ナワシロイチゴ 
※該当草種は国総研で実施した発芽試験等に関わる作業において把握した草種である。 
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第 4 章 在来野草の生産 

 

4.1 生産の概要 

 在来野草の生産は、導入箇所への植栽に向け、必要な種子量を確保することを目的に実

施する。 

 生産の主な作業は、必要な種子量を確保するまで、採取してきた種子をプランターや圃

場に播き出し、定期的に水やりなど管理のうえ、結実した種子の採取を繰り返すものであ

る。 

 生産に関わる生産手順の概略図を図 4-1に示す。 

 なお、在来野草の中には、種子よりも株や球根を分けて植え付けることで新たな苗を得

やすい草種もある。また、研究段階の技術であるが、刈り取った在来野草を含む刈草（以

下、「刈り取り残渣」と言う）を撒き出すことで一度に多数の草種を導入できる方法もある。 

 

○必要な種子量確保に向けた手順 

○1年間の生産の手順 

  

 

 

 

 

 

     （数年間繰り返す） 

 

 

 

 

 

図 4-1 在来野草の生産方法のプロセス 

種子数の確認 播き出し 育成管理 

・保管していた

種 子の大ま

か な数を把

握 し播き出

す 容器の数

量を調整 

・在来野草を育てやすい

土の準備 

・苗の植栽方法、新たな

種子の育成など、用途

に合わせて容器を設定

して種子を播き出し 

・定期的な

水やり 

・生育を抑

制する雑

草の除草 

植栽 

・採取・生

産した種

子をもと

に、導入箇

所に植栽 

種子の採取 

・新たな種子を

得るため結実

まで育成 

・結実後に採取 

種子の保管・発芽処理 

・精選後種子を保管 

・播種に向けて発芽処理（必要時） 

※第 1編第 3章参照 

播種期設定 

・播種する時期

を設定 

・草種によって

は播種前に発

芽処理を実施 
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4.2 生産方法 

 生産方法として、採取してきた種子から、導入箇所への植栽に関する播き出し対象の選

択や種子の選別、播き出し方法、育成管理について、各工程の手法やポイントを以下に示

す。 

 

(1)播き出し対象の選定 

 主な播き出し対象は、配置場所や数を調整しやすく汎用性の高いプランターと、一度に

大量に生産できる圃場とがあり、緑化対象地に導入する植栽数量を踏まえながら、用意す

るプランターの量や圃場の大きさを設定する必要がある。 

 播き出し対象の形状と管理特性を表 4-1に示す。 

 

表 4-1 対象の形状と管理特性 

対象 対象の形状と管理特性 摘要 

プランター ・深さ 15cm程度、土壌面は 15cm×40cm程度、

複数の苗の育成が可能である。 

・雑草の侵入が少なく、除草手間は少ない。 

・水切れしやすく、こまめな水やりが必要と

なる。乾燥期の水切れには特に留意する。 

大型の多年草の種子を採取

する場合は、植物のサイズ

に即した密度調整を行う。 

圃場 ・対象とする用地の区画・面積の中で、自由

度の高い形状の設定ができる。 

・周辺に生育する雑草や土壌中の種子が発芽

するため、除草手間が煩雑となる。 

・水切れしにくく、乾燥期以外の水やりは、

基本的に必要ない。 

播種から種子回収まで複数

年を要する草種もある。圃

場確保に際しては、複数年

の使用を想定しておくこと

が望ましい。 
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(2)プランターへの播き出し 

 生産できる期間や生産量に汎用性の高いプランターへの播き出し方法を以下に示す。 

 

1)種子の選別 

 採取した種子の中に、カビた種子や腐敗した種子、また虫がついている種子が混じって

いる場合には、他の健全な種子の状態まで劣化させるおそれがある。また、不稔や未熟な

種子が多い場合には、十分な発芽が得られず、種子の生産が計画どおり進まないおそれが

ある。 

 そのため、採取した種子については、表 4-2 及び写真 4-1 に示すような明らかに不健全

な種子は取り除き、発芽しやすい種子の概数を把握しておくことが重要である。 

 

表 4-2 不健全な種子の状態 

不健全な状態 見分け方・取り除き方 留意点 

種子の膨らみが

ない 

（不稔性種子） 

見た目で膨らみがない種子、息でと

ばせる程軽い種子など。 

また、近々播種する予定であれば、

水に沈まない種子を取り除くとい

う方法も可能である。 

小さな種子や毛羽立った種子は

健全でも浮きやすいので注意す

る。 

カビが付いてい

る 

カビが確認された種子全体をピン

セット等で取り除く 

結露しないよう紙の封筒を用い

る。 

小分けにして全ての種子にカビ

が広がらないよう注意する。 

変色している・色

づきが悪い 

他の種子と異なり変色していたり、

他の種子よりも明らかに色が薄い

ものを取り除く 

同上 

虫食いがある 
種子に虫が食ったような穴や破損

が見られるものは取り除く 

小分けにして全ての種子に虫が

が広がらないよう注意する。 

 

   

   

写真 4-1 不健全な種子の写真 

不稔で種子の膨らみがない 不稔で種子の膨らみがない カビが付いている 

未熟で色が薄い 腐敗で色が変色 虫食いがある 
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2)土壌等資材の準備 

 精選した種子を播き出すのに適した土壌の目安は、市販の赤玉土に対し、同量のバーミ

キュライトを撹拌したものである。また、排水性を確保するため、容器に土壌を詰める前

に鉢底石等を敷き詰める。ただし、大量の苗や種子を生産する場合においては、赤玉土や

バーミキュライトといった市販の園芸用土壌を利用すると高価となるため、緑化土木工事

で使われる客土を利用することも可能である。 

国総研で実施した試験を参考にした資材数量の目安を表 4-3に示す。 

 また、他の容器に詰める場合の目安も備考に示す。 

 

表 4-3 資材数量の目安（プランター10個当たり） 

№ 資材 仕様 数量 備考 

1 
容器：プ 

ランター 

20 L：（長さ 50cm

×幅 20cm×高さ

20cm程度） 

10個 
育苗箱（約 20L）：10個分 

9cmビニールポット（約 0.4L）：500個分 

2 赤玉土 硬質小玉 75 L 赤玉：バーミキュライト＝1：1で混合 

育苗箱（約 20L）：15L×10個 

9cmビニールポット（約 0.4L）：0.3L×500個 3 
バーミキュ

ライト 
小粒 75 L 

4 鉢底石 ― 50 L 
育苗箱（約 20L）：5L×10個 

9cmビニールポット（約 0.4L）：0.1L×500個 

 

  

  
 ※上記の写真は、例を示すもので特定の製品を推奨するものではない 

写真 4-2 使用した用具の写真 

プランター 赤玉土 

バーミキュライト 鉢底石 
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3)播き出しに向けた土壌の充填 

 用意した土壌（赤玉土・バーミキュライト）を、容器に充填する手順を以下に示す。 

  

【土壌のプランターへの充填】 

 ①赤玉土とバーミキュライトは、大型のプラスチックトレイ等に入れ、よく混ぜる。 

 ②プランターに鉢底石を 5L量り入れ、平らに均す。 

 ③その上に、混ぜた赤玉とバーミキュライトを 15 L量り入れ、平らに均す。 

 ④播きだす前に、プランターの下から水が溢れ出す程度に十分潅水する。 

 

 以下の写真 4-3に、プランターでの充填手順を示す。 

 

  

  
写真 4-3 プランターへの土壌充填手順 

 

① 土をよく混ぜておく 

② 鉢底石を入れ均す 

③ 土を入れ均す 

④ 十分に潅水しておく 
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4)種子の播き出し 

 種子の播き出しでは、育成する個体から多くの種子を採取できるように生育密度が高く

なりすぎないよう配慮する必要がある。例えば、オミナエシやノアザミのような大型の草

種の場合、10cm×10cm 四方に 1 個体以下くらいの密度で育成するほうが、採取できる種子

量も多くなる。このため、育苗する個体が大きく育つことができるよう、播種の段階から

過密にならないように播くことが望ましい。 

 上記を踏まえた上で、プランターに充填した土壌に種子を播き出す手順を、以下に示す。 

 

【プランターへの種子の播き出し】 

 ①種子が少ない場合には、ガイドとなる溝をつけ、そこに数 cm間隔で種を播く。 

 ②暗条件を好んだり、綿毛や翼で飛散しやすい草種は播き出し箇所に薄く土をかける。 

 ③播種後は水圧で種子が流されたり掘り返さないようにジョウロなどでゆっくりと水や

りを行う。 

 ※発芽率を勘案しつつ、多めに播種し、生長する中で健全な個体を残す。草丈が伸びなかったり、枯れ

が目立つなど、明らかに不健全なものは間引く。 

 ※ガイドに沿って播種すると、雑草の芽であるのか対象とする草種の芽であるのか判断しやすくなる。 

 

 以下の写真 4-4に、プランターへの播き出し手順を写真で示す。 

  

  
写真 4-4 プランターへの播き出し 

(3)育成管理（水やり・除草） 

 基本的には、播き出した容器内の土壌の表面が乾燥したら水やりを行う。特に、播種か

ら発芽後、本葉が育つまでは十分に水やりを行う。 

溝つけ 等間隔に播き出し 

必要に応じ覆土 播種後の水やり 
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4.3 苗の育成方法 

 現地へ直接植栽するための育苗は、掘り取りや株分けが容易な、ビニールポットやセル

トレイへ、張芝のように面的に植栽する場合は平板のバットや育苗箱などの容器で生産す

ることで、作業を簡便にすることができる（表 4-4）。 

 

表 4-4 苗の育成方法の概要 

容器 播き出し概要 留意点 

育苗箱 

 

 

①育苗箱に鉢底石を 5L量り入れ、平らに均

す。 

②その上に、混ぜた赤玉とバーミキュライト

を 15 L 量り入れ、平らに均す。 

③播き出す前に、育苗箱の下から水が溢れ出

す程度に十分水やりする。 

④面的に均一になるよう種子を播き出す。 

・箱の底から根が出

てしまうほど育成

しないようにす

る。 

ビニールポット 

（径 9cm） 

 

 

①ビニールポットに鉢底石を 0.1L 量り入

れ、平らに均す。 

②その上に、混ぜた赤玉とバーミキュライト

を 0.3L量り入れ、平らに均す。 

③播き出す前に、ビニールポットの下から水

が溢れ出す程度に十分水やりする。 

④中央を少し指で押して穴を開け、1～数粒

種子を播き出す。 

・運び出しやすいよ

うにカゴトレイな

どに並べて育成す

る。 

セルトレイ 

 

 
 

①混ぜた赤玉とバーミキュライトを 0.7～

1L 程度量り、すべてのセルが埋まるよう

に、平らに均す。 

②種子を 1粒ずつ播く。 

③霧吹きなどで水やりする。 

・セルトレイの種類

に合わせて土壌の

量は調整する必要

がある。 
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4.4 種子以外の生産方法 

 種子以外の新たな苗や種子を得る生産方法として、刈り取り残渣播き出し、根株・球根

の株分け、挿し芽の生産方法の概略を以下に示す。 

 

①刈り取り残渣撒き出しによる生産 

名 称 刈り取り残渣撒き出しによる生産 

概 要 

 在来野草を含む草種の種子を含む刈草を、在来野草を導入したい事業用地に撒

き出すことで、種子や苗の生産を行わずに、簡易に導入する生産方法である。 

 対象種を特定せず、多様性のある草地を早期に成立させるのに有効であるが、

研究・試験中であることに留意する。（参考資料参照） 

必要機材 

・土壌の掘削や搬入、埋め戻しに利用する機器（小規模の場合スコップ、大規模

の場合小型のバックホウ等） 

・客土または培養土 

・刈り取りに使用する機器（鎌、肩掛け式刈払機等） 

・ブルーシート・寒冷紗 

・切断機（藁を切断するような手動・原動着き機器等、規模により選択） 

主な 

作業手順 

①圃場の造成 

・まとまった用地を 15cm 程度掘削し、

客土または培養土を埋め戻す。 

※周辺からの雑草侵入の可能性があ

る場合は、防草シートを周辺に敷設

しても良い。 

 

 

②結実の確認と採取 

・在来野草の種子の結実を確認し、生育す

る区画を刈り取る。 

・採取した刈り取り残渣は、ブルーシート

や大容量ポリ袋などに保管し、ゆっくり

と乾燥するよう密閉せずに保管する。 

・適宜撹拌しながら乾燥させる。 

 
③刈り取り残渣の裁断 

・乾燥した刈り取り残渣を撒き出す前

に 5～10cm程度に裁断する。 

・裁断時に落ちる種子も確保できるよ

う容器やブルーシートの上で実施

する。 

 

 

 

④刈り取り残渣の撒き出し 

・裁断した種子混じりの刈り取り残渣を散

布面積に対し刈り取り面積の 1～1.5 倍

程度の割合で、圃場や導入箇所に均一に

なるよう撒き出す。 

・撒き出し後は寒冷紗で覆い、ジョウロ等

で水やりを行う。 

・圃場が乾燥した場合は適宜水やりする。 

 

主な対象種 

・種子の結実が同時期に重なる草種であれば同時に採取できる。結実期が草種毎

に異なる場合は、複数回刈り取る必要がある。 

・種子が飛散しやすい草種は、種子が落ちないよう個別に穂や顎を採取する。 

その他 ・植え付け後は水やりや除草を適宜実施する。 
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②根株・球根の株分けによる苗の生産 

名 称 株分け 

概 要 

 種子での繁殖が難しい草種や、種子の結実量が少ない草種のうち、根株や球

根を分けることで容易に繁殖できる草種に対して有効な手法である。成長し多

数分結した根株・球根を掘り取り、採取する。 

必要機材 

・移植ごて（小型の園芸用手持ちスコップ） 

・開閉式保存用バック・ポリ袋 ・ビニールバット、たらい等 

・ビニールポット 

・培養土（必要に応じて客土等の利用も可） 

主な 

作業手順 

①根株・球根の掘り出し 

 対象とする個体の根元を確認し、根株・球根全体を掘り出す。 

②植え付け場所の準備 

 掘り出した根株・球根の量を考慮し、適量の培養土や客土をビニールポットに

充填したり、繁殖のための圃場（花壇状のもの）に敷きならす。 

③株分け 

 ビニールバット等の上で、適度に土を落とし、数個に取り分ける。 

④植え付け 

 取り分けた株を事前に準備したビニールポットや圃場に植え付ける。 

主な対象種 

・根元で株が分かれて個別で成長できるような草種（アマドコロ・ツユクサ等） 

・球根で生育する草種（ツルボ等） 

※第 2編『在来野草種毎の生育特性』参照 

その他 ・植物の生育が休眠する冬季の作業となる 

 

③挿し芽による苗の生産 

名 称 挿し芽 

概 要 

 種子での繁殖が難しい草種や、種子の結実量が少ない草種のうち、切り取っ

た茎を砂などに挿すことで繁殖できる草種に対して有効な手法である。葉茎を

採取のうえ、養分を含まない土壌に挿して発根させ、新たな苗を得る。 

必要機材 

・はさみ ・ライター、または消毒用アルコール 

・開閉式保存用バック・ポリ袋 ・綿・ガーゼ等 

・蒸留水 ・ビニールポット 

・ビニールバット（底はメッシュで通水できるもの） 

・砂・赤玉土・鹿沼土等栄養分の無い園芸土 

主な 

作業手順 

①植え付け場所の準備 

 底がメッシュ状の水の抜けるビニールバットに砂・赤玉土・鹿沼土等栄養分の

無い園芸土を敷き詰め、汚れが出なくなるまで水道水を散布しておく。 

②挿し芽の材料 

・はさみで挿し芽に使う茎が多く残るように根元付近を切断する。 

・蒸留水に挿し入れるか、切断した断面を綿やガーゼで覆って水を含ませたもの

をポリ袋に包んで持ち帰る。 

③挿し芽の作成 

 はさみで、葉を１～２枚残しながら茎を切りそろえる。 

④植え付け 

 ①で準備した土壌に割りばしなどで穴を開けたうえで、挿し芽を挿し入れ、指

で周辺の土壌を押してふさぎ、水道水をゆっくりと散布する。 

※はさみは使用前にライターで炙ったり、消毒用アルコールで消毒しておく 

主な対象種 
・挿し芽で発根しやすい草種（ツリガネニンジン・キキョウ等） 

※第 2編『在来野草種毎の生育特性』参照 

その他 

・伸長成長が概ね終了する初夏に実施する。 

・挿し芽の材料の採取、挿し芽作業に要する日数は数日かかる。 

・専門的な知識・経験を有する人員が対応することが望ましい。 
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第 5 章 在来野草の導入体制 

 

5.1 在来野草導入のための体制 

在来野草の導入には、種子採取や生産、植栽などの人手がかかる作業を実施し、植物の

生長に合わせて各作業に取り組むため、複数年の期間がかかる。また、導入する面積が広

くなるほど作業量が増加することから、より多くの団体が関わることとなる。 

導入に関わる組織や個人は、主体となる事業者から団体やボランティアなど多岐にわた

るため、事業者が主体となったうえで、関係者の役割分担を行った体制づくりが重要であ

る。 

在来野草導入にあたり想定される組織や団体について表 5-1 に、それらの組織や団体に

想定される体制（例）の模式図を図 5-1に示す。 

模式図に示す体制（例）は、導入する在来野草の草種や面積、緑化目標達成までの所要

期間を考慮して、当該事業独自の地域特性や組織・人員を取り入れた体制を検討し、構築

することが必要である。 

 

表 5-1 在来野草導入に係る組織について 

組織名 概要 

導入主体 

事業者 
事業において在来野草を緑化に導入する組織を指す。 

主に、導入先の土地を所有する事業者である。 

事務局 

導入主体に設置する、具体的な計画検討や作業の調整等を

実施する組織を指す。なお、事業者がその機能を兼ねる場

合もある。 

アドバイザー 
導入主体や協働者への技術的な指導を行う組織、もしくは

個人を指す。 

協働者 

作業者 
在来野草の導入にあたり必要となる、種子採取・播種等の

作業を実施する組織もしくは個人を指す。 

コーディネーター 
導入主体（事業者）と協働者（作業者）を繋ぐ、調整役と

なる組織もしくは個人を指す。 
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図 5-1 在来野草導入のための体制概略図 

○協働者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【該当団体・組織】  【個人・周辺住民】 
・植生等に関係する NPO ・自治会や商工会議所 ・導入箇所周辺の住民 
・地域ボランティア ・小中高生・園児 ・広報等で興味をもった 
・地元自治体 ・関連事業者  個人 
・導入箇所の工事業者 ・導入箇所の建設コンサルタント 
・地元企業 

○アドバイザー 

技術的な指導 

・導入主体が検討する基本的

事項に対する技術的な指導 

・種子採取や生産に関し作業

の技術的な指導（講師） 

 

【該当者】 

・有識者 

・地域の在来野草に詳

しい NPO等専門的な組

織 

○導入主体 

基本的事項の設定・組織管理 

 

○事務局 
・具体的な計画検討や参加者・作業調整

等、補助全般の実施 

【該当組織等】 

・事業者内部部署 ・指定管理者 
・建設コンサルタント等 

○コーディネーター 

活動の実施 

・作業者の代表（活動のとりまとめ） 

・作業者の募集やイベント開催の窓口  ・情報発信 

種子採取や生産（播種・水やり・除草

等）のイベントや日々の管理で協働 

広報誌やホームページ・SNSで情報発信 

○作業者 

活動の実施 

・在来野草の種子採取・播種・植付けなどの活動参加 

・日常的な管理（水やり・除草など） 

・導入した施設の供用後の維持管理（導入箇所の安全性に配慮の必要あり） 

○事業者 

・在来野草の導入場所、導入する草種、生

産方法の設定 

・参加者の募集や選定、組織の管理 

【該当組織等】 

・事業者 
草種選定・生産

方法や役割の 

調整 



1-45 

 

5.2 関係者の役割分担と参加 

(1)各段階における関係者の役割分担と参加時期 

在来野草の導入における段階毎の組織・団体の役割分担と参加時期（案）を図 5-2 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 在来野草導入のための役割分担と参加時期（案） 

 

構想 

導入主体(事業者) 

 

・体制構築 

・現地調査 

導入主体(事務局) アドバイザー 協働者 

 

計画 

・技術的な 

指導・助言 

・要望・意見 

・体制構築ｻﾎﾟｰﾄ 

内部調整 or 委託 依頼 募集・声掛け 

事業への在来野草導入の基本構想作成 

 

生産 

 

維持 

具体的な年次計画及び作業方法・分担計画作成 
・長期継続を想定し、検討結果の具体内容を計画書として整理 

・年次計画の設定 

 

 

・要望・意見 

・検討補助 

・技術的な 

指導・助言 

・検討及び 

計画の立案 

・予算確保 

・生産および 

育苗の実施 

・維持管理 

・補植 

ノウハウを持った作業

参加者が継続して維持

活動を行うこと期待 

・活動補助 ・技術的な 

指導・助言 

・活動とりまとめ 

・活動補助 

・技術的な 

指導・助言 

導入状況の評価 

維持管理計画作成 
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1) 各組織の役割分担等 

具体的な組織・団体の役割について、表 5-2～5-5に示す。 

 

表 5-2(1) 導入主体（事業者・事務局）の作業内容及び役割分担等 

項目 概要・工夫等 

対象団体 

・個人 

（事業者） 
・国土交通省各事務所 
・県土木事務所    等 

（事務局） 
・事業者内部部署 ・指定管理者 
・建設コンサルタント      等 

主な作業 

内容 

構想段階 ・在来野草の導入場所、導入する草種、生産方法の設定を行う。 

・内部調整もしくは委託してプロジェクトの事務局を設置する。 

・アドバイザーへの協力依頼及び協働者の募集等を行う。 

※協働者が想定されている場合とされていない場合、それぞれにおい

て必要な作業を下表に示す。 

協働者が 

想定されている場合 

協働者が 

想定されていない場合 

協力依頼の声掛け 

・事業内容や在来野草の導入方針

を説明 

・意向のヒアリング 

・直接運営の可能性を確認 

検討会の開催 

・役割分担について協議 

情報収集 

・賛同が想定される団体等につい

て情報を収集 

協力依頼の募集・声掛け 

・協働者を募る為のプロジェクト

の立ち上げ 

・周辺地域への参加呼びかけ 

・上記をまとめた基本構想を作成する。 

計画段階 ・具体的な年次計画及び作業方法・分担計画を作成するための検討・

立案を行う。 

・在来野草の導入には複数年の期間が必要である。長期にわたり予算

が確保できるような調整を行う。 

生産段階 ・協働者の意見をヒアリングしながら生産に必要な体制の取りまとめ

及び活動の補助を随時行う。 

・活動参加の募集資料やイベント時の配布資料を作成する。 

・協働者（コーディネーター）がいる場合は、活動準備の資料として

上記資料を提供する。 

・活動で使用する用具を提供する。 

・生産活動が長期に渡る場合は、計画に沿った在来野草の導入成果が

得られているかを評価し、方針や手法の見直しの必要性について検

討する。 

・在来野草の導入評価に関し、アドバイザーから助言を受けながら、

維持段階への移行時期 ※の判断を行う。 

※移行時期：計画に沿って、増産した種子や採取した種子から育成し

た苗の植栽を完了し、除草や枯れたものの補植といった維持段階へ

移行すること。 

維持段階 ・協働者が実施する活動の補助を随時行う。 
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表 5-2(2) 導入主体（事業者・事務局）の作業内容及び役割分担等 

留意事項 

活動継続 

の工夫 

・具体的な年次計画や作業方法・分担計画の作成：担当者が異動になっても継続

できるよう、導入目的や種子採取や生産、植栽などの作業方法等については、

複数年の作業計画を作成する。 

・長期的な協働者との連携構築：協働者には、導入草種や植栽方法等を決める計

画段階から参加してもらうとともに、段階毎に達成状況を確認・共有するなど、

協働者と目標や将来ビジョンを共有し、長期的な連携の構築を図る。 

・予算確保：活動は複数年にわたる場合もあるため、複数年の予算措置を講ずる

とともに、協働者の活動費用についても配慮する必要がある。 

配慮事項 ・地域に詳しいアドバイザーへの依頼：アドバイザーには、導入箇所の環境影響

評価や景観・緑化検討に関する委員等の実績を有するなど、当該地域に詳しい

有識者等を選定することが望ましい。 

・体制構築：大規模な在来野草の導入の場合は、段階や時期により必要な人員ボ

リュームが変動するため、柔軟な体制構築を行うことが望ましい。また、大規

模なイベント等を開催する場合は円滑に実施できるよう、応援や臨時要員等の

調整を行っておくことも重要である。 

・維持管理も含めた協議：在来野草導入箇所の維持管理も見据え、補植や除草な

どの将来的な維持管理作業を踏まえた導入計画を協働者と協力して策定する。 

・在来野草の生活史に考慮した発注：事務局の役割を外部委託する場合は、適切

な草種の選定や採取箇所を検討できるよう、開花や結実の時期が確認できる初

夏までに発注する必要がある。 
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表 5-3 アドバイザーの役割分担等 

項目 概要・工夫等 

対象団体 

・個人 

【有識者】 

・近隣大学教授・教員 
・博物館等学芸員 
・地域の在来野草に知見を有する学識経験者 
【専門的な組織】 

・地域の在来野草に詳しい NPO 団体・ボランティア 
主な作業 

内容 

構想段階 ・事業への在来野草導入にあたっての基本構想について、導入主体に

技術的アドバイスを行う。 

計画段階 ・導入場所の特性にあった草種選定・生産方法について、導入主体に

技術的アドバイスを行う。 

・工程計画やビジョンについて技術的な見地から導入主体にアドバイ

スを行う。 

生産段階 ・種子採取等の生産活動時に、作業方法の講師として協働者への技術

的指導や、導入主体へのアドバイスを行う。 

・維持管理段階にスムーズに移行できるよう、導入主体へ技術的なア

ドバイスを行う。 

維持段階 ・維持管理にあたって協働者への技術的アドバイスを行う。 

・導入主体より依頼を受けて導入箇所の状況を確認し、必要に応じて

改善策の技術的アドバイスを行う。 

連携にあたり導入主体が留意すべき事項 

項目 概要 

活動継続 

の工夫 

・継続的な関係構築：在来野草の導入に際しては、草種選定や植栽方法など、各

段階で様々な技術的助言が必要となるため、導入の計画段階からの助言を頂く

とともに、状況確認や検討会などの継続的なコミュニケーションを行う。 

・イベント開催の早期連絡：イベントなどでアドバイザーに助言を頂く場合は、

適正な時期にイベント等を開催できるように、早期に日程調査を行っておく。 

・研究フィールド提供による協働等：学科や研究室単位での参画や協働の体制構

築の可能性について、アドバイザーと協議・調整を図る。導入地域を研究フィ

ールドとして提供することで、技術・マンパワーの充実が可能となる。 

配慮事項 ・地域性植物全般の保全に資する導入とする：在来野草の導入は、アドバイザー

の意向によって、構想段階・計画段階にて設定した緑化目標から大きく外れな

いように留意する。 
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 表 5-4 協働者（コーディネーター）の役割分担等 

項目 概要・工夫等 

対象団体 

・個人 

・地元自治体 ・関連事業者 

・自治会や商工会議所 ・植生等に関係する NPO団体  

・地域ボランティア ・導入箇所周辺の住民 

主な作業 

内容 

構想段階 ・基本構想の作成にあたり、協働者の代表として意見を集約し、

導入主体と協議を行う。 

・協働者の代表として、体制構築のサポートを行う。 

計画段階 ・具体的な年次計画及び作業方法・分担計画の作成にあたり、協

働者の代表として意見を集約し、導入主体と協議を行う。 

生産段階 

 

・作業者の募集やイベント時の参加者の調整等を行う。 

・協働者の代表として、活動内容等についての意見を集約し、導

入主体との協議を行う。 

・自治体等の広報誌や団体のホームページ・SNS 等でイベント情

報を発信する。 

維持段階 

連携にあたり導入主体が留意すべき事項 

項目 概要 

募集・協力

依頼方法 

・コーディネーターの依頼：地元自治体や自治会等の団体に対し、在来野草

の導入に関する構想や想定される実施工程を説明し、協働者（コーディネー

ター）としての役割や候補者の推薦を依頼する。 

活動継続 

の工夫 

・担当者異動に伴う引き継ぎ：自治体等において活動担当者が異動になった

場合は、後任者に引き継ぎを依頼するとともに、必要に応じて引き継ぎ資料

を作成のうえ、後任者に在来野草の導入活動について説明する。 

配慮事項 ・後継者の育成：コーディネーターが地域ボランティアや NPO 団体で、長期

的な活動が見込まれる場合は、組織運営自体が停滞しないよう、活動意欲の

向上や新たな人材の育成に資する情報や体験を得られる機会（計画への参

加、施工地見学、他団体との交流等）を提供する。 

・コーディネーターとの交流：コーディネーターの団体・組織が、開催する

イベントに参加し、関係者間の交流を深める。（在来野草の導入活動 PRも兼

ねる） 
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表 5-5 協働者（作業者）の役割分担等 

項目 概要・工夫等 

対象団体 

・個人 

・植生等に関係する NPO ・導入箇所の工事業者・建設コンサルタント 

・地元企業 ・地域ボランティア・導入箇所周辺の住民 

・小中高生・園児 ・広報等で興味を持った個人 
主な作業 

内容 

構想段階 ・基本構想の作成にあたり、要望や意見を述べる。 

計画段階 ・具体的な年次計画及び作業方法・分担計画の作成にあたり、要

望や意見を述べる。 

生産段階 ・在来野草の種子採取や生産に関する播種や苗の植付けなどの活

動を行う。 

維持段階 ・供用後の維持管理活動を行う。 

連携にあたり導入主体が留意すべき事項 

項目 概要 

募集・協力

依頼方法 

・組織・団体の参加に向けた呼びかけ：NPO代表者や学校の窓口担当者などに

参加を呼びかける。 

・事業関係者・地元企業への呼びかけ：導入箇所の工事業者・建設コンサル

タントや地元企業に参加協力を呼びかける。 

・不特定多数への公募：広報誌や事業主体の管理するホームページや SNS で

参加者を募集する。また、新聞記事等で募集をしてもらう。 

活動継続 

の工夫 

・参加意欲の高揚：以下に示すような対応を行うことで、作業者の参加意欲

を高揚させ、継続的な参加を促進する。 

①草種の選定～種子採取～植栽まで全ての工程に作業者が携われるよう、

活動に流れを持たせる。 

②作業者が活動内容を発表することのできる場（市民活動の発表会など）

を設けることで、活動に誇りを持てる仕掛けを作る。 

③ホームページや SNS で活動の進捗状況の報告をしたり、新聞や広報誌の

記事として公表することで、参加後の満足感を向上させる仕掛けを作る。 

・参加賞の配布：多めにビニールポットに播き出したり、多めに苗を生産し、

それぞれのイベント時に参加賞として配布することで、在来野草を家庭でも

楽しんでもらい、事業自体（植栽場所自体）に愛着を持ってもらう。 

配慮事項 ・依頼相手のスケジュール配慮：小中高生が課外授業や総合学習の時間を活

用し参加する場合は、学校の年間計画に組み込むことが前提となるため、前

年度の秋までに教職員とスケジュール調整を行う必要がある。 
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第 2 編 在来野草種毎の生育特性 

 平成 26～28 年度にかけて調査を行った公共事業における法面や公園等での緑化利用を考

慮した、在来野草 200 種の生育特性を示す。また、発芽試験等により草種毎の種子採取、

保管、生産の特性を把握した 41種について詳細を示す。 

 

第 1 章 在来野草 200 種の生育特性 

 主に法面や公園等の草本で覆われた緑化施設への利用に加え、以下の条件に基づき選定

した、在来野草 200種の生育特性を一覧表で示す。 

 なお、草種の選定にあたっては自然分布域や生育特性の確認を行うことが必要である。 

 

【在来野草 200種の選定条件】 

・法面や公園利用を主とし草地（ススキ型・シバ型）植物、林床（二次林）植物より選定 

・多様化する緑化ニーズ（観賞・文化・活用）に対応しうる植物を選定 

・地域的な偏りが少ない植物種を選定 

・他植物への悪影響種は除外 

 

種名 頁 種名 頁 種名 頁 

アオイスミレ  イブキジャコウソウ  カシワバハグマ  

アオスゲ  イブキボウフウ  カセンソウ  
アカショウマ 2-3 ウシクサ 2-8 カタバミ 2-13 
アカネ  ウシノケグサ  カナビキソウ  
アキカラマツ  ウシハコベ  カニツリグサ  
アキノキリンソウ  ウツボグサ  カモジグサ  

アキノタムラソウ  ウド  カラスビシャク  
アキノノゲシ 2-4 ウマノアシガタ 2-9 カラマツソウ 2-14 
アケビ  ウメバチソウ  カワラナデシコ  
アケボノスミレ  オオアブラススキ  カワラマツバ  
アサマフウロ  オオカモメヅル  カンアオイ  

アズマスゲ  オオバギボウシ  カントウタンポポ  
アゼナルコ 2-5 オオバコ 2-10 キキョウ 2-15 
アブラススキ  オオヤマフスマ  キジムシロ  
アマチャヅル  オカスズメノヒエ  キツネノマゴ  
アマドコロ  オカトラノオ  キヌタソウ  

アリノトウグサ  オケラ  キバナアキギリ  
イカリソウ 2-6 オトギリソウ 2-11 キンミズヒキ 2-16 
イチゴツナギ  オトコエシ  クサイ  
イチヤクソウ  オニシバリ  クサボケ  
イヌタデ  オニタビラコ  クサボタン  

イヌナズナ  オヘビイチゴ  クララ  
イヌヤマハッカ 2-7 オミナエシ 2-12 クロヒナスゲ 2-17 
イヌヨモギ  オヤマボクチ  グンバイヅル  
イノコズチ属  カキドオシ  ケスゲ  
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種名 頁 種名 頁 種名 頁 

ケチヂミザサ  ツリガネニンジン  フデリンドウ  

ゲンノショウコ  ツルニンジン  ホウチャクソウ  
コウゾリナ 2-18 ツルボ 2-27 ホタルカズラ 2-36 
コウヤボウキ  ツルリンドウ  ホタルブクロ  
コウリンカ  テイカカズラ  ホンモンジスゲ  
コケリンドウ  テリハノイバラ  マキエハギ  

コシノホンモンジスゲ  テンツキ  マツムシソウ  
コスミレ 2-19 トダシバ 2-28 マムシグサ（広義） 2-37 
コナスビ  トボシガラ  ミズヒキ  
コバギボウシ  トリアシショウマ  ミツバアケビ  
コバノタツナミソウ  ナキリスゲ  ミツバツチグリ  

コブナグサ  ナツトウダイ  ミミナグサ  
ササガヤ 2-20 ナルコユリ 2-29 ミヤコアザミ 2-38 
サナギイチゴ  ナワシロイチゴ  ミヤコグサ  
サルマメ  ナンテンハギ  ムベ  
シシウド  ニガナ  モミジイチゴ  

シハイスミレ  ヌカボ  モリアザミ  
シバスゲ 2-21 ヌスビトハギ 2-30 ヤクシソウ 2-39 
シャジクソウ  ネコハギ  ヤハズエンドウ  
シラヤマギク  ネジバナ  ヤハズソウ  
シロヨメナ  ネズミガヤ  ヤブレガサ  

スイバ  ネバリノギラン  ヤマアワ  
スズサイコ 2-22 ノアザミ 2-31 ヤマオダマキ 2-40 
スズメノカタビラ  ノイバラ  ヤマカモジグサ  
スズメノチャヒキ  ノガリヤス  ヤマジノホトトギス  
スズメノヒエ  ノカンゾウ  ヤマニガナ  

スズメノヤリ  ノゲシ  ヤマハッカ  
スズラン 2-23 ノコンギク 2-32 ヤマホトトギス 2-41 
スミレ  ノダケ  ヤマユリ  
センニンソウ  ノチドメ  ヤマラッキョウ  
センボンヤリ  ノハラアザミ  ヨツバヒヨドリ  

タカトウダイ  ハイメドハギ  ヨツバムグラ  
タガネソウ 2-24 ハエドクソウ 2-33 リュウノウギク 2-42 
タチコゴメグサ  ハハコグサ  リンドウ  
タチシオデ  ハバヤマボクチ  ワレモコウ  
タチツボスミレ  ヒカゲスゲ    

タムラソウ  ヒキオコシ    

チゴユリ 2-25 ヒゴクサ 2-34   

チダケサシ  ヒトリシズカ    

チチコグサ  ヒメカンスゲ    

チョウセンガリヤス  ヒメスゲ    

ツクシハギ  ヒメハギ    

ツボクサ 2-26 ヒヨドリバナ 2-35   

ツメクサ  フキ    

ツユクサ  フタリシズカ    
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種

子
そ

の
他

根
伏

せ

○

V
io

la
h
o
n
do

e
n
si

s
丘

陵
、

山
地

5
c
m

～
1
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ア
オ

ス
ゲ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
日

本
全

土
そ

う
生

形
落

葉
性

種
子

○

C
ar

e
x

le
u
c
o
c
h
lo

ra
低

地
、

丘
陵

、
山

地

1
5
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ア
カ

シ
ョ
ウ

マ
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

A
st

ilb
e

th
u
n
be

rg
ii

丘
陵

、
山

地
4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ア
カ

ネ
ア

カ
ネ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

R
u
bi

a 
ar

gy
i

山
地

－
多

年
草

動
物

散
布

ア
キ

カ
ラ

マ
ツ

○

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
刈

り
取

り
残

渣

T
h
al

ic
tr

u
m

m
in

u
s

va
r.
h
yp

o
le

u
c
u

m

丘
陵

、
山

地
7
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

や
や

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
4
月

～
6
月

種
子

に
は

ゼ
リ

ー
状

の
種

枕
が

つ
い

て
い

る

淡
紫

か
ら

白
に

か
け

て
薄

い
色

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

名
前

は
葉

が
葵

の
葉

の
形

に
似

て
い

る
の

で
付

い
た

。
早

春
に

最
初

に
花

を
開

く
ス

ミ
レ

の
ひ

と
つ

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茜
染

め
の

染
料

は
こ

の
根

を
使

う
。

茜
の

蔓
が

伸
び

る
生

育
盛

ん
な

頃
、

根
元

の
方

か
ら

1
本

蔓
を

切
り

取
る

。
方

形
の

蔓
の

茎
に

は
逆

刺
が

あ
る

の
で

、
蔓

を
丁

寧
に

選
り

分
け

る
。

蔓
に

は
輪

生
す

る
4
枚

の
葉

が
あ

る
の

で
、

そ
れ

を
節

と
し

て
中

間
で

切
り

、
水

揚
げ

を
充

分
に

し
て

、
用

土
に

挿
す

。

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
～

9
月

4
㎜

 痩
果

※
は

雌
し

べ
と

同
数

の
2
～

4
個

ず
つ

つ
き

、
種

子
が

1
個

入
る

淡
黄

色
の

円
錐

花
序

の
花

生
薬

と
し

て
利

用
可

人
体

：
有

(全
草

が
有

毒
)

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
の

後
に

は
楕

円
球

状
の

実
が

で
き

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

エ
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

、
ミ

ヤ
マ

キ
ン

ポ
ウ

ゲ

山
野

に
ご

く
普

通
に

見
ら

れ
る

成
長

期
：

4
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

3
㎜

、
し

わ
が

多
い

枝
の

先
端

に
小

さ
い

淡
黄

緑
色

の
花

黒
い

実

俳
句

　
秋

の
季

語 万
葉

集
に

登
場

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

生
育

環
境

の
広

さ
も

あ
っ

て
、

変
異

の
幅

が
極

め
て

広
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
ク

サ
ス

ゲ
、

ヌ
カ

ス
ゲ

他

半
日

陰
に

な
る

よ
う

な
場

所

開
花

期
：

6
～

7
月

さ
く
果

（
熟

す
る

と
下

部
が

裂
け

、
種

子
が

散
布

さ
れ

る
果

実
）

茎
先

の
総

状
花

序
に

多
数

の
白

い
小

さ
な

５
弁

花
花

序
は

横
に

広
が

る

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

根
茎

が
赤

い
こ

と
か

ら
ア

カ
シ

ョ
ウ

マ
の

名
が

付
い

た
と

さ
れ

る
。

株
分

け
に

よ
っ

て
ふ

や
す

。
【
近

縁
在

来
種

】
ハ

ナ
チ

ダ
ケ

サ
シ

、
チ

ダ
ケ

サ
シ

、
ト

リ
ア

シ
シ

ョ
ウ

マ

適
度

に
湿

り
気

が
あ

り
、

日
の

当
た

る
場

所

開
花

期
：

4
月

～
5
月

果
実

は
倒

卵
形

、
3
稜

形
で

、
柱

基
は

や
や

大
き

な
付

属
体

と
な

る

－
情

報
な

し
情

報
な

し

※
痩

果
：
熟

し
て

も
裂

開
せ

ず
、

種
子

は
1
つ

で
全

体
が

種
子

の
よ

う
に

見
え

る
も

の



2-4 

 

 
草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

・
挿

し
木

○

S
o
lid

ag
o

vi
rg

au
re

a
va

r.
as

ia
ti
c
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

8
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ア
キ

ノ
タ

ム
ラ

ソ
ウ

○

シ
ソ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
刈

り
取

り
残

渣

○

S
al

vi
a

ja
po

n
ic

a
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
直

立
形

－
種

子

L
ac

tu
c
a

in
di

c
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

1
5
0
c
m

～
2
0
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

ア
ケ

ビ
ア

ケ
ビ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

接
ぎ

木

○

A
ke

bi
a

qu
in

at
a

丘
陵

、
山

地
－

木
本

類
動

物
散

布

ア
ケ

ボ
ノ

ス
ミ

レ
ス

ミ
レ

科
本

州
、

四
国

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

V
io

la
 r

o
ss

ii
山

地
5
c
m

～
1
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

「
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
」

秋
に

咲
く
黄

金
色

の
花

の
代

表
の

ひ
と

つ
開

花
期

が
長

く
楽

し
め

る
。

2
月

～
3
月

の
芽

出
し

直
前

に
3
～

5
芽

で
1
株

程
度

に
ハ

サ
ミ

で
切

る
。

5
月

～
6
月

に
新

芽
の

先
端

を
さ

す
。

【
種

子
の

保
存

性
】
1
年

間
の

常
温

保
存

が
可

能
【
近

縁
外

来
種

】
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
、

オ
オ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

【
近

縁
在

来
種

】
　

ミ
ヤ

マ
ア

キ
ノ

キ
リ

ン
ソ

ウ
　

ヤ
ク

シ
ソ

ウ

風
通

し
の

良
い

日
当

た
り

の
よ

い
場

所

成
長

期
：

4
月

～
9
月

開
花

期
：

7
月

～
1
1
月

分
果

で
長

さ
1
.5

～
2
m

m
淡

紅
紫

色
の

花
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

「
ア

キ
ノ

」
と

つ
く
が

夏
に

咲
く
。

真
っ

赤
な

サ
ル

ビ
ア

の
仲

間
で

あ
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
ア

キ
ノ

タ
ム

ラ
ソ

ウ
、

ナ
ツ

ノ
タ

ム
ラ

ソ
ウ

、
シ

マ
ジ

タ
ム

ラ
ソ

ウ
、

タ
ジ

マ
タ

ム
ラ

ソ
ウ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

痩
果

の
長

さ
約

2
.9

㎜
、

幅
約

0
.7

㎜
、

厚
さ

0
.6

㎜
。

果
実

に
冠

毛
。

痩
果

は
淡

い
淡

褐
色

、
冠

毛
は

淡
褐

白
色

茎
先

に
出

し
た

穂
状

花
序

に
多

数
の

黄
色

い
頭

花

薬
草

と
し

て
利

用
可

山
野

草
栽

培
俳

句
初

秋
の

季
語

人
体

：
花

粉
症

の
原

因
の

ア
レ

ル
ゲ

ン
畑

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

夜
明

け
の

空
の

色
（
曙

色
）
に

た
と

え
た

名
前

。
葉

が
出

る
前

に
花

が
咲

く
。

日
当

た
り

の
良

い
所

や
半

日
陰

開
花

期
：

3
月

～
5
月

情
報

な
し

目
の

さ
め

る
よ

う
な

紅
紫

色
季

語
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

春
か

ら
秋

ま
で

花
を

つ
け

る
。

【
出

芽
期

】
9
～

1
1
月

、
3
～

5
月

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ

、
ヤ

マ
ニ

ガ
ナ

林
縁

開
花

期
：

4
～

5
月

液
果

は
長

さ
5

～
1
0
㎝

の
楕

円
形

、
秋

に
紫

色
に

熟
し

、
裂

開
す

る

垂
れ

さ
が

っ
て

咲
く
淡

紫
色

の
花 長

楕
円

形
の

淡
紫

色
の

実

若
芽

と
果

実
を

食
用

と
し

て
使

用
可

生
薬

と
し

て
利

用
可

春
の

季
語

　
万

葉
集

に
使

用

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

実
は

熟
す

と
裂

け
る

こ
と

か
ら

「
開

実
」
が

転
じ

て
、

ア
ケ

ビ
と

な
っ

た
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ツ
バ

ア
ケ

ビ
、

ゴ
ヨ

ウ
ア

ケ
ビ

、
ム

ベ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
1
0
月

～
1
1
月

(翌
年

）
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

痩
果

は
著

し
く

扁
平

で
長

さ
3
-

4
㎜

の
長

楕
円

形
で

黒
色

。
冠

毛
は

白
色

、
長

さ
約

8
㎜

茎
の

上
部

に
円

錐
上

に
淡

黄
色

の
花

若
菜

を
食

用
と

し
て

使
用

可
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ア
サ

マ
フ

ウ
ロ

○

フ
ウ

ロ
ソ

ウ
科

本
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

G
e
ra

n
iu

m
so

bo
lif

e
ru

m
山

地
6
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ア
ズ

マ
ス

ゲ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

la
si

o
le

pi
s

山
地

5
c
m

～
1
5
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ア
ゼ

ナ
ル

コ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
そ

う
生

形
落

葉
性

種
子

C
ar

e
x

di
m

o
rp

h
o
le

pi
s

低
地

、
丘

陵
4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

イ
ネ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

○

E
c
c
o
ilo

pu
s

c
o
tu

lif
e
r

丘
陵

、
山

地
9
0
c
m

～
1
2
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ア
マ

チ
ャ

ヅ
ル

ウ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

･挿
し

木

○

G
yn

o
st

e
m

m
a

pe
n
ta

ph
yl

lu
m

山
地

－
多

年
草

自
動

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
田

の
あ

ぜ
に

生
え

、
小

穂
が

鳴
子

の
よ

う
に

並
ん

で
垂

れ
る

こ
と

に
よ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ツ

ク
シ

ナ
ル

コ
、

ヤ
ラ

メ
ス

ゲ

情
報

な
し

成
長

期
：

4
月

～
1
0
月

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

2
.5

㎜
。

果
実

（
頴

果
）

は
長

さ
約

3
㎜

と
大

き
く
、

褐
色

。

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
無

茎
や

花
の

軸
か

ら
カ

メ
ム

シ
の

よ
う

な
い

や
な

臭
い

の
粘

液
を

出
す

。
ス

ス
キ

を
参

考
【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

メ
ア

ブ
ラ

ス
ス

キ
、

オ
オ

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
5
月

～
6
月

果
実

は
果

胞
よ

り
か

な
り

小
さ

く
、

長
さ

1
.8

㎜
の

扁
平

な
倒

卵
形

、
褐

色
～

暗
褐

色

－
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
有

（
準

絶
滅

危
惧

）
都

道
府

県
：
有

和
名

は
浅

間
山

麓
地

方
に

多
い

こ
と

に
よ

る
。

フ
ウ

ロ
ソ

ウ
の

中
で

は
最

も
大

型
【
近

縁
在

来
種

】
ツ

ク
シ

フ
ウ

ロ

日
当

た
り

の
よ

い
岩

地
・
草

地

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

特
に

な
し

湿
り

気
の

あ
る

場
所

開
花

期
：

4
月

～
6
月

蒴
果

は
長

さ
3

㎝
濃

紅
紫

色
の

花 葉
は

紅
葉

に
よ

り
黄

色
か

ら
赤

に
変

化

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

雌
雄

異
株

。
葉

を
噛

む
と

か
す

か
に

ア
マ

チ
ャ

の
よ

う
な

甘
味

が
あ

る
と

も
い

わ
れ

る
が

苦
い

。
花

の
つ

く
頃

に
3
節

ほ
ど

の
長

さ
に

切
り

と
っ

て
葉

を
1
節

だ
け

残
し

て
土

の
中

に
植

え
込

む
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

ブ
ガ

ラ
シ

情
報

な
し

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
9
月

果
実

は
倒

卵
形

で
、

約
1
.3

m
m

。
8
個

の
稜

が
あ

る
。

房
状

の
黄

緑
色

の
花

黒
緑

色
の

果
実

薬
草

と
し

て
利

用
可

情
報

な
し

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

記
載

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
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草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ア
マ

ド
コ

ロ

○

ユ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

P
o
ly

go
n
at

u
m

o
do

ra
tu

m
va

r.
pl

u
ri
fl
o
ru

m

丘
陵

、
山

地
3
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ア
リ

ノ
ト

ウ
グ

サ

○

ア
リ

ノ
ト

ウ
グ

サ
科

日
本

全
土

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子

H
al

o
ra

gi
s

m
ic

ra
n
th

a
丘

陵
、

山
地

1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

イ
カ

リ
ソ

ウ
メ

ギ
科

北
海

道
、

本
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

E
pi

m
e
di

u
m

gr
an

di
fl
o
ru

m
va

r.
th

u
n
be

rg
ia

n
u
m

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

2
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

イ
チ

ゴ
ツ

ナ
ギ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

P
o
a

sp
h
o
n
dy

lo
de

s
情

報
な

し
5
0
c
m

～
7
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
常

緑
性

種
子

○

P
yr

o
la

ja
po

n
ic

a
丘

陵
、

山
地

5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
小

さ
な

花
が

草
を

登
っ

て
い

る
蟻

の
よ

う
に

見
え

る
こ

と
か

ら
。

半
日

陰
成

長
期

：
3
～

1
0
月

開
花

期
：

4
～

5
月

結
実

期
：

5
月

袋
果

（
熟

す
と

果
皮

が
自

然
に

裂
け

て
種

子
を

放
出

す
る

）

枝
先

に
十

字
型

の
紅

紫
色

か
ら

白
色

の
花

少
し

い
び

つ
に

な
っ

た
長

め
の

ハ
ー

ト
型

の
葉

春
の

季
語

薬
草

と
し

て
利

用
可

食
用

と
し

て
使

用
可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
の

形
が

碇
に

似
て

い
る

こ
と

が
名

の
由

来
。

発
芽

前
の

2
月

に
古

い
用

土
を

落
と

し
、

傷
ん

だ
根

を
整

理
し

、
2
～

3
芽

つ
い

た
ニ

ン
ジ

ン
根

を
1
本

づ
つ

に
分

け
る

。
【
種

子
の

保
存

性
】
乾

燥
に

弱
い

た
め

、
保

管
で

き
な

い
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

　
　

　
　

　
・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ト

キ
ワ

イ
カ

リ
ソ

ウ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
5
～

1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
9
月

果
実

は
倒

卵
形

で
、

約
1
.3

m
m

。
8
個

の
稜

が
あ

る
。

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

日
当

た
り

～
明

る
い

日
陰

開
花

期
：

4
月

～
5
月

液
果

は
径

約
1
m

m
内

外
の

球
形

で
、

黒
紫

色
に

熟
す

種
子

は
卵

形
、

長
さ

3
.5

m
m

長
い

釣
鐘

形
を

し
た

緑
白

色
の

花 広
い

楕
円

形
の

葉
黒

紫
色

の
実

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

観
賞

用
、

切
り

花
、

山
野

草
栽

培
と

し
て

の
利

用 季
語

人
体

：
有

（
果

実
に

毒
性

）
畑

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

名
前

の
由

来
は

、
太

い
根

茎
の

形
が

ト
コ

ロ
（
ヤ

マ
ノ

イ
モ

）
に

似
て

い
て

、
甘

み
が

あ
る

こ
と

に
よ

る
。

適
期

は
早

春
の

芽
出

し
前

か
、

秋
の

落
葉

後
。

根
茎

は
枝

分
か

れ
し

て
ふ

え
る

の
で

、
分

か
れ

た
つ

け
根

の
と

こ
ろ

で
切

り
分

け
る

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

乾
燥

性
：
強

い
　

　
　

　
・
耐

陰
性

：
有

・
耐

暑
性

：
普

通
　

　
　

　
　

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ル
コ

ユ
リ

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

別
名

[ザ
ラ

ツ
キ

イ
チ

ゴ
ツ

ナ
ギ

]
和

名
は

苺
つ

な
ぎ

で
細

い
茎

に
イ

チ
ゴ

を
さ

し
た

こ
と

に
よ

る
。

別
名

は
茎

の
上

部
や

花
序

の
枝

が
ざ

ら
つ

く
こ

と
に

よ
る

。
【
近

縁
外

来
種

】
コ

イ
チ

ゴ
ツ

ナ
ギ

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

ツ
ナ

ギ

明
る

い
林

の
中

開
花

期
：

6
月

～
7
月

蒴
果

は
直

径
7

～
8
㎜

,扁
球

形
茎

先
の

総
状

花
序

に
、

５
～

１
０

輪
の

白
い

花

民
間

で
薬

草
と

し
て

使
用

可
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

民
間

で
、

全
草

を
１

本
ま

る
ご

と
乾

燥
さ

せ
て

薬
用

に
す

る
こ

と
か

ら
「
一

薬
草

」
と

な
っ

た
の

が
名

前
の

由
来

【
近

縁
在

来
種

】
マ

ル
バ

ノ
イ

チ
ヤ

ク
ソ

ウ
、

ベ
ニ

バ
ナ

イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
5
月

～
7
月

果
実

は
淡

褐
色

、
長

さ
1
～

1
.3

㎜

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

備
考

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

記
載

注
意

事
項

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
基

本
情

報

種
名
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草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

イ
ヌ

タ
デ

○

タ
デ

科
日

本
全

土
分

枝
形

－
種

子

P
e
rs

ic
ar

ia
lo

n
gi

se
ta

低
地

、
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
5
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

イ
ヌ

ナ
ズ

ナ

○

ア
ブ

ラ
ナ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
－

種
子

D
ra

ba
n
e
m

o
ro

sa
情

報
な

し
1
0
c
m

～
2
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

イ
ヌ

ヤ
マ

ハ
ッ

カ
シ

ソ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

刈
り

取
り

残
渣

○

Is
o
do

n
u
m

br
o
su

s
山

地
6
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

イ
ヌ

ヨ
モ

ギ
キ

ク
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

○

A
rt

e
m

is
ia

ke
is

ke
an

a
丘

陵
3
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

イ
ノ

コ
ズ

チ
属

○

ヒ
ユ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

A
c
h
yr

an
th

e
s

bi
de

n
ta

ta
 v

ar
.

丘
陵

、
山

地
6
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

情
報

な
し

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

情
報

な
し

青
紫

色
の

花
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

弱
々

し
い

感
じ

の
す

る
植

物
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

の
植

物
情

報
を

も
と

に
記

載
【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
コ

ウ
シ

ン
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
タ

イ
リ

ン
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

情
報

な
し

開
花

期
：

3
～

4
月

種
子

は
長

さ
0
.5

～
0
.7

㎜
、

赤
褐

色

茎
の

頂
に

黄
色

の
4
弁

花
の

総
状

花
序

情
報

な
し

情
報

な
し

湿
性

の
あ

る
日

当
た

り
の

よ
い

草
地

成
長

期
：

4
～

1
1
月

開
花

期
：

5
～

1
1
月

痩
果

で
、

黒
く

熟
す

る
。

種
子

は
三

稜
形

で
2
m

m
程

度

穂
状

の
紅

紫
色

（
ま

れ
に

白
色

）
の

花

春
の

季
語

。
観

賞
用

栽
培

薬
草

と
し

て
利

用
可

草
花

遊
び

に
利

用

人
体

：
鼻

炎
の

原
因

の
ア

レ
ル

ゲ
ン

農
地

：
害

草
（
強

）
（
畑

地
雑

草
）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

イ
ヌ

タ
デ

の
名

に
は

「
食

べ
ら

れ
な

い
蓼

」
と

い
う

意
味

合
い

が
あ

る
。

種
子

は
重

力
散

布
（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
近

縁
在

来
種

】
サ

ナ
エ

タ
デ

、
ヒ

メ
タ

デ
、

ハ
ル

タ
デ

、
ハ

ナ
タ

デ
、

オ
オ

イ
ヌ

タ
デ

、
ア

オ
ヒ

メ
タ

デ

備
考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
は

株
立

ち
と

な
り

、
下

部
は

木
質

化
す

る
。

ヨ
モ

ギ
を

参
考

日
当

た
り

の
よ

い
空

地
成

長
期

：
3
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

胞
果

は
花

被
に

包
ま

れ
て

下
向

き
に

圧
着

無
食

用
（
若

葉
、

若
い

穂
）
と

し
て

使
用

可
薬

草
（
根

）
と

し
て

利
用

可

人
体

：
有

（
薬

草
利

用
で

妊
婦

は
注

意
）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ヒ
ナ

タ
イ

ノ
コ

ズ
チ

の
植

物
情

報
を

も
と

に
記

載
種

子
は

付
着

散
布

（
上

記
で

は
動

物
散

布
に

含
む

）
栄

養
繁

殖
器

官
は

根

や
や

乾
い

た
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

痩
果

は
長

さ
約

2
㎜

－
情

報
な

し
人

体
：
花

粉
症

の
原

因
の

ア
レ

ル
ゲ

ン
畑

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
食

べ
ら

れ
な

い
ナ

ズ
ナ

と
い

う
意

味
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ズ
ナ
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草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

イ
ブ

キ
ジ

ャ
コ

ウ
ソ

ウ

○

シ
ソ

科
北

海
道

、
本

州
、

九
州

ほ
ふ

く
形

常
緑

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
･挿

し
木

T
h
ym

u
s

se
rp

yl
lu

m
ss

p.
qu

in
qu

e
c

o
st

at
u
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

2
c
m

～
1
0
c
m

木
本

類
自

動
散

布

イ
ブ

キ
ボ

ウ
フ

ウ

○

セ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

S
e
se

li
lib

an
o
ti
s

ss
p.

ja
po

n
ic

a

山
地

1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ウ
シ

ク
サ

○

イ
ネ

科
本

州
（
関

東
以

西
）
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

そ
う

生
形

－
種

子

S
c
h
iz

ac
h
yr

iu
m

 b
re

vi
fo

liu
m

情
報

な
し

1
0
c
m

～
4
0
c
m

一
・
二

年
草

情
報

な
し

ウ
シ

ノ
ケ

グ
サ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

F
e
st

u
c
a

o
vi

n
a

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

2
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ウ
シ

ハ
コ

ベ

○

ナ
デ

シ
コ

科
日

本
全

土
分

枝
形

－
種

子

S
te

lla
ri
a

aq
u
at

ic
a

情
報

な
し

2
0
c
m

～
6
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

麝
香

（
じ

ゃ
こ

う
）
の

よ
う

な
香

り
が

す
る

。
す

ぐ
に

若
い

芽
が

目
立

っ
て

見
劣

り
す

る
よ

う
に

な
る

の
で

、
植

え
替

え
を

兼
ね

て
株

分
け

で
更

新
す

る
　

4
月

～
9
月

が
適

期
【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

し
・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
普

通
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
イ

ブ
キ

ジ
ャ

コ
ウ

ソ
ウ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
9
月

果
実

は
長

さ
2
.5

～
3
.5

㎜
の

扁
平

な
楕

円
形

、
有

毛

複
数

の
散

形
花

序
（
た

く
さ

ん
枝

が
出

て
、

先
に

１
個

つ
ず

つ
花

が
つ

く
）
を

出
す

小
さ

な
白

い
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

最
初

に
伊

吹
山

で
見

つ
か

っ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ハ

マ
イ

ブ
キ

ボ
ウ

フ
ウ

、
タ

カ
ネ

イ
ブ

キ
ボ

ウ
ウ

フ
ウ

比
較

的
涼

し
い

環
境

成
長

期
：

3
月

～
1
0
月

開
花

期
：

6
月

～
7
月

果
実

は
4
分

果
茎

先
に

淡
い

紅
紫

色
の

小
さ

な
花 葉

は
紅

葉

薬
草

と
し

て
利

用
可

香
料

植
物

と
し

て
広

く
世

界
中

で
栽

培

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

草
姿

や
葉

な
ど

が
大

き
く
な

る
た

め
、

ハ
コ

ベ
の

仲
間

に
比

し
て

大
き

い
と

い
う

意
味

で
「
ウ

シ
（
牛

）
」
ハ

コ
ベ

。
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ド
リ

ハ
コ

ベ
、

コ
ハ

コ
ベ

や
や

日
陰

の
湿

っ
た

土
地

成
長

期
：

殆
ど

通
年

開
花

期
：

4
月

～
8
月

種
子

は
長

さ
1
.0

～
1
.1

㎜
の

や
や

楕
円

の
厚

い
円

盤
形

で
、

全
体

に
低

い
突

起
が

あ
る

白
色

の
5
弁

花
。

花
弁

は
深

く
裂

け
る

食
用

と
し

て
使

用
可

平
安

時
代

初
期

の
「
本

草
和

名
」
に

「
ハ

ク
ベ

ラ
」
（
ハ

コ
ベ

）
の

名
が

現
れ

る

農
地

：
害

草
（
中

～
強

）
（
畑

地
雑

草
）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ど
こ

で
も

見
ら

れ
る

雑
草

草
体

は
軟

弱
【
近

縁
外

来
種

】
メ

リ
ケ

ン
カ

ル
カ

ヤ

情
報

な
し

開
花

期
：

6
月

～
8
月

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

ア
オ

ウ
シ

ノ
ケ

グ
サ

の
近

縁
種

気
温

の
低

い
時

期
が

適
し

、
秋

は
1
0
月

以
降

1
1
月

ま
で

、
春

は
3

月
か

ら
4
月

に
株

分
け

を
行

う
。

株
分

け
の

際
、

根
の

少
な

い
も

の
や

芽
だ

け
に

な
っ

た
も

の
は

、
ポ

ッ
ト

な
ど

で
育

て
、

根
が

十
分

に
伸

び
て

か
ら

植
え

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ア

オ
ウ

シ
ノ

ケ
グ

サ
、

タ
カ

ネ
ウ

シ
ノ

ケ
グ

サ
、

チ
イ

サ
ン

ウ
シ

ノ
ケ

グ
サ

他

湿
地

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

果
実

は
、

頴
果

で
狭

長
卵

形
で

長
さ

約
1
.5

m
m

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ウ
ツ

ボ
グ

サ

○

シ
ソ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

P
ru

n
e
lla

vu
lg

ar
is

ss
p.

as
ia

ti
c
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ウ
ド

○

ウ
コ

ギ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

A
ra

lia
 c

o
rd

at
a

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ウ
マ

ノ
ア

シ
ガ

タ

○

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

R
an

u
n
c
u
lu

s
ja

po
n
ic

u
s

山
地

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ウ
メ

バ
チ

ソ
ウ

○

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

株
分

け

P
ar

n
as

si
a

pa
lu

st
ri
s

va
r.
m

u
lt
is

e
ta

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

1
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
風

散
布

オ
オ

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

○

S
po

di
o
po

go
n

si
bi

ri
c
u
s

山
地

7
0
c
m

～
1
5
0
c
m

（
2
0
0
c
m

）

多
年

草
情

報
な

し

※
庶

物
類

纂
図

翼
：
江

戸
時

代
（
安

永
8
年

（
1
7
7
9
）
）
に

幕
臣

の
戸

田
祐

之
よ

り
幕

府
に

献
上

さ
れ

た
薬

草
類

の
写

生
画

集
。

江
戸

の
人

々
に

親
し

ま
れ

た
植

物
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
も

の
。

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

油
質

を
帯

び
て

い
る

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

に
似

て
い

る
。

ス
ス

キ
を

参
考

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ヤ
マ

ア
ブ

ラ
ス

ス
キ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
2

～
2
.7

㎜
の

長
楕

円
形

、
紫

褐
色

を
帯

び
、

光
沢

は
な

い

－
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

根
生

葉
が

馬
の

ひ
ず

め
に

似
て

い
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

エ
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

、
ミ

ヤ
マ

キ
ン

ポ
ウ

ゲ

湿
り

気
の

あ
る

日
当

た
り

の
よ

い
と

こ
ろ

開
花

期
：

8
～

1
0
月

実
は

さ
く
果

（
熟

す
る

と
下

部
が

裂
け

、
種

子
が

散
布

さ
れ

る
果

実
）

茎
先

に
白

い
５

弁
花

俳
句

　
晩

夏
の

季
語

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

大
宰

府
の

天
満

宮
の

神
紋

「
梅

鉢
紋

」
に

見
立

て
て

、
ウ

メ
バ

チ
ソ

ウ
の

名
に

な
っ

た
。

大
き

く
な

っ
た

株
を

半
分

か
3
等

分
程

度
に

分
け

る
　

小
割

り
に

し
な

い
。

【
生

育
特

性
】

･耐
陰

性
：
無

し
　

･耐
暑

性
：
弱

い
　

･耐
寒

性
：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
コ

ウ
メ

バ
チ

ソ
ウ

、
ヒ

メ
ウ

メ
バ

チ
ソ

ウ
、

エ
ゾ

ウ
メ

バ
チ

ソ
ウ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
4
～

9
月

開
花

期
：

4
～

5
月

痩
果

は
長

さ
1
.2

～
2
.8

㎜
、

し
わ

や
刺

針
は

な
い

枝
先

に
光

沢
の

あ
る

黄
色

の
5
弁

花

俳
句

　
晩

春
の

季
語

人
体

：
有

（
毒

性
）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

「
夏

枯
草

（
か

こ
そ

う
）
」
。

自
生

す
る

白
花

も
あ

る
が

稀
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
匍

匐
茎

花
後

株
元

か
ら

新
芽

が
伸

び
て

茎
に

な
る

の
で

、
新

芽
を

2
～

3
本

つ
け

て
根

を
分

け
る

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

乾
燥

性
：
普

通
・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
タ

テ
ヤ

マ
ウ

ツ
ボ

グ
サ

、
ミ

ヤ
マ

ウ
ツ

ボ
グ

サ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
半

日
蔭

成
長

期
：

3
～

9
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

実
は

球
形

の
液

果
（
果

皮
が

肉
質

で
液

汁
が

多
い

実
）
。

黒
く
熟

す
る

。
種

子
は

半
月

状
で

2
.5

m
m

程
度

。

淡
緑

色
の

5
弁

花
。

球
状

の
散

形
花

序
を

多
数

つ
け

た
大

型
の

花 球
状

の
黒

紫
色

の
実

薬
用

と
し

て
利

用
可

　
食

用
と

し
て

利
用

可
俳

句
　

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
は

中
空

で
成

長
し

た
も

の
は

食
用

に
も

材
用

に
も

な
ら

な
い

こ
と

か
ら

「
ウ

ド
の

大
木

」
と

い
う

言
葉

が
あ

る
。

【
生

育
特

性
】

・
成

長
性

：
速

い

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
月

～
9
月

開
花

期
：

6
月

～
8
月

結
実

期
：

7
月

～
8
月

実
は

分
果

（
複

数
の

子
房

か
ら

で
き

た
果

実
）
。

長
さ

約
1
.6

m
m

。

枝
先

の
花

穂
に

密
に

紫
色

の
唇

形
花

食
用

と
し

て
使

用
可

　
薬

草
と

し
て

利
用

可
庶

物
類

纂
図

翼
※

に
掲

載
山

野
草

栽
培

と
し

て
利

用
可

俳
句

　
仲

夏
の

季
語

情
報

な
し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

オ
オ

カ
モ

メ
ヅ

ル
ガ

ガ
イ

モ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

○

T
yl

o
ph

o
ra

ar
is

to
lo

c
h
io

id
e
s

山
地

－
多

年
草

自
動

散
布

オ
オ

バ
ギ

ボ
ウ

シ

○

ユ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

H
o
st

a
m

o
n
ta

n
a

丘
陵

、
山

地
5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

オ
オ

バ
コ

○

オ
オ

バ
コ

科
日

本
全

土
ロ

ゼ
ッ

ト
形

落
葉

性
種

子

P
la

n
ta

go
as

ia
ti
c
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

1
0
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

オ
オ

ヤ
マ

フ
ス

マ

○

ナ
デ

シ
コ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

M
o
e
h
ri
n
gi

a
la

te
ri
fl
o
ra

山
地

、
亜

高
山

1
0
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

オ
カ

ス
ズ

メ
ノ

ヒ
エ

○

イ
グ

サ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

情
報

な
し

落
葉

性
種

子

L
u
zu

la
pa

lle
sc

e
n
s

山
地

1
5
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
は

、
一

日
花

で
、

朝
咲

い
て

午
後

に
は

し
ぼ

む
。

株
分

け
は

3
年

に
一

度
ぐ

ら
い

の
頻

度
が

目
安

。
充

実
し

た
株

を
分

け
る

。
掘

り
上

げ
た

株
を

、
一

株
に

３
個

以
上

の
芽

が
付

く
よ

う
に

ナ
イ

フ
で

切
り

分
け

る
。

分
け

た
株

は
新

芽
が

地
面

に
隠

れ
る

程
度

の
深

さ
に

植
え

付
け

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
キ

ヨ
ス

ミ
ギ

ボ
ウ

シ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

3
月

開
花

期
：

4
月

～
9
月

結
実

期
：

6
月

～
1
1
月

茶
～

黒
褐

色
で

長
さ

約
2
m

m
の

扁
平

倒
卵

形

穂
状

に
白

い
小

花
食

用
と

し
て

使
用

可
薬

草
と

し
て

利
用

可
季

語
オ

オ
バ

コ
を

使
っ

た
遊

び
「
オ

オ
バ

コ
相

撲
」
が

あ
る

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

オ
オ

バ
コ

の
種

子
は

濡
れ

る
と

粘
着

力
を

持
ち

、
靴

の
裏

に
つ

い
て

広
ま

る
の

で
人

の
歩

い
た

場
所

に
よ

く
生

息
す

る
。

【
種

子
の

保
存

性
】
2
年

間
の

常
温

保
存

が
可

能
【
近

縁
外

来
種

】
セ

イ
ヨ

ウ
オ

オ
バ

コ
【
近

縁
在

来
種

】
ト

ウ
オ

オ
バ

コ

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
7
月

～
8
月

実
は

さ
く
果

（
熟

す
る

と
下

部
が

裂
け

、
種

子
が

散
布

さ
れ

る
果

実
）
で

、
種

子
に

は
翼

が
あ

る

白
に

近
い

薄
紫

色
の

星
状

花
長

さ
3
0
～

4
0
ｃ

ｍ
に

も
な

る
卵

型
の

大
き

な
葉

食
用

と
し

て
使

用
可

観
賞

用
俳

句
の

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

林
内

開
花

期
：

7
月

～
9
月

袋
果

は
長

さ
5

～
7
㎝

の
披

針
形

、
2
個

の
場

合
は

ほ
ぼ

直
線

に
並

ぶ

葉
腋

に
直

径
4

～
6
㎜

、
暗

紫
褐

色
～

淡
紫

褐
色

の
花

冠
が

つ
く

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ガ
ガ

イ
モ

科
特

有
の

袋
果

（
実

）
を

2
個

つ
け

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
コ

カ
モ

メ
ヅ

ル
、

コ
バ

ノ
カ

モ
メ

ヅ
ル

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

遺
存

種
（
生

き
て

い
る

化
石

）
　

生
存

力
が

弱
い

別
名

ヒ
メ

タ
ガ

ソ
デ

ソ
ウ

情
報

な
し

開
花

期
：

5
月

～
7
月

朔
果

は
花

被
片

よ
り

長
く
、

種
枕

は
ご

く
小

さ
い

が
明

瞭

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

外
見

は
ス

ズ
メ

ノ
ヤ

リ
そ

っ
く
り

で
あ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヌ

カ
ボ

シ
ソ

ウ
、

ス
ズ

メ
ノ

ヤ
リ

日
当

た
り

の
よ

い
草

地
や

林
の

中

開
花

期
：

6
～

8
月

朔
果

は
広

卵
形

。
種

子
は

卵
形

で
光

沢
が

あ
り

黒
色

白
い

5
弁

花
情

報
な

し
情

報
な

し

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

オ
カ

ト
ラ

ノ
オ

○

サ
ク

ラ
ソ

ウ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

L
ys

im
ac

h
ia

c
le

th
ro

id
e
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

オ
ケ

ラ
キ

ク
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

○

A
tr

ac
ty

lo
de

s
ja

po
n
ic

a
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
風

散
布

オ
ト

ギ
リ

ソ
ウ

○

オ
ト

ギ
リ

ソ
ウ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

H
yp

e
ri
c
u
m

e
re

c
tu

m
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

オ
ト

コ
エ

シ

○

オ
ミ

ナ
エ

シ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

P
at

ri
n
ia

vi
llo

sa
低

地
、

丘
陵

、
山

地

5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

オ
ニ

シ
バ

リ
ジ

ン
チ

ョ
ウ

ゲ
科

本
州

（
福

島
県

以
西

）
、

四
国

、
九

州
（
中

部
以

北
）

分
枝

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

○

D
ap

h
n
e

ps
e
u
do

m
e
ze

r
e
u
m

低
地

1
0
0
c
m

～
木

本
類

動
物

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

若
芽

が
春

の
山

菜
と

し
て

親
し

ま
れ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

オ
ケ

ラ
、

オ
オ

バ
ナ

オ
ケ

ラ

日
当

た
り

が
よ

く
風

通
し

の
良

い
場

所

成
長

期
：

4
～

8
月

開
花

期
：

7
～

8
月

種
子

は
約

1
m

m
で

、
円

柱
状

枝
の

先
端

に
黄

色
い

5
弁

花
薬

草
と

し
て

利
用

可
　

季
語

江
戸

時
代

の
「
大

和
本

草
」
、

「
和

漢
三

才
図

絵
」
な

ど
の

本
草

書
に

名
が

現
れ

る

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

花
は

、
１

日
花

（
朝

開
い

て
夕

方
に

萎
む

）
【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ヤ
コ

オ
ト

ギ
リ

、
 サ

ワ
オ

ト
ギ

リ
、

 ヒ
メ

オ
ト

ギ
リ

、
 コ

ケ
オ

ト
ギ

リ
、

ト
モ

エ
ソ

ウ
、

コ
ゴ

メ
バ

オ
ト

ギ
リ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
1
月

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

5
～

6
㎜

 痩
果

は
長

さ
約

8
㎜

の
円

柱
形

、
長

毛
が

密
生

し
、

冠
毛

が
あ

る
。

冠
毛

は
褐

色

苞
葉

に
包

ま
れ

た
白

や
淡

紅
色

の
花

食
用

と
し

て
使

用
可

　
生

薬
（
根

茎
）
と

し
て

利
用

可
　

万
葉

集
に

登
場

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
8
月

果
実

は
さ

く
果

、
直

径
約

2
.5

m
m

の
卵

球
形 種

子
は

、
三

角
状

で
1
m

m
程

度

枝
先

に
途

中
か

ら
垂

れ
る

総
状

花
序

に
白

色
の

花
葉

は
紅

葉
す

る

山
野

草
栽

培
と

し
て

の
利

用
食

用
（
若

葉
、

若
芽

）
と

し
て

の
利

用
可

　
俳

句
　

仲
夏

の
季

語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
の

先
に

多
数

の
白

い
花

を
密

に
つ

け
る

。
暑

い
中

で
も

爽
や

か
さ

を
覚

え
る

花
株

分
け

は
植

え
替

え
と

同
時

に
行

う
。

適
当

に
地

下
茎

を
切

っ
て

、
芽

の
部

分
を

分
離

し
て

植
え

付
け

る
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ヌ

マ
ト

ラ
ノ

オ
、

ノ
ジ

ト
ラ

ノ
オ

備
考

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

別
名

「
敗

醤
（
は

い
し

ょ
う

）
」

黄
花

の
オ

ミ
ナ

エ
シ

に
よ

く
似

て
、

白
花

で
大

き
な

草
姿

な
の

で
「
男

」
を

つ
け

、
男

郎
花

と
い

わ
れ

る
。

休
眠

期
（
3
月

頃
）
の

植
え

替
え

と
同

時
に

、
大

き
く
な

っ
た

株
の

根
茎

を
切

り
分

け
る

。
あ

ま
り

小
分

け
に

せ
ず

、
2
分

割
す

る
程

度
に

す
る

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

し
　

・
耐

暑
性

：
普

通
　

・
耐

寒
性

：
普

通
【
近

縁
在

来
種

】
オ

ミ
ナ

エ
シ

、
キ

ン
レ

イ
カ

情
報

な
し

開
花

期
：
3
月

～
4
月

果
実

は
長

さ
5

～
8
㎜

の
長

楕
円

形
の

核
果

、
5
～

7
月

に
真

っ
赤

に
熟

す

黄
緑

色
の

花
紅

色
の

果
実

情
報

な
し

人
体

：
有

（
腹

痛
　

、
血

便
、

口
内

炎
が

発
生

）
農

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

樹
皮

の
繊

維
が

強
く
、

鬼
も

縛
れ

る
ほ

ど
だ

と
い

う
意

味
の

名
前

本
属

の
植

物
は

根
に

共
生

菌
を

も
ち

、
植

え
換

え
は

菌
根

が
破

壊
さ

れ
る

の
で

難
し

く
、

繁
殖

は
挿

木
に

よ
る

。

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

果
実

は
痩

果
、

長
さ

約
3
m

m
の

倒
卵

形
小

苞
が

大
き

く
な

っ
て

、
翼

状
に

果
実

を
取

り
巻

く

多
数

の
白

色
の

花
俳

句
　

初
秋

の
季

語
食

用
（
若

芽
、

若
葉

、
冬

越
し

の
葉

）
と

し
て

の
利

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
直

立
形

－
種

子

Y
o
u
n
gi

a
ja

po
n
ic

a
低

地
、

丘
陵

、
山

地

2
0
c
m

～
1
0
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

オ
ヘ

ビ
イ

チ
ゴ

○

バ
ラ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

P
o
te

n
ti
lla

su
n
da

ic
a

va
r.
ro

bu
st

a

低
地

1
0
m

～
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

オ
ミ

ナ
エ

シ

○

オ
ミ

ナ
エ

シ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

P
at

ri
n
ia

sc
ab

io
sa

e
fo

lia
低

地
、

丘
陵

、
山

地

1
0
0
c
m

程
度

多
年

草
風

散
布

オ
ヤ

マ
ボ

ク
チ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

S
yn

u
ru

s
pu

n
ge

n
s

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

カ
キ

ド
オ

シ
シ

ソ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国

つ
る

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

○

G
le

c
h
o
m

a
h
e
de

ra
c
e
a

va
r.
gr

an
di

s

山
地

5
c
m

～
2
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

「
連

銭
草

」
全

草
に

ハ
ッ

カ
に

似
た

特
有

の
強

い
香

り
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
種

子
は

重
力

散
布

（
左

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
9
～

1
0
月

？
【
近

縁
在

来
種

】
ツ

ボ
ク

サ
、

ヤ
マ

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

日
当

た
り

の
よ

い
湿

っ
た

場
所

開
花

期
：

4
月

～
5
月

分
果

は
長

さ
約

2
.0

m
m

、
扁

平
な

楕
円

形
表

面
に

は
濃

茶
褐

色
の

し
わ

と
微

凹
凸

が
あ

り
滑

ら
か

葉
の

付
け

根
に

淡
紫

色
の

唇
形

花

食
用

と
し

て
使

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

8
月

旧
盆

の
前

に
咲

く
た

め
、

墓
前

の
花

に
よ

く
使

わ
れ

る
。

ま
た

、
秋

の
七

草
と

し
て

親
し

ま
れ

て
い

る
。

休
眠

期
（
3
月

頃
）
の

植
え

替
え

と
同

時
に

、
大

き
く
な

っ
た

株
の

根
茎

を
切

り
分

け
る

。
根

茎
は

か
な

り
硬

い
の

で
、

剪
定

バ
サ

ミ
な

ど
を

使
う

。
あ

ま
り

小
分

け
に

せ
ず

、
2
分

割
す

る
程

度
に

と
ど

め
る

。
【
種

子
の

保
存

性
】
冷

蔵
保

存
可

（
期

間
不

明
）

【
生

育
特

性
】
・
耐

暑
性

：
強

い
　

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
オ

ト
コ

エ
シ

、
キ

ン
レ

イ
カ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
9
月

～
1
0
月

痩
果

の
冠

毛
は

帯
褐

色
、

長
さ

約
1
5
㎜

茎
先

や
葉

の
脇

に
直

径
4
～

5
c
m

の
頭

花
筒

状
花

は
暗

い
紫

色

食
用

と
し

て
の

使
用

可
　

観
賞

用
栽

培

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

信
州

で
は

蕎
麦

の
つ

な
ぎ

に
用

い
て

い
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ハ

バ
ヤ

マ
ボ

ク
チ

日
当

た
り

の
よ

い
草

原
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
9
月

果
実

は
長

さ
3

～
4
m

m
の

長
楕

円
形

オ
ト

コ
エ

シ
の

よ
う

な
大

き
な

翼
は

な
い

茎
上

部
に

散
房

状
に

多
数

の
黄

色
の

花

食
用

と
し

て
使

用
可

　
七

草
季

語
　

万
葉

集
に

登
場

薬
用

と
し

て
利

用
可

　
山

野
草

栽
培

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
や

葉
が

紫
褐

色
を

帯
び

る
こ

と
か

ら
、

鬼
（
お

に
）
が

付
い

た
と

い
う

。
【
近

縁
在

来
種

】
ア

オ
オ

ニ
タ

ビ
ラ

コ
　

コ
オ

ニ
タ

ビ
ラ

コ
　

ヤ
ブ

タ
ビ

ラ
コ

や
や

湿
っ

た
と

こ
ろ

開
花

期
：
5
～

6
月

痩
果

は
長

さ
約

0
.5

㎜
、

褐
色

、
幅

の
狭

い
翼

状
隆

起
線

が
あ

る

花
茎

上
部

に
黄

色
い

5
弁

花
季

語
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
属

と
は

異
な

る
。

イ
チ

ゴ
の

実
も

で
き

な
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎

様
々

な
立

地
開

花
期

：
5
月

～
1
0
月

痩
果

は
長

さ
1
.5

～
2
㎜

、
上

向
き

の
小

刺
が

つ
い

た
白

色
の

冠
毛

が
あ

る

茎
の

頂
に

多
数

の
黄

色
い

頭
花

若
芽

、
若

葉
を

食
用

と
し

て
使

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
害

草
（
中

～
強

）
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

カ
シ

ワ
バ

ハ
グ

マ
キ

ク
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

P
e
rt

ya
ro

bu
st

a
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
7
0
c
m

多
年

草
風

散
布

カ
セ

ン
ソ

ウ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

In
u
la

 s
al

ic
in

a
va

r.
as

ia
ti
c
a

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

6
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
風

散
布

カ
タ

バ
ミ

○

カ
タ

バ
ミ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

栄
養

繁
殖

O
xa

lis
c
o
rn

ic
u
la

ta
低

地
、

丘
陵

、
山

地

1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ナ

ビ
キ

ソ
ウ

○

ビ
ャ

ク
ダ

ン
科

日
本

全
土

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

T
h
e
si

u
m

c
h
in

e
n
se

丘
陵

、
山

地
1
0
c
m

～
2
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ニ

ツ
リ

グ
サ

○

イ
ネ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

T
ri
se

tu
m

bi
fi
du

m
丘

陵
4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

葉
は

日
が

陰
っ

た
り

夜
に

な
る

と
折

り
た

た
ん

だ
よ

う
に

な
る

。
葉

や
茎

は
シ

ュ
ウ

酸
を

含
み

酢
っ

ぱ
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
【
出

芽
期

】
3
～

7
月

、
9
～

1
1
月

【
近

縁
在

来
種

】
タ

チ
カ

タ
バ

ミ
、

ケ
カ

タ
バ

ミ
、

ア
カ

カ
タ

バ
ミ

、
エ

ゾ
タ

チ
カ

タ
バ

ミ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
4
～

6
月

果
実

は
淡

緑
色

～
淡

褐
色

、
長

さ
2
～

2
.5

㎜
の

楕
円

状
壺

形

－
薬

草
と

し
て

利
用

可
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
無

半
寄

生
の

多
年

草

日
な

た
成

長
期

：
4
～

3
月

開
花

期
：

4
月

～
1
0
月

結
実

期
：

5
月

～
1
1
月

1
.5

m
m

程
度

で
や

や
扁

平
花

柄
の

先
に

黄
色

い
5
弁

花
俳

句
　

季
語

庶
物

類
纂

図
翼

に
掲

載
薬

草
と

し
て

の
利

用
可

　
遊

び
に

利
用

人
体

：
情

報
な

し 農
地

：
さ

び
病

（
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
）
の

中
間

宿
主

、
害

草
（
強

）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

カ
シ

ワ
に

似
た

葉
が

茎
の

中
部

に
集

ま
っ

て
つ

く
。

日
当

た
り

の
よ

い
湿

原
開

花
期

：
7
月

～
9
月

実
は

痩
果

。
長

さ
1
.5

～
2

㎜
、

無
毛

、
褐

色
～

暗
褐

色
。

冠
毛

は
長

さ
7

～
8
㎜

、
褐

色
を

帯
び

る

茎
先

に
頭

花
筒

状
花

、
舌

状
花

と
も

黄
色

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
歌

仙
草

と
さ

れ
る

が
、

そ
の

意
味

は
不

明
で

あ
る

。

乾
い

た
場

所
成

長
期

：
5
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

1
0
㎜

、
冠

毛
を

含
め

た
長

さ
2
0

㎜

穂
状

に
白

色
の

花
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

由
来

は
こ

の
穂

で
カ

ニ
を

釣
っ

て
遊

ん
だ

こ
と

か
ら

に
よ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
チ

シ
マ

カ
ニ

ツ
リ

、
リ

シ
リ

カ
ニ

ツ
リ

情
報

な
し

開
花

期
：

5
月

～
6
月

果
実

（
頴

果
）

は
長

さ
約

3
㎜

の
乳

褐
色

、
長

楕
円

形

－
情

報
な

し
情

報
な

し

注
意

事
項

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

記
載

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

カ
モ

ジ
グ

サ

○

イ
ネ

科
日

本
全

土
そ

う
生

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

A
gr

o
py

ro
n

ts
u
ku

sh
ie

n
se

va
r.
tr

an
si

e
n
s

情
報

な
し

5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ラ

ス
ビ

シ
ャ

ク

○

サ
ト

イ
モ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

P
in

e
lli
a

te
rn

at
a

情
報

な
し

2
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ラ

マ
ツ

ソ
ウ

○

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

T
h
al

ic
tr

u
m

aq
u
ile

gi
fo

liu
m

va
r.
in

te
rm

e
di

u
m

山
地

、
亜

高
山

5
0
c
m

～
1
2
0
c
m

多
年

草
風

散
布

カ
ワ

ラ
ナ

デ
シ

コ

○

ナ
デ

シ
コ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
･挿

し
木

○

D
ia

n
th

u
s

su
pe

rb
u
s

va
r.
lo

n
gi

c
al

yc
i

n
u
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ワ

ラ
マ

ツ
バ

○

ア
カ

ネ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

G
al

iu
m

 v
e
ru

m
va

r.
as

ia
ti
c
u
m

f.
n
ik

ko
e
n
se

山
地

3
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

※
採

り
ま

き
：
採

取
し

た
種

子
を

す
ぐ

に
播

く
こ

と
。

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

花
の

色
は

緑
仏

炎
苞

を
「
柄

杓
」
に

見
立

て
、

人
が

使
う

に
は

小
さ

い
と

い
う

こ
と

か
ら

名
づ

け
ら

れ
た

。
種

子
や

株
分

け
の

他
、

珠
芽

、
球

茎
で

繁
殖

種
子

は
重

力
散

布
（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
4
～

6
月

日
当

た
り

の
良

い
場

所
、

湿
っ

た
場

所

開
花

期
：

7
～

9
月

痩
果

は
広

い
翼

が
あ

り
、

長
さ

3
～

4
㎜

の
柄

が
あ

っ
て

垂
れ

下
が

る

房
状

の
小

さ
な

白
又

は
薄

紫
色

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

の
由

来
は

、
花

の
様

子
が

カ
ラ

マ
ツ

の
葉

に
似

て
い

る
こ

と
か

ら
株

分
け

は
、

植
替

え
時

に
手

で
軽

く
引

っ
張

っ
て

外
れ

る
程

度
で

分
け

る
。

【
種

子
の

保
存

性
】
採

り
ま

き
※

ま
た

は
冷

蔵
保

存
【
生

育
特

性
】

　
・
耐

陰
性

：
有

　
・
耐

暑
性

：
や

や
弱

い
　

・
耐

寒
性

：
普

通
【
近

縁
在

来
種

】
マ

ン
セ

ン
カ

ラ
マ

ツ
、

ミ
ヤ

マ
カ

ラ
マ

ツ
、

モ
ミ

ジ
カ

ラ
マ

ツ

日
陰

地
に

多
い

開
花

期
：

5
月

～
8
月

花
の

後
に

で
き

る
実

は
液

果
。

珠
芽

が
小

葉
の

基
部

、
球

茎
か

ら
出

た
葉

柄
の

途
中

に
つ

く

－
球

茎
を

薬
用

と
し

て
利

用
可

俳
句

　
夏

の
季

語

人
体

：
有

(そ
の

ま
ま

で
は

有
毒

)
畑

地
：
害

草
(除

去
困

難
)

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
5
月

～
7
月

果
実

は
長

さ
約

5
㎜

、
淡

黄
色

－
季

語
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
無

イ
ネ

科
の

雑
草

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
9
～

1
0
月

【
近

縁
外

来
種

】
ミ

ズ
タ

カ
モ

ジ
【
近

縁
在

来
種

】
ア

オ
カ

モ
ジ

グ
サ

、
オ

ニ
カ

モ
ジ

、
エ

ゾ
カ

モ
ジ

グ
サ

他

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

秋
の

七
草

。
9
月

～
6
月

が
さ

し
穂

の
適

期
。

新
芽

が
伸

び
て

き
た

ら
生

育
期

は
い

つ
で

も
可

。
後

の
生

育
を

考
え

る
と

早
い

時
期

が
よ

い
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
エ

ゾ
カ

ワ
ラ

ナ
デ

シ
コ

、
タ

カ
ネ

ナ
デ

シ
コ

、
ハ

マ
ナ

デ
シ

コ

乾
い

た
日

当
た

り
の

よ
い

場
所

開
花

期
：

7
月

～
9
月

果
実

は
直

径
1

～
1
.5

㎜
円

錐
花

序
に

花
冠

が
4
裂

す
る

多
数

の
小

さ
な

白
い

花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
が

松
葉

の
よ

う
で

あ
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
キ

バ
ナ

ノ
カ

ワ
ラ

マ
ツ

バ
、

チ
ョ
ウ

セ
ナ

ン
カ

ワ
ラ

マ
ツ

バ

日
当

た
り

と
水

は
け

の
よ

い
、

開
け

た
風

通
し

の
あ

る
場

所

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
～

9
月

種
子

は
2
m

m
程

度
で

扁
平

で
薄

い

ふ
ち

が
糸

状
に

裂
け

る
淡

紅
紫

色
の

5
弁

花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

万
葉

集
に

登
場

　
季

語

人
体

：
無

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

カ
ン

ア
オ

イ
ウ

マ
ノ

ス
ズ

ク
サ

科
関

東
そ

う
生

形
常

緑
性

株
分

け

○

H
e
te

ro
tr

o
pa

ko
o
ya

n
a

va
r.
n
ip

po
n
ic

a

山
地

1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

カ
ン

ト
ウ

タ
ン

ポ
ポ

○

キ
ク

科
関

東
、

中
部

ロ
ゼ

ッ
ト

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
栄

養
繁

殖

T
ar

ax
ac

u
m

pl
at

yc
ar

pu
m

情
報

な
し

1
0
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
風

散
布

キ
キ

ョ
ウ

○

キ
キ

ョ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

･挿
し

木

P
la

ty
c
o
do

n
gr

an
di

fl
o
ru

m
丘

陵
、

山
地

5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

キ
ジ

ム
シ

ロ

○

バ
ラ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

○

P
o
te

n
ti
lla

fr
ag

ar
io

id
e
s

va
r.
m

aj
o
r

丘
陵

、
山

地
5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布
ア

リ
散

布

キ
ツ

ネ
ノ

マ
ゴ

○

キ
ツ

ネ
ノ

マ
ゴ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
－

種
子

J
u
st

ic
ia

pr
o
c
u
m

be
n
s

丘
陵

1
0
c
m

～
4
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

セ
イ

ヨ
ウ

タ
ン

ポ
ポ

（
西

洋
蒲

公
英

）
よ

り
も

大
型

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

【
出

芽
期

】
9
～

1
1
月

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
8
月

結
実

期
：

8
月

～
9
月

種
子

は
2
ｍ

ｍ
程

度
、

果
実

は
倒

卵
形

の
蒴

果
、

熟
す

と
上

端
が

裂
開

す
る

枝
先

に
青

紫
色

の
釣

り
鐘

形
の

５
裂

の
花

薬
用

、
食

用
と

し
て

使
用

可
遊

び
に

利
用

万
葉

集
に

登
場 山

野
草

栽
培

秋
の

七
草

俳
句

秋
の

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

秋
の

七
草

の
ひ

と
つ

株
分

け
は

2
月

～
3
月

の
芽

出
し

直
前

に
自

然
に

株
が

分
か

れ
る

部
分

で
分

け
る

。
根

茎
を

分
け

る
場

合
は

切
り

口
に

殺
菌

剤
を

塗
る

。
さ

し
芽

は
5
月

～
6
月

に
新

芽
の

先
端

を
さ

す
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

　
　

・
耐

暑
性

：
強

い
　

　
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

ナ
ギ

キ
ョ
ウ

、
ツ

リ
ガ

ネ
ニ

ン
ジ

ン
、

シ
デ

シ
ャ

ジ
ン

厳
し

い
環

境
で

も
可

成
長

期
：

1
1
月

～
6
月

開
花

期
：

3
月

～
5
月

結
実

期
：

4
月

～
6
月

痩
果

は
4
㎜

黄
色

の
頭

花
食

用
と

し
て

使
用

可
薬

草
と

し
て

利
用

可
　

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

少
し

明
る

い
日

陰
成

長
期

：
3
～

4
月

開
花

期
：

1
0
～

2
月

情
報

な
し

白
斑

や
拍

脈
が

あ
る

濃
い

緑
の

葉

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
表

の
白

色
模

様
と

強
い

芳
香

が
特

徴
。

根
が

鉢
い

っ
ぱ

い
に

回
っ

た
ら

、
用

土
を

落
と

し
傷

ん
だ

根
を

整
理

し
、

根
に

3
本

以
上

の
葉

茎
と

新
芽

を
つ

け
て

株
分

け
【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

　
　

　
・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
普

通
【
近

縁
在

来
種

】
ス

ズ
カ

カ
ン

ア
オ

イ
、

イ
ワ

タ
カ

ン
ア

オ
イ

、
ヒ

メ
カ

ン
ア

オ
イ

、
ラ

ン
ヨ

ウ
ア

オ
イ

、
コ

シ
ノ

カ
ン

ア
オ

イ
、

ア
ツ

ミ
カ

ン
ア

オ
イ

、
　

ナ
ン

カ
イ

ア
オ

イ
、

ミ
ヤ

コ
ア

オ
イ

、
サ

ン
ヨ

ウ
ア

オ
イ

備
考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
地

を
這

う
よ

う
に

広
が

る
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
【
近

縁
在

来
種

】
ツ

ル
キ

ジ
ム

シ
ロ

、
ミ

ツ
バ

ツ
チ

グ
リ

、
ヘ

ビ
イ

チ
ゴ

や
や

湿
っ

た
と

こ
ろ

を
好

む
成

長
期

：
4
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
5

～
6
㎜

の
長

楕
円

形
で

、
4
個

の
種

子
を

も
つ

。
種

子
は

1
.5

㎜

枝
先

の
穂

状
花

序
に

淡
紅

紫
色

の
唇

形
花

生
薬

と
し

て
利

用
可

民
間

薬
と

し
て

浴
用

剤

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

花
の

真
ん

中
に

は
白

い
星

形
の

模
様

が
入

っ
て

い
る

。
花

が
孫

狐
の

顔
に

似
て

い
る

。
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
4
～

7
月

【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
キ

ツ
ネ

ノ
マ

ゴ
、

キ
ツ

ネ
ノ

ヒ
マ

ゴ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
4
～

5
月

淡
褐

色
の

小
さ

な
（
径

1
.2

m
m

程
度

）
種

子

花
茎

の
先

に
黄

色
の

5
弁

花
情

報
な

し
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

キ
ヌ

タ
ソ

ウ
ア

カ
ネ

科
本

州
、

四
国

分
枝

形
落

葉
性

種
子

○

G
al

iu
m

 k
in

u
ta

山
地

3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

キ
バ

ナ
ア

キ
ギ

リ
シ

ソ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

○

S
al

vi
a

n
ip

po
n
ic

a
山

地
2
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

○

バ
ラ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

○

A
gr

im
o
n
ia

ja
po

n
ic

a
低

地
、

丘
陵

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ク
サ

イ

○

イ
グ

サ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

栄
養

繁
殖

J
u
n
c
u
s

te
n
u
is

情
報

な
し

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布
動

物
散

布

ク
サ

ボ
ケ

○

バ
ラ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

根
伏

せ

○

C
h
ae

n
o
m

e
le

s
ja

po
n
ic

a
丘

陵
3
0
c
m

～
1
0
0
c
m

木
本

類
動

物
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

の
由

来
は

果
実

の
形

が
布

を
た

た
い

て
柔

ら
か

く
す

る
木

づ
ち

の
砧

（
き

ぬ
た

）
に

似
て

い
る

こ
と

か
ら

【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

エ
ム

グ
ラ

、
ヤ

マ
ム

グ
ラ

、
ハ

ナ
ム

グ
ラ

、
オ

オ
バ

ノ
ヤ

エ
ム

グ
ラ

、
ヨ

ツ
バ

ム
グ

ラ
、

ヒ
メ

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

　
他

木
陰

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

2
㎜

、
球

形
黄

色
の

唇
形

花
食

用
（
春

の
若

芽
）
と

し
て

の
利

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

園
芸

品
の

サ
ル

ビ
ア

に
似

た
花

を
つ

け
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
キ

ソ
キ

バ
ナ

ア
キ

ギ
リ

、
ア

キ
ノ

タ
ム

ラ
ソ

ウ
、

ナ
ツ

ノ
タ

ム
ラ

ソ
ウ

 　
他

情
報

な
し

開
花

期
：

7
月

～
8
月

果
実

は
2
分

果
。

分
果

は
球

形
。

果
実

に
1

個
だ

け
の

分
果

と
な

る
こ

と
が

多
い

。

円
錐

塔
状

の
花

序
（
集

散
花

序
）
に

多
数

の
と

て
も

小
さ

い
白

色
の

花
（
径

３
ｍ

ｍ
ほ

ど
）

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

[シ
ド

ミ
、

ノ
ボ

ケ
、

コ
ボ

ケ
]

有
機

酸
が

多
量

に
あ

る
。

大
株

は
、

休
眠

中
に

2
～

3
分

割
し

て
植

え
つ

け
る

。
小

さ
く
分

け
る

と
弱

く
な

る
。

株
分

け
で

株
が

若
返

る
。

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
4
～

5
月

結
実

期
：

1
0
～

1
1
月

果
実

は
直

径
3

～
4
㎝

の
ほ

ぼ
球

形
の

ナ
シ

状
果 種

子
は

硬
く
、

光
沢

が
あ

る

赤
、

橙
色

、
白

、
桃

色
な

ど
の

５
弁

花

俳
句

　
春

の
季

語 薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

「
ヒ

ッ
ツ

キ
グ

サ
」

晩
秋

ま
で

、
鮮

や
か

な
黄

色
の

花
を

咲
か

せ
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

メ
キ

ン
ミ

ズ
ヒ

キ
、

チ
ョ
ウ

セ
ン

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

日
当

た
り

の
よ

い
林

縁
や

草
原

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

6
～

9
月

結
実

期
：

9
～

1
2
月

実
は

さ
く
果

で
5
m

m
程

度
長

さ
３

m
m

く
ら

い
の

棘
が

た
く

さ
ん

あ
り

、
動

物
な

ど
に

く
っ

つ
い

て
散

布

茎
や

枝
先

の
細

長
い

花
穂

に
多

数
の

黄
色

の
5
弁

花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
用

と
し

て
利

用
可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

や
や

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
6
月

～
8
月

種
子

は
長

さ
約

0
.4

㎜
、

表
面

に
粘

液
が

あ
り

、
熟

し
て

朔
果

に
付

着
し

て
残

る

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

ク
サ

イ
は

葉
が

目
立

つ
の

意
味

で
あ

る
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
種

子
は

重
力

・
雨

滴
散

布
（
上

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）
、

付
着

散
布

（
左

記
散

布
型

で
は

動
物

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
3
～

1
0
月

【
近

縁
外

来
種

】
ア

メ
リ

カ
ク

サ
イ

【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

メ
コ

ウ
カ

イ
セ

キ
シ

ョ
ウ

、
ド

ロ
イ

、
ホ

ソ
イ
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ク
サ

ボ
タ

ン

○

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

本
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

C
le

m
at

is
st

an
s

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ク
ラ

ラ

○

マ
メ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

S
o
ph

o
ra

fl
av

e
sc

e
n
s

山
地

8
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ク
ロ

ヒ
ナ

ス
ゲ

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
関

東
、

中
部

、
近

畿

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

gi
fu

e
n
si

s
低

地
、

丘
陵

、
山

地

2
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

グ
ン

バ
イ

ヅ
ル

○

ゴ
マ

ノ
ハ

グ
サ

科
本

州
つ

る
形

落
葉

性
種

子

V
e
ro

n
ic

a
o
n
o
e
i

亜
高

山
、

高
山

6
c
m

～
1
3
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ケ
ス

ゲ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

du
va

lia
n
a

山
地

3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ヒ
カ

ゲ
ス

ゲ
と

や
や

似
て

い
る

が
、

茎
や

葉
に

突
起

が
あ

り
、

ざ
ら

つ
い

て
い

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

カ
ゲ

ス
ゲ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
7
月

～
8
月

朔
果

は
平

た
い

倒
卵

状
楕

円
形

で
先

が
へ

こ
み

縁
に

線
毛

が
生

え
、

長
さ

4
～

6
m

m
、

幅
3

～
4
m

m

淡
紫

色
の

花
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

茎
が

地
を

匍
い

、
根

を
下

ろ
し

て
広

が
る

と
こ

ろ
か

ら
つ

い
た

名
前

や
や

乾
い

た
落

葉
広

葉
樹

林
下

や
岩

塊
上

結
実

期
：

4
月

～
6
月

痩
果

は
楕

円
状

3
稜

形
、

有
柄

。
柱

頭
は

3
岐

－
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

４
枚

の
萼

が
後

に
先

が
反

り
返

る
。

雌
雄

異
株

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

6
月

～
7
月

種
子

は
長

さ
4

～
5
㎜

茎
先

に
長

さ
1
0

～
2
0
c
m

ほ
ど

の
総

状
花

序
に

蝶
形

を
し

た
淡

い
黄

色
の

花

薬
草

と
し

て
使

用
人

体
：
大

量
に

摂
取

す
る

と
呼

吸
が

麻
痺

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

根
の

汁
を

な
め

る
と

、
余

り
の

苦
さ

に
、

眼
が

ク
ラ

ク
ラ

す
る

。
株

分
け

は
、

花
後

に
、

子
株

の
葉

が
5
～

6
枚

に
な

っ
て

か
ら

行
う

。
ま

た
、

親
株

と
近

い
位

置
で

切
る

と
、

株
の

基
部

が
筒

状
に

な
っ

て
活

着
し

な
く
な

る
の

で
注

意
す

る
。

情
報

な
し

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

痩
果

は
球

形
の

集
合

果
（
約

3
㎜

）
花

柱
が

長
さ

1
5
～

2
0
㎜

の
羽

毛
状

に
長

く
伸

び
て

種
髪

に
な

る

枝
先

や
葉

の
脇

に
集

散
花

序 下
向

き
の

釣
鐘

状
の

淡
紫

色
の

花

情
報

な
し

人
体

：
有

（
全

草
が

有
毒

）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

オ
オ

イ
ト

ス
ゲ

に
似

て
い

る
が

、
全

体
的

に
小

さ
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
オ

オ
イ

ト
ス

ゲ
林

床
結

実
期

：
4
月

～
6
月

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ケ
チ

ヂ
ミ

ザ
サ

イ
ネ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
種

子

○

O
pl

is
m

e
n
u
s

u
n
du

la
ti
fo

liu
s

低
地

、
丘

陵
1
5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ゲ
ン

ノ
シ

ョ
ウ

コ

○

フ
ウ

ロ
ソ

ウ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

G
e
ra

n
iu

m
th

u
n
be

rg
ii

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

コ
ウ

ゾ
リ

ナ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

P
ic

ri
s

h
ie

ra
c
io

id
e
s

va
r.
gl

ab
re

sc
e

n
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
8
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

コ
ウ

ヤ
ボ

ウ
キ

キ
ク

科
本

州
（
関

東
地

方
以

西
）
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

○

P
e
rt

ya
sc

an
de

n
s

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

木
本

類
風

散
布

コ
ウ

リ
ン

カ

○

キ
ク

科
本

州
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

S
e
n
e
c
io

fl
am

m
e
u
s

va
r.
gl

ab
ri
fo

liu
s

山
地

5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

東
日

本
で

は
白

い
花

が
咲

き
、

西
日

本
で

は
赤

い
花

を
咲

か
せ

る
こ

と
が

多
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

株
分

け
は

3
月

～
1
0
月

に
行

う
。

【
出

芽
期

】
4
～

7
月

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ツ
バ

フ
ウ

ロ
、

コ
フ

ウ
ロ

日
当

た
り

の
よ

い
や

や
乾

燥
し

た
草

地

成
長

期
：

1
1
月

～
1
0
月

開
花

期
：

5
月

～
1
0
月

果
実

は
痩

果
。

赤
褐

色
で

横
じ

わ
が

あ
り

、
羽

毛
状

の
冠

毛
が

あ
る

。
種

子
は

4
m

m
程

度
。

茎
先

に
集

散
花

序
黄

色
い

舌
状

花
だ

け
の

頭
花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

　
遊

び
に

利
用

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

秋
に

発
生

し
、

長
楕

円
状

の
根

出
葉

を
地

表
に

広
げ

て
越

冬
す

る
。

全
体

に
剛

毛
が

あ
り

、
特

に
茎

の
剛

毛
が

よ
く
目

立
つ

の
が

特
徴

で
、

触
る

と
強

く
ざ

ら
つ

く
【
出

芽
期

】
1
0
～

1
1
月

明
る

い
野

山
成

長
期

：
3
～

1
1
月

開
花

期
：

7
月

～
1
0
月

結
実

期
：

1
0
月

～
1
1
月

花
の

後
に

で
き

る
実

は
さ

く
果

で
、

 5
つ

の
球

形
の

種
子

が
で

き
る

。
種

子
は

2
m

m
程

度

楕
円

形
を

し
た

5
弁

花
東

日
本

は
白

い
花

、
西

日
本

は
赤

い
花

葉
は

紅
葉

俳
句

　
季

語
薬

草
と

し
て

の
利

用
可

情
報

な
し

日
蔭

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
約

2
㎜

の
楕

円
形

、
鈍

頭
、

光
沢

は
な

い

葉
が

形
が

サ
サ

に
似

て
、

葉
が

波
打

つ

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

茎
や

花
序

軸
に

開
出

す
る

毛
の

多
い

も
の

、
少

な
い

も
の

な
ど

あ
り

、
毛

が
多

い
も

の
を

ケ
チ

ヂ
ミ

ザ
サ

、
毛

の
少

な
い

も
の

を
コ

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
と

分
け

る
場

合
が

あ
る

。

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

1
年

生
の

枝
先

に
の

み
、

白
い

花
を

つ
け

る
。

た
だ

し
、

活
着

は
極

め
て

不
良

【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ガ
バ

ノ
コ

ウ
ヤ

ボ
ウ

キ

明
る

い
乾

い
た

場
所

開
花

期
：

5
月

～
1
0
月

痩
果

に
は

冠
毛

が
あ

る
オ

レ
ン

ジ
色

の
花

情
報

な
し

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ゴ

ヨ
ウ

マ
ツ

・
チ

ョ
ウ

セ
ン

ゴ
ヨ

ウ
等

）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

茎
や

葉
に

ク
モ

毛
 （

密
綿

毛
）
が

多
い

。

明
る

い
場

所
開

花
期

：
9
月

～
1
0
月

痩
果

は
長

さ
約

7
㎜

、
縦

肋
が

あ
り

、
白

毛
が

密
生

す
る

筒
状

の
ピ

ン
ク

の
花

万
葉

集
に

登
場

情
報

な
し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

コ
ケ

リ
ン

ド
ウ

○

リ
ン

ド
ウ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

G
e
n
ti
an

a
sq

u
ar

ro
sa

丘
陵

2
c
m

～
8
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

コ
シ

ノ
ホ

ン
モ

ン
ジ

ス
ゲ

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

陸
そ

う
生

形
落

葉
性

種
子

○

C
ar

e
x

st
e
n
o
st

ac
h
ys

va
r.
ik

e
ga

m
ia

n
a

丘
陵

情
報

な
し

多
年

草
情

報
な

し

コ
ス

ミ
レ

○

ス
ミ

レ
科

日
本

全
土

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
そ

の
他

根
伏

せ

V
io

la
 j
ap

o
n
ic

a
低

地
、

丘
陵

5
c
m

～
1
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

コ
ナ

ス
ビ

○

サ
ク

ラ
ソ

ウ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

○

L
ys

im
ac

h
ia

ja
po

n
ic

a
f.
su

bs
e
ss

ili
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

5
c
m

～
2
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布

コ
バ

ギ
ボ

ウ
シ

ユ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

H
o
st

a
si

e
bo

ld
ii

f.
la

n
c
if
o
lia

山
地

4
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

日
の

良
く
当

た
る

場
所

開
花

期
：

3
月

～
6
月

果
実

は
長

さ
3
.5

～
5
.5

㎜
、

狭
倒

卵
形

～
倒

卵
形

。
種

子
は

暗
褐

色
、

長
さ

0
.8

～
1
㎜

茎
先

に
小

さ
な

淡
い

青
紫

色
を

し
た

筒
形

の
花

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

根
際

か
ら

生
え

る
葉

は
卵

形
で

、
ロ

ゼ
ッ

ト
状

に
つ

く
。

【
近

縁
在

来
種

】
フ

デ
リ

ン
ド

ウ
、

ハ
ル

リ
ン

ド
ウ

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

果
実

の
形

態
を

「
茄

子
（
な

す
）
」
に

見
立

て
た

名
で

あ
る

が
余

り
似

て
い

な
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
【
出

芽
期

】
1
0
～

1
1
月

、
3
～

5
月

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ヤ
マ

コ
ナ

ス
ビ

日
当

た
り

の
よ

い
湿

地
成

長
期

：
4
月

～
9
月

開
花

期
：

7
月

～
8
月

蒴
果

は
長

さ
約

3
㎝

、
熟

す
と

3
裂

す
る

　
種

子
は

黒
色

、
長

さ
約

9
㎜

、
大

き
な

翼
が

あ
る

筒
状

鐘
型

の
淡

紫
色

の
花

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
は

一
日

で
し

ぼ
む

。
株

分
け

は
3
年

に
一

度
ぐ

ら
い

が
目

安
。

充
実

し
た

株
を

分
け

る
。

掘
り

上
げ

た
株

を
、

一
株

に
３

個
以

上
の

芽
が

付
く
よ

う
に

ナ
イ

フ
で

切
り

分
け

る
。

分
け

た
株

は
新

芽
が

地
面

に
隠

れ
る

程
度

の
深

さ
に

植
え

付
け

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ズ
ギ

ボ
ウ

シ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
3
～

9
月

開
花

期
：

5
月

～
7
月

蒴
果

は
球

形
で

ま
ば

ら
に

長
毛

が
生

え
、

径
4
～

5
m

m
。

種
子

は
1
㎜

、
三

角
形

で
細

か
い

凹
凸

あ
り

1
c
m

に
満

た
な

い
小

さ
な

黄
色

い
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

ホ
ン

モ
ン

ジ
ス

ゲ
の

匐
枝

の
出

る
変

種
で

、
主

に
北

陸
の

林
内

に
生

育
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ン
モ

ン
ジ

ス
ゲ

、
ニ

シ
ノ

ホ
ン

モ
ン

ジ
ス

ゲ
、

他

情
報

な
し

開
花

期
：

3
月

～
4
月

情
報

な
し

薄
紫

色
か

ら
白

色
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

色
の

花
唇

弁
に

紫
色

の
条

薬
草

と
し

て
の

利
用

可
季

語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

充
実

し
た

株
に

な
る

と
、

た
く
さ

ん
の

花
が

寄
り

添
っ

て
咲

き
、

そ
の

姿
は

ス
ミ

レ
の

ブ
ー

ケ
の

よ
う

に
見

え
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ア

リ
ア

ケ
ス

ミ
レ

、
ノ

ジ
ス

ミ
レ

、
ア

カ
ネ

ス
ミ

レ
、

ヒ
メ

ス
ミ

レ

林
床

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

コ
バ

ノ
タ

ツ
ナ

ミ
ソ

ウ
シ

ソ
科

本
州

（
関

東
地

方
以

西
）
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
･挿

し
木

○

S
c
u
te

lla
ri
a

in
di

c
a

va
r.
pa

rv
if
o
lia

丘
陵

、
山

地
5
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

コ
ブ

ナ
グ

サ

○

イ
ネ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

－
種

子

A
rt

h
ra

xo
n

h
is

pi
du

s
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
5
0
c
m

一
・
二

年
草

情
報

な
し

サ
サ

ガ
ヤ

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

情
報

な
し

種
子

○

M
ic

ro
st

e
gi

u
m

ja
po

n
ic

u
m

情
報

な
し

2
0
c
m

～
7
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

サ
ナ

ギ
イ

チ
ゴ

○

バ
ラ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

R
u
bu

s
pu

n
ge

n
s

va
r.
o
ld

h
am

ii

山
地

－
木

本
類

動
物

散
布

サ
ル

マ
メ

ユ
リ

科
本

州
分

枝
形

落
葉

性
情

報
な

し

○

S
m

ila
x 

bi
fl
o
ra

va
r.
tr

in
e
rv

u
la

情
報

な
し

1
0
c
m

～
5
0
c
m

木
本

類
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

や
や

群
生

す
る

。
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
4
～

7
月

【
近

縁
在

来
種

】
キ

タ
サ

サ
ガ

ヤ
、

ミ
ヤ

マ
サ

サ
ガ

ヤ
、

オ
オ

サ
サ

ガ
ヤ

明
る

い
場

所
開

花
期

：
5
～

6
月

果
実

は
直

径
1
.2

c
m

の
球

形
で

赤
く
熟

す

短
い

枝
の

先
に

約
2
c
m

の
白

又
は

淡
紅

色
の

花 赤
く
熟

す
実

季
語

人
体

：
刺

有
り

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

半
日

陰
開

花
期

：
9
月

～
1
2
月

果
実

は
長

さ
2
.1

～
2
.3

㎜
の

長
楕

円
形

、
淡

褐
色

－
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

タ
ツ

ナ
ミ

ソ
ウ

の
変

形
種

植
え

替
え

と
同

時
に

行
う

。
茎

や
地

下
茎

が
絡

み
合

っ
て

き
れ

い
に

分
け

に
く
い

の
で

、
あ

ま
り

小
分

け
に

せ
ず

株
を

3
つ

か
ら

4
つ

に
分

割
す

る
。

6
月

か
ら

7
月

に
、

成
長

し
た

茎
を

切
っ

て
清

潔
な

用
土

に
さ

す
。

根
づ

い
た

ら
ポ

ッ
ト

に
鉢

上
げ

し
て

お
く
。

普
通

の
さ

し
芽

の
要

領
で

よ
く
つ

く
。

【
近

縁
在

来
種

】
タ

ツ
ナ

ミ
ソ

ウ
、

オ
カ

タ
ツ

ナ
ミ

ソ
ウ

 湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
9
月

～
1
0
月

果
実

（
頴

果
）

は
長

さ
約

3
㎜

の
細

い
棒

状
、

下
半

部
が

紫
色

を
帯

び
る

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
無

八
丈

島
で

は
全

草
を

煎
じ

て
染

め
た

も
の

を
黄

八
丈

と
呼

ぶ
。

【
出

芽
期

】
5
～

6
月

情
報

な
し

開
花

期
：

4
月

～
6
月

果
実

は
4
分

果
、

熟
す

と
大

き
な

萼
の

上
唇

が
取

れ
下

唇
が

受
皿

の
よ

う
に

残
る

。
分

果
は

長
さ

1
～

1
.2

㎜
突

起
が

密

茎
頂

の
花

穂
に

同
じ

方
向

を
向

い
た

多
数

の
青

紫
色

の
唇

形
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

特
に

な
し

情
報

な
し

開
花

期
：

5
月

情
報

な
し

赤
い

実
情

報
な

し
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

シ
シ

ウ
ド

○

セ
リ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

A
n
ge

lic
a

pu
be

sc
e
n
s

山
地

1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

シ
ハ

イ
ス

ミ
レ

ス
ミ

レ
科

本
州

（
中

部
地

方
以

西
）
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

V
io

la
 v

io
la

c
e
a

山
地

3
c
m

～
8
c
m

多
年

草
自

動
散

布

シ
バ

ス
ゲ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

C
ar

e
x

n
e
rv

at
a

丘
陵

、
山

地
1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

シ
ャ

ジ
ク

ソ
ウ

○

マ
メ

科
北

海
道

、
本

州
(長

野
県

、
群

馬
県

、
宮

城
県

）

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

T
ri
fo

liu
m

lu
pi

n
as

te
r

低
地

、
山

地
1
5
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

シ
ラ

ヤ
マ

ギ
ク

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

・
挿

し
木

刈
り

取
り

残
渣

○

A
st

e
r 

sc
ab

e
r

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

根
茎

は
短

く
、

横
に

這
う

。
匐

枝
を

出
し

、
広

が
り

、
疎

生
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
チ

ャ
シ

バ
ス

ゲ
、

カ
ミ

カ
ワ

ス
ゲ

乾
い

た
場

所
開

花
期

：
6
月

～
8
月

果
実

は
4
分

果
。

分
果

は
長

さ
2
～

7
㎜

葉
の

脇
か

ら
出

す
花

柄
に

5
～

6
個

の
淡

紅
色

の
蝶

形
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

「
車

軸
草

」
の

名
前

は
、

葉
が

車
輪

の
軸

の
よ

う
に

付
く
た

め
。

夏
の

高
原

を
彩

る
代

表
植

物
の

一
つ

株
分

け
は

春
か

秋
に

行
う

。
【
近

縁
在

来
種

】
ギ

ン
リ

ョ
ウ

ソ
ウ

、
ア

キ
ノ

ギ
ン

リ
ョ
ウ

ソ
ウ

日
当

た
り

の
よ

い
乾

い
た

場
所

開
花

期
：

4
月

～
5
月

果
実

は
長

さ
約

1
.8

㎜
、

3
稜

形
－

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ウ
ド

に
似

て
い

る
が

、
強

剛
な

の
で

、
イ

ノ
シ

シ
が

食
う

の
に

ウ
ド

と
見

て
名

づ
け

ら
れ

た
と

い
わ

れ
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ハ

ナ
ウ

ド
、

オ
オ

ハ
ナ

ウ
ド

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
3
月

～
5
月

情
報

な
し

淡
紅

紫
色

か
ら

濃
紅

紫
色

の
花

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

の
由

来
は

、
葉

の
裏

が
紫

色
を

帯
び

る
こ

と
か

ら
【
近

縁
在

来
種

】
マ

キ
ノ

ス
ミ

レ
、

ヒ
ナ

ス
ミ

レ

や
や

湿
っ

た
日

当
た

り
の

よ
い

と
こ

ろ

開
花

期
：

8
月

～
7
月

果
実

は
長

さ
7

～
9
㎜

、
幅

5
～

7
㎜

。
翼

は
広

く
、

2
個

に
分

果
し

、
向

き
合

っ
て

つ
く
。

茎
先

に
複

数
の

散
形

花
序

に
小

さ
な

白
い

花

食
用

（
葉

）
と

し
て

使
用

可
俳

句
　

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

[ム
コ

ナ
（
婿

菜
）
]

花
が

白
色

で
山

に
生

え
る

菊
で

あ
る

こ
と

か
ら

「
シ

ラ
ヤ

マ
ギ

ク
」
と

名
付

け
ら

れ
た

。
株

分
け

は
2
月

か
ら

3
月

の
芽

出
し

直
前

に
行

う
。

長
い

地
下

茎
を

半
分

か
1
/
3
ほ

ど
に

切
っ

て
も

良
い

。
古

い
親

株
は

弱
い

芽
し

か
な

い
の

で
切

り
捨

て
て

整
理

す
る

。
挿

し
木

は
、

5
月

か
ら

6
月

に
よ

く
伸

び
て

い
る

新
芽

を
切

り
取

り
、

清
潔

な
用

土
に

さ
す

。

湿
性

の
低

い
場

所
か

ら
や

や
乾

燥
し

た
場

所

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

痩
果

は
長

さ
2
.5

～
3
(4

)㎜
、

冠
毛

は
褐

色
を

帯
び

、
長

さ
3
.5

～
4
.2

㎜

白
色

の
花

春
の

若
芽

を
食

用
と

し
て

使
用

可 俳
句

の
季

語
広

く
野

菊
の

仲
間

と
し

て
詠

わ
れ

る

人
体

：
無

畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
・
ク

ロ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

シ
ロ

ヨ
メ

ナ
キ

ク
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

・
挿

し
木

○

A
st

e
r

ag
e
ra

to
id

e
s

ss
p.

le
io

ph
yl

lu
s

情
報

な
し

3
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ス
イ

バ

○

タ
デ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

R
u
m

e
x

ac
e
to

sa
低

地
、

丘
陵

3
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ス
ズ

サ
イ

コ

○

ガ
ガ

イ
モ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

刈
り

取
り

残
渣

V
in

c
e
to

xi
c
u
m

py
c
n
o
st

e
lm

a
丘

陵
、

山
地

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

○

イ
ネ

科
日

本
全

土
そ

う
生

形
－

種
子

P
o
a 

an
n
u
a

情
報

な
し

1
0
c
m

～
1
5
c
m

一
・
二

年
草

情
報

な
し

ス
ズ

メ
ノ

チ
ャ

ヒ
キ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

B
ro

m
u
s

ja
po

n
ic

u
s

情
報

な
し

3
0
c
m

～
7
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

別
名

[す
か

ん
ぽ

]
雌

雄
異

株
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
近

縁
外

来
種

】
ヒ

メ
ス

イ
バ

、
ア

レ
チ

ギ
シ

ギ
シ

【
近

縁
在

来
種

】
ギ

シ
ギ

シ
、

ナ
ガ

バ
ギ

シ
ギ

シ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
6
月

～
7
月

袋
果

は
細

長
く
、

長
さ

約
5
㎝

葉
腋

か
ら

の
花

序
に

直
径

1
～

2
c
m

の
黄

褐
色

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
有

（
準

絶
滅

危
惧

）
都

道
府

県
：
有

日
中

に
は

花
は

閉
じ

て
い

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
フ

ナ
バ

ラ
ソ

ウ
　

 タ
チ

カ
モ

メ
ヅ

ル
、

ク
サ

タ
チ

バ
ナ

、
ク

サ
ナ

ギ
オ

ゴ
ケ

、
コ

バ
ノ

カ
モ

メ
ヅ

ル
、

 コ
カ

モ
メ

ヅ
ル

比
較

的
湿

性
の

低
い

場
所

開
花

期
：

4
～

6
月

果
期

に
内

花
被

が
う

ち
わ

の
よ

う
に

な
っ

て
痩

果
を

包
む

。
種

子
は

3
稜

形
の

痩
果

（
約

2
㎜

)。
黒

褐
色

で
光

沢

雌
花

は
赤

い
花

柱
食

用
と

し
て

使
用

可
薬

草
と

し
て

利
用

可
季

語

人
体

：
有

(か
ぶ

れ
る

場
合

が
あ

る
)

花
粉

症
の

原
因

の
ア

レ
ル

ゲ
ン

半
陰

地
の

林
内

・
林

縁
開

花
期

：
9
月

～
1
1
月

果
実

は
長

さ
2

～
3
㎜

、
冠

毛
の

長
さ

3
～

4
㎜

茎
の

頂
に

白
色

の
花

万
葉

集
に

登
場

　
季

語
食

用
に

使
用

可

人
体

：
無

畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
・
ク

ロ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

秋
の

林
縁

を
白

く
彩

る
野

菊
株

分
け

は
2
月

か
ら

3
月

の
芽

出
し

直
前

に
行

う
。

長
い

地
下

茎
を

半
分

か
1
/
3
ほ

ど
に

切
っ

て
も

良
い

。
古

い
親

株
は

弱
い

芽
し

か
な

い
の

で
切

り
捨

て
て

整
理

す
る

。
挿

し
木

は
5
月

か
ら

6
月

に
、

よ
く
伸

び
て

い
る

新
芽

を
切

り
取

り
、

清
潔

な
用

土
に

さ
す

。
【
近

縁
在

来
種

】
カ

ン
ト

ウ
ヨ

メ
ナ

、
ユ

ウ
ガ

ギ
ク

、
ノ

コ
ン

ギ
ク

、
シ

ラ
ヤ

マ
ギ

ク
、

リ
ュ

ウ
ノ

ギ
ク

、
シ

オ
ン

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ど
こ

で
も

見
ら

れ
る

雑
草

。
小

さ
な

体
を

利
し

て
あ

ら
ゆ

る
所

に
出

現
【
出

芽
期

】
1
0
～

1
1
月

、
3
～

5
月

【
近

縁
外

来
種

】
ア

オ
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
【
近

縁
在

来
種

】
ツ

ク
シ

ス
ズ

メ
ノ

カ
タ

ビ
ラ

情
報

な
し

開
花

期
：

5
月

～
7
月

果
実

は
扁

平
、

長
さ

6
～

7
㎜

、
先

端
に

毛
が

あ
る

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

北
ア

メ
リ

カ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

な
ど

に
帰

化
種

子
は

重
力

散
布

（
左

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
9
～

1
1
月

【
近

縁
在

来
種

】
カ

ラ
ス

ノ
チ

ャ
ヒ

キ
、

ハ
マ

チ
ャ

ヒ
キ

湿
っ

た
所

成
長

期
：

1
0
月

～
7
月

開
花

期
：

3
月

～
6
月

護
穎

の
長

さ
は

3
㎜

穎
果

は
長

さ
約

1
.5

㎜
の

披
針

形
、

淡
褐

色

－
情

報
な

し
人

体
：
無

畑
地

：
害

草
（
強

）
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ス
ズ

メ
ノ

ヒ
エ

○

イ
ネ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

P
as

pa
lu

m
th

u
n
be

rg
ii

低
地

、
丘

陵
、

山
地

4
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ス
ズ

メ
ノ

ヤ
リ

○

イ
グ

サ
科

日
本

全
土

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

L
u
zu

la
c
ap

it
at

a
低

地
、

丘
陵

1
0
c
m

～
4
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布
ア

リ
散

布

ス
ズ

ラ
ン

○

ユ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

C
o
n
va

lla
ri
a

ke
is

ke
i

山
地

、
亜

高
山

2
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ス
ミ

レ

○

ス
ミ

レ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
、

株
分

け
栄

養
繁

殖
そ

の
他

根
伏

せ

○

V
io

la
m

an
ds

h
u
ri
c
a

丘
陵

、
山

地
1
0
c
m

～
1
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布
ア

リ
散

布

セ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

日
本

全
土

つ
る

形
常

緑
性

種
子

○

C
le

m
at

is
te

rn
if
lo

ra
丘

陵
、

山
地

－
木

本
類

風
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
の

形
が

大
工

道
具

の
墨

入
れ

に
似

て
い

る
こ

と
か

ら
「
ス

ミ
レ

」
と

名
付

け
ら

れ
た

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
ス

ミ
レ

、
 ア

リ
ア

ケ
ス

ミ
レ

、
 ヒ

メ
ス

ミ
レ

、
ノ

ジ
ス

ミ
レ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

結
実

期
：

1
0
～

1
2
月

痩
果

は
扁

平
で

花
柱

が
伸

び
た

白
い

羽
毛

状
の

毛
を

つ
け

る

円
錐

花
序

に
白

色
の

花
薬

草
（
葉

と
根

）
と

し
て

利
用

可
人

体
：
葉

・
茎

に
毒

性
、

皮
膚

・
粘

膜
に

炎
症

/
水

泡
農

地
：
さ

び
病

の
中

間
宿

主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

種
子

に
つ

く
白

い
長

い
毛

の
集

ま
り

を
仙

人
の

ヒ
ゲ

に
た

と
え

た
の

が
名

前
の

由
来

と
い

う
説

が
一

般
的

【
近

縁
在

来
種

】
ボ

タ
ン

ヅ
ル

、
コ

ボ
タ

ン
ヅ

ル

日
当

た
り

の
よ

い
と

こ
ろ

成
長

期
：

2
～

6
月

開
花

期
：

3
月

～
6
月

結
実

期
：

5
～

1
0
月

実
は

さ
く
果

種
子

は
倒

卵
形

で
、

茶
褐

色
～

黒
色

、
長

さ
約

1
.5

～
1
.8

m
m

濃
い

紫
色

の
可

憐
な

花
春

の
季

語
　

観
賞

用
栽

培
　

遊
び

に
利

用
　

食
用

と
し

て
使

用
可

　
万

葉
集

に
登

場
　

庶
物

類
纂

図
翼

に
掲

載

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

こ
の

属
の

植
物

は
6
0
-
8
0
種

あ
る

と
さ

れ
る

。
日

本
に

約
十

種
あ

る
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
種

子
は

ア
リ

散
布

の
他

、
重

力
散

布
（
左

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
9
～

1
0
月

半
日

陰
で

、
水

は
け

の
よ

い
土

壌

成
長

期
：

4
月

～
8
月

開
花

期
：

5
月

～
6
月

実
は

球
形

で
赤

く
熟

す
芳

香
の

あ
る

「
鈴

」
の

よ
う

な
白

い
花

オ
レ

ン
ジ

色
の

実

観
賞

用
、

香
水

等
に

利
用

俳
句

　
初

夏
の

季
語

人
体

：
有

毒
（
全

草
）

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

　
[君

影
草

（
キ

ミ
カ

ゲ
ソ

ウ
）
]

鈴
の

よ
う

な
白

花
を

十
数

個
下

垂
し

て
咲

か
せ

る
。

 芳
香

が
あ

り
、

香
水

の
原

料
に

も
な

る
。

1
0
月

中
旬

～
1
1
月

下
旬

、
ま

た
は

3
月

の
休

眠
期

に
地

下
茎

を
4

～
5
芽

く
ら

い
に

切
っ

て
株

分
け

す
る

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

乾
燥

性
：
普

通
～

強
い

　
　

・
耐

陰
性

：
有

・
耐

暑
性

：
普

通
～

強
い

　
　

　
・
耐

寒
性

：
強

い

乾
い

た
場

所
成

長
期

：
3
月

～
9
月

開
花

期
：

3
月

～
5
月

種
子

は
長

さ
1
.1

～
1
.2

㎜
、

熟
す

と
頭

部
の

方
か

ら
黒

褐
色

に
な

る

4
～

5
個

の
小

さ
な

花
が

密
に

集
ま

っ
た

径
１

ｃ
ｍ

前
後

の
球

形
の

頭
花

情
報

な
し

情
報

な
し

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
7
月

～
1
0
月

果
実

は
円

形
、

腹
面

は
偏

平
、

乳
白

色
、

径
2
m

m

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
無

雀
の

食
べ

る
ヒ

エ
に

な
ぞ

ら
え

た
も

の
と

し
て

い
る

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

種
子

は
重

力
散

布
（
左

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
4
～

7
月

【
近

縁
外

来
種

】
ア

メ
リ

カ
ス

ズ
メ

ノ
ヒ

エ
【
近

縁
在

来
種

】
ス

ズ
メ

ノ
コ

ビ
エ

、
ナ

ガ
バ

ス
ズ

メ
ノ

ヒ
エ

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

セ
ン

ボ
ン

ヤ
リ

キ
ク

科
日

本
全

土
ロ

ゼ
ッ

ト
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

L
e
ib

n
it
zi

a
an

an
dr

ia
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
風

散
布

タ
カ

ト
ウ

ダ
イ

○

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

○

E
u
ph

o
rb

ia
pe

ki
n
e
n
si

s
丘

陵
、

山
地

5
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

タ
ガ

ネ
ソ

ウ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

si
de

ro
st

ic
ta

情
報

な
し

1
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

タ
チ

コ
ゴ

メ
グ

サ

○

ゴ
マ

ノ
ハ

グ
サ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

E
u
ph

ra
si

a
m

ax
im

o
w

ic
zi

i
山

地
、

亜
高

山
2
0
c
m

～
3
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

タ
チ

シ
オ

デ
ユ

リ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

○

S
m

ila
x

n
ip

po
n
ic

a
丘

陵
、

山
地

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ス
ゲ

と
し

て
は

幅
の

広
い

葉
形

を
鍛

冶
屋

の
使

う
た

が
ね

に
見

立
て

、
和

名
の

由
来

と
な

っ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ケ

タ
ガ

ネ
ソ

ウ
、

サ
サ

ノ
ハ

ス
ゲ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
4

～
5
㎜

、
中

に
1
0
数

個
の

種
子

が
入

る

無
柄

の
小

さ
な

花 花
冠

は
白

色
で

紫
の

す
じ

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

自
分

で
も

光
合

成
を

し
、

他
の

植
物

に
寄

生
す

る
半

寄
生

植
物

【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ヤ
マ

コ
ゴ

メ
グ

サ
、

ト
ガ

ク
シ

コ
ゴ

メ
グ

サ

林
床

結
実

期
：

4
月

～
5
月

痩
果

は
密

に
果

胞
に

包
ま

れ
楕

円
形

。
長

さ
2
.5

-
3
㎜

、
幅

1
.1

～
1
.4

㎜
で

鈍
3
稜

形
。

褐
色

～
紫

褐
色

で
光

沢
あ

り

－
情

報
な

し
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

先
端

に
つ

く
閉

鎖
花

を
大

名
行

列
の

千
本

槍
に

見
立

て
た

名
前

日
当

た
り

の
良

い
草

地
成

長
期

：
4
～

3
月

開
花

期
：

6
月

～
7
月

蒴
果

は
長

さ
4
.5

㎜
、

幅
4
-

4
.5

㎜
の

球
形

。
種

子
は

長
さ

2
㎜

、
幅

1
.5

-
2
㎜

の
広

楕
円

形
。

暗
褐

色
、

わ
ず

か
に

光
沢

壺
形

の
黄

緑
色

の
杯

状
花

序 葉
は

秋
に

全
体

が
紅

葉

情
報

な
し

人
体

：
毒

性
あ

り 農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ポ
イ

ン
セ

チ
ア

の
仲

間
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ナ
ノ

タ
イ

ゲ
キ

、
ハ

ク
サ

ン
タ

イ
ゲ

キ
、

イ
ブ

キ
タ

イ
ゲ

キ
、

ト
ウ

タ
カ

ト
ウ

ダ
イ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
月

～
1
1
月

開
花

期
：

4
月

7
㎜

、
冠

毛
を

含
め

た
長

さ
1
7

㎜

春
は

白
い

頭
花

、
秋

は
閉

鎖
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

雌
雄

異
株

【
近

縁
在

来
種

】
シ

オ
デ

、
ホ

ソ
バ

タ
チ

シ
オ

デ
情

報
な

し
開

花
期

：
5
月

～
6
月

果
実

は
直

径
6

～
7
㎜

、
球

形
の

液
果

、
粉

白
を

帯
び

、
黒

く
熟

す
種

子
は

赤
色

黒
い

実
情

報
な

し
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ

○

ス
ミ

レ
科

日
本

全
土

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
･挿

し
木

栄
養

繁
殖

○

V
io

la
gr

yp
o
c
e
ra

s
低

地
、

丘
陵

5
c
m

～
1
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布
ア

リ
散

布

タ
ム

ラ
ソ

ウ

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

S
e
rr

at
u
la

c
o
ro

n
at

a
ss

p.
in

su
la

ri
s

山
地

5
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

チ
ゴ

ユ
リ

ユ
リ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

D
is

po
ru

m
sm

ila
c
in

u
m

丘
陵

、
山

地
1
5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

チ
ダ

ケ
サ

シ

○

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

情
報

な
し

○

A
st

ilb
e

m
ic

ro
ph

yl
la

情
報

な
し

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

チ
チ

コ
グ

サ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

G
n
ap

h
al

iu
m

ja
po

n
ic

u
m

低
地

5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
風

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

雑
草

、
全

体
に

色
み

が
少

な
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
【
出

芽
期

】
9
～

1
1
月

【
近

縁
外

来
種

】
チ

チ
コ

グ
サ

モ
ド

キ
、

ウ
ラ

ジ
ロ

チ
チ

コ
グ

サ
、

ウ
ス

ベ
ニ

チ
チ

コ
グ

サ
、

タ
チ

チ
チ

コ
グ

サ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
4
月

～
1
0
月

結
実

期
：

5
月

～
9
月

痩
果

は
長

さ
0
.8

～
1
.0

㎜
、

表
面

に
乳

頭
状

突
起

有
。

長
さ

約
3
㎜

の
冠

毛
が

1
列

に
つ

く
。

冠
毛

の
基

部
は

離
性

。

茎
の

頂
に

茶
褐

色
の

頭
花

俳
句

晩
春

の
季

語
人

体
：
無

畑
地

：
害

草
（
小

）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

小
さ

な
花

を
稚

児
に

た
と

え
ら

れ
た

名
前

親
株

は
細

い
地

下
茎

を
伸

ば
し

て
3
～

5
芽

に
ふ

え
る

。
親

株
と

地
下

茎
は

休
眠

中
に

枯
れ

て
な

く
な

る
の

で
、

植
え

替
え

れ
ば

自
然

に
株

分
け

し
た

こ
と

に
な

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
エ

ダ
ウ

チ
チ

ゴ
ユ

リ
、

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ

日
の

当
た

る
場

所
開

花
期

：
6
～

8
月

情
報

な
し

円
錐

花
序

に
多

数
の

紫
紅

色
の

花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

し
ば

し
ば

、
花

屋
さ

ん
で

「
ア

ス
チ

ル
ベ

」
と

し
て

販
売

さ
れ

て
い

る
花 【
近

縁
在

来
種

】
ハ

ナ
チ

ダ
ケ

サ
シ

、
ア

カ
シ

ョ
ウ

マ
、

ト
リ

ア
シ

シ
ョ

ウ
マ

常
に

あ
る

程
度

の
湿

り
気

の
あ

る
場

所

開
花

期
：

4
月

～
5
月

液
果

は
7
～

1
0

㎜
、

黒
青

色
に

熟
す

。
種

子
は

果
実

に
1
～

6
個

入
り

、
長

さ
約

4
㎜

の
卵

形
～

半
球

形
～

球
形

下
向

き
に

咲
く

白
い

花
黒

い
実

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

日
本

を
代

表
す

る
ス

ミ
レ

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

。
株

が
自

然
に

分
か

れ
る

部
分

で
分

け
て

植
え

る
。

6
月

～
7
月

、
明

る
い

日
影

で
土

が
乾

か
な

い
よ

う
に

管
理

。
【
種

子
の

保
存

性
】
冷

蔵
庫

で
1
～

2
か

月
間

、
湿

ら
せ

た
川

砂
と

混
ぜ

て
保

管
（
低

温
湿

潤
処

理
）

【
生

育
特

性
】
　

・
耐

暑
性

：
強

い
　

　
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ガ
バ

ノ
タ

チ
ツ

ボ
ス

ミ
レ

 ニ
オ

イ
タ

チ
ツ

ボ
ス

ミ
レ

、
ケ

イ
リ

ュ
ウ

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ
、

 ツ
ヤ

ス
ミ

レ
、

 オ
オ

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ
、

ツ
ル

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

痩
果

は
長

さ
約

6
㎜

の
円

柱
形

、
冠

毛
は

淡
褐

色
、

長
さ

約
1
2
㎜

茎
先

に
紅

紫
色

の
頭

花
筒

状
花

だ
け

で
構

成

俳
句

初
秋

の
季

語
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

日
本

に
自

生
す

る
の

は
1
種

の
み

3
月

の
植

え
替

え
で

株
分

け
す

る
が

、
古

い
株

よ
り

も
若

い
株

を
優

先
的

に
選

び
、

こ
れ

を
肥

培
し

た
ほ

う
が

よ
い

花
が

見
ら

れ
る

。

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
3
～

9
月

開
花

期
：

2
月

～
5
月

開
い

た
殻

の
長

さ
は

１
～

２
c
m

ほ
ど

で
、

種
は

１
m

m
以

下

淡
い

紫
色

の
花

観
賞

用
栽

培
に

利
用

可
　

一
般

的
で

は
な

い
が

食
用

と
し

て
使

用
可

　
季

語
万

葉
集

等
に

「
つ

ぼ
す

み
れ

」
が

詠
わ

れ
る

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

チ
ョ
ウ

セ
ン

ガ
リ

ヤ
ス

イ
ネ

科
北

海
道

か
ら

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
le

is
to

ge
n
e
s

h
ac

ke
lii

情
報

な
し

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ツ
ク

シ
ハ

ギ
マ

メ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

○

L
e
sp

e
de

za
h
o
m

o
lo

ba
山

地
2
0
0
c
m

～
4
0
0
c
m

木
本

類
自

動
散

布

ツ
ボ

ク
サ

○

セ
リ

科
本

州
（
関

東
以

西
）
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

C
e
n
te

lla
as

ia
ti
c
a

低
地

、
丘

陵
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ツ
メ

ク
サ

○

ナ
デ

シ
コ

科
日

本
全

土
そ

う
生

形
－

種
子

S
ag

in
a

ja
po

n
ic

a
低

地
、

丘
陵

2
c
m

～
2
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

ツ
ユ

ク
サ

○

ツ
ユ

ク
サ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

－
種

子
株

分
け

○

C
o
m

m
e
lin

a
c
o
m

m
u
n
is

情
報

な
し

2
0
c
m

～
5
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

福
岡

県
で

最
初

に
見

つ
け

ら
れ

た
。

湿
っ

た
場

所
成

長
期

：
3
～

1
0
月

開
花

期
：

6
月

～
8
月

果
実

は
緑

色
で

堅
く
、

中
央

が
く
び

れ
る

。
長

さ
は

2
～

3
m

m
、

幅
3
～

4
m

m
で

毛
は

な
い

暗
紫

色
の

花
弁

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
は

地
面

を
這

い
、

節
よ

り
根

を
出

す
。

種
子

は
重

力
散

布
（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

【
近

縁
在

来
種

】
チ

ド
メ

グ
サ

、
ノ

チ
ド

メ
、

オ
オ

チ
ド

メ
：

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

豆
果

は
長

さ
8
m

m
の

広
倒

卵
形

で
伏

毛
が

あ
る

枝
先

の
葉

の
脇

の
総

状
花

序
に

多
数

の
淡

紅
紫

色
の

蝶
形

花
葉

は
紅

葉
（
黄

色
）

季
語

情
報

な
し

乾
燥

し
た

場
所

開
花

期
：

8
月

～
9
月

果
実

は
挟

披
針

形
、

鈍
頭

、
乳

白
色

、
長

さ
4
m

m

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

海
岸

の
乾

燥
し

た
岩

場
に

生
育

す
る

。

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

和
名

は
葉

の
形

が
鳥

の
爪

に
似

て
い

る
こ

と
に

よ
る

。
種

子
は

重
力

散
布

（
散

布
型

区
分

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
9
～

6
月

や
や

湿
っ

た
空

き
地

や
道

ば
た

成
長

期
：

3
月

～
1
0
月

開
花

期
：

6
月

～
9
月

種
子

は
3
m

m
程

度
鮮

や
か

な
青

色
の

花
食

用
と

し
て

の
使

用
可

庶
物

類
纂

図
翼

に
掲

載
俳

句
初

秋
の

季
語

万
葉

集
に

登
場

人
体

：
無

畑
地

：
夏

作
物

の
強

害
草

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

「
ア

オ
バ

ナ
」
「
ホ

ウ
シ

バ
ナ

」
。

花
の

色
は

水
洗

い
す

る
と

溶
け

て
流

れ
る

こ
と

か
ら

、
以

前
は

染
物

の
下

絵
を

描
く
時

に
使

わ
れ

た
。

種
子

は
重

力
散

布
（
左

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
出

芽
期

】
4
～

7
月

【
近

縁
在

来
種

】
ケ

ツ
ユ

ク
サ

　
オ

ニ
ツ

ユ
ク

サ
、

ヒ
メ

オ
ニ

ツ
ユ

ク
サ

　
ウ

ス
イ

ロ
ツ

ユ
ク

サ

や
や

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
4
～

7
月

種
子

は
広

卵
形

で
こ

ま
か

い
と

が
っ

た
突

起
が

あ
る

白
い

5
弁

花
情

報
な

し
情

報
な

し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ツ
リ

ガ
ネ

ニ
ン

ジ
ン

○

キ
キ

ョ
ウ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
・
挿

し
木

刈
り

取
り

残
渣

○

A
de

n
o
ph

o
ra

tr
ip

h
yl

la
va

r.
ja

po
n
ic

a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ツ
ル

ニ
ン

ジ
ン

キ
キ

ョ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

○

C
o
do

n
o
ps

is
la

n
c
e
o
la

ta
山

地
、

亜
高

山
2
0
0
c
m

～
多

年
草

風
散

布

ツ
ル

ボ

○

ユ
リ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣
分

球

S
c
ill
a

sc
ill
o
id

e
s

山
地

1
0
c
m

～
2
5
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ツ
ル

リ
ン

ド
ウ

リ
ン

ド
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

･挿
し

木

○

T
ri
pt

e
ro

sp
e
rm

u
m

 j
ap

o
n
ic

u
m

山
地

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
風

散
布

テ
イ

カ
カ

ズ
ラ

キ
ョ
ウ

チ
ク

ト
ウ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

温
暖

な
場

所
つ

る
形

常
緑

性
成

長
期

：
4
月

～
1
0
月

開
花

期
：

5
月

～
6
月

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

○

T
ra

c
h
e
lo

sp
e
r

m
u
m

as
ia

ti
c
u
m

f.
in

te
rm

e
di

u
m

山
地

－
木

本
類

風
散

布

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

風
通

し
の

良
い

日
な

た
～

半
日

陰

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

種
子

は
1
.3

m
m

程
度

 片
側

に
狭

い
翼

が
あ

る

円
錐

花
序

に
青

紫
色

の
釣

鐘
状

花

食
用

と
し

て
使

用
可

　
薬

用
と

し
て

利
用

可
俳

句
　

初
秋

の
季

語

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
・
ク

ロ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

別
名

「
ト

ト
キ

」
花

を
釣

り
鐘

に
、

太
い

根
を

高
麗

人
参

の
根

に
見

立
て

て
名

付
け

ら
れ

た
。

梅
雨

期
の

6
月

～
7
月

初
旬

が
適

期
【
種

子
の

保
存

性
】
冷

蔵
保

存
可

（
期

間
不

明
）

【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
ツ

リ
ガ

ネ
ニ

ン
ジ

ン
、

ハ
ク

サ
ン

シ
ャ

ジ
ン

 、
サ

イ
ヨ

ウ
シ

ャ
ジ

ン
、

フ
ク

シ
マ

シ
ャ

ジ
ン

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
は

あ
ま

り
目

立
た

な
い

が
、

果
実

が
非

常
に

よ
く
目

立
つ

。
【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

ツ
ル

リ
ン

ド
ウ

木
陰

成
長

期
：

4
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

種
子

は
長

さ
約

2
㎜

、
狭

い
翼

が
あ

る
。

果
実

が
裂

開
し

た
よ

う
に

見
え

る
も

の
が

あ
っ

た

葉
の

脇
に

淡
紫

色
の

花
紅

紫
色

の
実

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

白
く
て

太
い

根
が

朝
鮮

人
参

に
似

て
い

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
シ

ブ
カ

ワ
ニ

ン
ジ

ン
、

バ
ア

ソ
ブ

日
当

た
り

の
よ

い
と

こ
ろ

成
長

期
：

4
月

～
3
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

実
は

さ
く
果

種
子

は
3
.5

m
m

程
度

花
茎

先
端

の
総

状
花

序
に

密
に

淡
紅

紫
色

の
花

薬
草

と
し

て
利

用
可

（
外

用
薬

）
救

荒
植

物
（
飢

饉
の

際
に

食
糧

と
な

る
植

物
）
と

し
て

利
用

可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

[参
内

傘
（
サ

ン
ダ

イ
ガ

サ
）
]

春
と

秋
の

2
回

葉
を

出
す

情
報

な
し

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

種
子

は
淡

褐
色

、
大

き
な

翼
が

あ
り

、
翼

も
含

め
た

長
さ

約
5
㎜

広
鐘

形
の

緑
色

の
花

。
内

側
は

紫
褐

色

若
芽

、
若

葉
と

根
を

食
用

と
し

て
使

用
可

根
を

生
薬

と
し

て
利

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

種
子

は
長

さ
1
5

～
2
5
㎜

の
線

形
、

先
端

に
長

い
種

髪
（
冠

毛
状

の
長

毛
）
が

あ
る

葉
腋

や
枝

先
に

房
状

（
集

散
花

序
）
に

ス
ク

リ
ュ

ー
型

の
多

数
の

白
い

花
。

芳
香

あ
り

人
体

：
葉

、
枝

に
毒

性
、

樹
液

は
か

ぶ
れ

畑
地

：
情

報
な

し

花
つ

き
も

よ
く
丈

夫
6
月

上
旬

か
ら

8
月

上
旬

に
さ

し
木

で
ふ

や
す

。
そ

の
年

に
出

た
枝

に
葉

を
2
～

3
枚

つ
け

て
長

さ
1
0
c
m

ほ
ど

で
切

り
、

3
0
分

ほ
ど

水
あ

げ
し

て
、

赤
玉

土
小

粒
、

鹿
沼

土
、

さ
し

木
用

用
土

な
ど

に
さ

す
。

【
近

縁
在

来
種

】
チ

ョ
ウ

セ
ン

テ
イ

カ
カ

ズ
ラ

、
チ

ョ
ウ

ジ
カ

ズ
ラ

、
サ

カ
キ

カ
ズ

ラ
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

テ
リ

ハ
ノ

イ
バ

ラ

○

バ
ラ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

日
当

た
り

の
良

い
場

所
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
成

長
期

：
4
～

9
月

開
花

期
：

6
～

7
月

種
子

5
㎜

 果
実

は
直

径
約

7
㎜

の
卵

球
形

種
子

、
株

分
け

さ
し

芽
･挿

し
木

、
取

り
木

、
そ

の
他

枝
先

に
白

い
5

弁
花

赤
い

実

人
体

：
刺

有
り

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

○

R
o
sa

w
ic

h
u
ra

ia
n
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

－
木

本
類

動
物

散
布

テ
ン

ツ
キ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
日

本
全

土
そ

う
生

形
－

種
子

F
im

br
is

ty
lis

di
c
h
o
to

m
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
8
0
c
m

一
・
二

年
草

情
報

な
し

ト
ダ

シ
バ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

A
ru

n
di

n
e
lla

h
ir
ta

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
1
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ト
ボ

シ
ガ

ラ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

F
e
st

u
c
a

pa
rv

ig
lu

m
a

丘
陵

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ト
リ

ア
シ

シ
ョ
ウ

マ

○

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

北
海

道
、

本
州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

A
st

ilb
e

th
u
n
be

rg
ii

va
r.
c
o
n
ge

st
a

山
地

、
亜

高
山

4
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

の
由

来
は

小
穂

が
上

向
き

で
、

天
を

突
く
意

味
か

ら
と

す
る

説
と

、
小

穂
で

点
を

つ
け

る
点

つ
き

と
い

う
説

が
あ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ク

グ
テ

ン
ツ

キ

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

半
日

陰
の

場
所

開
花

期
：

7
～

8
月

種
子

は
片

側
に

4
～

5
個

入
り

、
長

さ
約

2
㎜

、
褐

色

茎
先

に
円

錐
花

序
に

小
さ

な
白

い
花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

埼
玉

県
の

戸
田

原
に

多
か

っ
た

こ
と

か
ら

こ
の

名
が

つ
い

た
。

ま
と

い
に

下
げ

た
細

紐
に

花
穂

が
似

て
い

る
。

【
種

子
の

保
存

性
】
7
年

間
の

常
温

保
存

が
可

能
【
近

縁
在

来
種

】
ケ

ト
ダ

シ
バ

、
ミ

ギ
ワ

ト
ダ

シ
バ

半
日

陰
開

花
期

：
5
月

～
6
月

果
実

は
長

さ
約

3
㎜

の
長

楕
円

形
、

紫
褐

色
、

腹
面

が
溝

状
に

窪
み

、
頭

部
に

毛
が

あ
る

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

小
柄

な
草

で
、

無
毛

【
近

縁
在

来
種

】
イ

ブ
キ

ト
ボ

シ
ガ

ラ
、

ヤ
マ

ト
ボ

シ
ガ

ラ
、

タ
カ

ネ
ソ

モ
ソ

モ

日
当

た
り

の
良

い
草

地
開

花
期

：
6
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
1
.8

～
2
㎜

、
暗

灰
色

～
暗

褐
色

。

－
情

報
な

し
情

報
な

し

や
や

湿
っ

た
草

地
開

花
期

：
7
月

～
1
0
月

果
実

の
長

さ
0
.7

-
1
.2

㎜
、

広
倒

卵
形

、
断

面
は

レ
ン

ズ
形

。
表

面
に

細
か

い
格

子
紋

あ
り

。
熟

し
た

後
、

栗
褐

色

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

名
の

由
来

は
、

若
芽

が
鳥

（
と

り
）
の

足
を

縮
め

た
よ

う
に

見
え

る
か

ら
株

分
け

に
よ

っ
て

ふ
や

す
。

【
近

縁
在

来
種

】
ア

カ
シ

ョ
ウ

マ
、

ミ
カ

ワ
シ

ョ
ウ

マ

－
情

報
な

し
情

報
な

し

草
に

隠
れ

る
よ

う
に

地
面

を
這

い
ま

わ
る

。
挿

し
木

：
取

り
木

の
方

が
や

り
や

す
い

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
【
近

縁
在

来
種

】
ノ

イ
バ

ラ
、

ヤ
マ

テ
リ

ハ
ノ

イ
バ

ラ
、

オ
オ

フ
ジ

イ
バ

ラ
、

ミ
ヤ

コ
イ

バ
ラ

、
ミ

ヤ
コ

イ
バ

ラ
、

ヤ
ブ

イ
バ

ラ
、

ヤ
マ

イ
バ

ラ
、

モ
リ

イ
バ

ラ
、

フ
ジ

イ
バ

ラ

俳
句

　
季

語
ハ

ナ
イ

バ
ラ

の
中

に
ふ

く
ま

れ
て

い
た

可
能

性
が

あ
る
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ナ
キ

リ
ス

ゲ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x 

le
n
ta

低
地

、
丘

陵
、

山
地

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ナ
ツ

ト
ウ

ダ
イ

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

○

E
u
ph

o
rb

ia
si

e
bo

ld
ia

n
a

丘
陵

、
山

地
4
0
c
m

～
多

年
草

自
動

散
布

ナ
ル

コ
ユ

リ
ユ

リ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

P
o
ly

go
n
at

u
m

fa
lc

at
u
m

山
地

5
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ナ
ワ

シ
ロ

イ
チ

ゴ

○

バ
ラ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

R
u
bu

s
pa

rv
if
o
liu

s
低

地
、

丘
陵

5
c
m

～
3
0
c
m

木
本

類
動

物
散

布

ナ
ン

テ
ン

ハ
ギ

マ
メ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

刈
り

取
り

残
渣

○

V
ic

ia
 u

n
iju

ga
山

地
、

丘
陵

5
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ナ
ン

テ
ン

の
葉

に
似

て
い

る
こ

と
か

ら
名

が
つ

い
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ヨ

ツ
バ

ハ
ギ

、
オ

オ
バ

ク
サ

フ
ジ

日
当

た
り

の
良

い
所

開
花

期
：

6
月

～
1
0
月

豆
果

は
長

さ
約

3
㎝

、
無

毛
葉

腋
に

多
数

の
紅

紫
色

の
蝶

形
花

食
用

（
若

芽
・

蕾
・
花

）
と

し
て

使
用

可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

別
名

[皐
月

苺
（
サ

ツ
キ

イ
チ

ゴ
）
]

苗
代

を
作

る
頃

に
熟

す
。

茎
は

木
質

化
し

棘
が

あ
る

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
。

【
近

縁
在

来
種

】
ウ

ラ
ジ

ロ
イ

チ
ゴ

（
エ

ビ
ガ

ラ
イ

チ
ゴ

）

情
報

な
し

成
長

期
：

3
月

～
9
月

開
花

期
：

5
月

～
6
月

3
㎜

 液
果

は
直

径
0
.7

～
1
c
m

で
黒

紫
色

に
熟

す

小
さ

な
ベ

ル
を

並
べ

た
よ

う
な

筒
状

の
白

い
花 花

冠
の

先
は

緑
色

薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
有

（
長

期
間

の
服

用
で

副
作

用
が

あ
る

）
畑

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
、

葉
が

ざ
ら

ざ
ら

し
て

い
て

、
菜

も
切

れ
る

と
の

意
味

【
近

縁
在

来
種

】
コ

ゴ
メ

ス
ゲ

、
オ

オ
ナ

キ
リ

ス
ゲ

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
4
月

～
5
月

種
子

は
広

卵
形

、
平

滑
杯

状
の

暗
赤

色
の

花
情

報
な

し
人

体
：
毒

、
茎

か
ら

出
る

汁
に

触
れ

る
と

炎
症

を
起

こ
す

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ク
ワ

ガ
タ

ム
シ

の
角

の
よ

う
な

不
思

議
な

形
の

腺
体

を
持

つ
。

挿
し

芽
に

は
頂

芽
を

利
用

。
切

り
口

か
ら

出
る

白
い

乳
液

を
よ

く
洗

い
流

し
て

か
ら

、
パ

ー
ラ

イ
ト

や
鹿

沼
土

な
ど

に
さ

す
。

【
近

縁
在

来
種

】
タ

カ
ト

ウ
ダ

イ
、

　
ト

ウ
ダ

イ
グ

サ

林
床

や
林

縁
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

結
実

期
：

8
月

～
1
0
月

痩
果

は
卵

形
、

長
さ

2
～

2
.3

m
m

、
断

面
は

レ
ン

ズ
形

で
こ

げ
茶

色
～

黒
色

で
光

沢
あ

り

－
情

報
な

し
情

報
な

し

日
当

た
り

の
い

い
と

こ
ろ

成
長

期
：

3
～

9
月

開
花

期
：

5
～

6
月

結
実

期
：

6
～

8
月

実
は

数
粒

の
核

果
か

ら
な

る
球

形
の

集
合

果
（
1
～

1
.5

c
m

）
で

、
橙

色
か

ら
暗

い
紅

色
に

熟
す

枝
先

や
葉

の
脇

か
ら

集
散

花
序 花

径
1
～

2
c
m

の
の

桃
色

の
花 橙

色
か

ら
暗

い
紅

色
の

実

果
実

を
食

用
と

し
て

使
用

可
俳

句
春

の
季

語

人
体

：
刺

有
り

農
地

：
情

報
な

し

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
の

わ
き

に
緑

白
色

の
筒

状
の

花
が

2
～

5
個

垂
れ

下
が

る
様

子
が

ベ
ル

を
並

べ
た

よ
う

で
こ

の
名

が
つ

い
た

。
適

期
は

早
春

の
芽

出
し

前
か

、
秋

の
落

葉
後

。
根

茎
は

枝
分

か
れ

し
て

ふ
え

る
の

で
、

分
か

れ
た

つ
け

根
の

と
こ

ろ
で

切
り

分
け

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ア

マ
ド

コ
ロ
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ニ
ガ

ナ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

○

Ix
e
ri
s 

de
n
ta

ta
低

地
、

丘
陵

、
山

地

2
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ヌ
カ

ボ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

A
gr

o
st

is
c
la

va
ta

ss
p.

m
at

su
m

u
r

ae

丘
陵

、
山

地
3
0
c
m

～
7
0
c
m

一
・
二

年
草

情
報

な
し

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

○

マ
メ

科
日

本
全

土
分

枝
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

刈
り

取
り

残
渣

○

D
e
sm

o
di

u
m

po
do

c
ar

pu
m

ss
p.

o
xy

ph
yl

lu
m

低
地

、
丘

陵
、

山
地

9
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ネ
コ

ハ
ギ

○

マ
メ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

刈
り

取
り

残
渣

○

L
e
sp

e
de

za
pi

lo
sa

情
報

な
し

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ネ
ジ

バ
ナ

○

ラ
ン

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
栄

養
繁

殖

S
pi

ra
n
th

e
s

si
n
e
n
si

s
va

r.
am

o
e
n
a

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

1
5
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
風

散
布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ヌ
カ

ボ
属

に
は

似
た

も
の

が
多

数
あ

り
未

だ
に

し
っ

か
り

と
見

極
め

が
で

き
な

い
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

マ
ヌ

カ
ボ

や
や

湿
っ

た
土

地
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

結
実

期
：

1
0
～

1
月

小
節

果
は

長
さ

5
-
7
m

m
の

半
月

型
。

表
面

に
か

ぎ
状

の
毛

が
密

生
。

種
子

も
半

月
型

で
扁

平
、

長
さ

4
～

5
m

m

総
状

花
序

に
淡

紅
色

の
蝶

形
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

果
実

を
盗

人
の

足
あ

と
に

見
立

て
て

こ
の

名
が

つ
い

た
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
【
出

芽
期

】
4
～

6
月

【
近

縁
在

来
種

】
マ

ル
バ

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

、
ヤ

ブ
ハ

ギ
、

ア
レ

チ
ヌ

ス
ビ

ト
ハ

ギ

湿
っ

た
場

所
か

ら
い

た
る

と
こ

ろ

開
花

期
：

5
月

～
6
月

果
実

（
頴

果
）

は
長

さ
0
.9

～
1
.1

（
実

測
1
～

1
.1

）
㎜

の
乳

褐
色

、
腹

部
が

窪
む

－
情

報
な

し
情

報
な

し

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
4
月

～
6
月

実
は

痩
果

で
長

さ
4
～

4
.5

㎜
、

長
い

嘴
が

あ
る

。
冠

毛
は

褐
色

を
帯

び
、

長
さ

約
4
㎜

枝
先

に
黄

色
い

頭
花

薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
害

草
（
小

）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
や

茎
か

ら
で

る
乳

液
か

ら
「
チ

チ
グ

サ
」
の

別
名

を
持

つ
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

【
出

芽
期

】
3
～

1
1
月

【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
ニ

ガ
ナ

、
ハ

ナ
ニ

ガ
ナ

、
シ

ロ
バ

ナ
ニ

ガ
ナ

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

地
面

を
匍

匐
す

る
ハ

ギ
属

の
仲

間
。

犬
萩

に
対

し
て

こ
の

名
が

つ
い

た
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
種

子
は

重
力

散
布

（
左

記
で

は
自

動
散

布
に

含
む

）
【
出

芽
期

】
4
～

6
月

日
当

た
り

・
風

通
し

の
良

い
場

所

開
花

期
：

6
月

～
7
月

実
は

さ
く
果

（
熟

す
る

と
下

部
が

裂
け

、
種

子
が

散
布

さ
れ

る
果

実
）

紅
桃

色
の

花
で

唇
弁

は
白

色 花
茎

先
端

の
花

序
に

ら
せ

ん
状

に
小

花
を

つ
け

る

万
葉

集
や

百
人

一
首

に
登

場 観
賞

用
栽

培
に

利
用

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

ユ
ニ

ー
ク

な
花

姿
を

し
た

ラ
ン

の
仲

間
。

右
巻

き
、

左
巻

き
の

両
方

が
あ

る
。

途
中

で
巻

き
方

が
変

わ
る

も
の

も
あ

る
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
塊

根
。

夏
の

終
わ

り
ご

ろ
に

新
芽

を
1
～

3
本

つ
け

て
株

を
分

け
る

。
自

然
に

分
か

れ
て

い
る

部
分

で
分

け
る

。
【
出

芽
期

】
5
～

6
月

【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
モ

ジ
ズ

リ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
9
月

果
実

は
長

さ
3
.5

～
4
.5

㎜
、

種
子

が
1
個

入
る

。
種

子
は

長
さ

1
.9

～
3
㎜

花
は

葉
腋

に
白

い
蝶

形
花

旗
弁

に
赤

紫
の

斑
点

情
報

な
し

情
報

な
し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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草

地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ネ
ズ

ミ
ガ

ヤ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

M
u
h
le

n
be

rg
ia

ja
po

n
ic

a
低

地
1
5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ネ
バ

リ
ノ

ギ
ラ

ン

○

ユ
リ

科
本

州
（
関

東
地

方
以

西
）
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

直
立

形
落

葉
性

種
子

A
le

tr
is

 f
o
lia

ta
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

1
0
c
m

～
2
5
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ノ
ア

ザ
ミ

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

ロ
ゼ

ッ
ト

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
刈

り
取

り
残

渣

○

C
ir
si

u
m

ja
po

n
ic

u
m

低
地

、
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

、
高

山

6
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ノ
イ

バ
ラ

○

バ
ラ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

○

R
o
sa

m
u
lt
if
lo

ra
丘

陵
、

山
地

2
0
0
c
m

木
本

類
動

物
散

布

ノ
ガ

リ
ヤ

ス
イ

ネ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

○

C
al

am
ag

ro
st

is
ar

u
n
di

n
ac

e
a

va
r.
br

ac
h
yt

ri
c

h
a

丘
陵

、
山

地
6
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
1
.8

～
2
㎜

、
乳

白
色

～
褐

色
、

無
光

沢

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

果
実

が
乳

白
色

で
柔

ら
か

い
う

ち
に

落
ち

る
小

穂
が

多
く
、

乾
く
と

褐
色

に
な

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
コ

バ
ナ

ノ
ガ

リ
ヤ

ス
、

タ
シ

ロ
ノ

ガ
リ

ヤ
ス

、
ミ

ヤ
マ

ノ
ガ

リ
ヤ

ス

海
岸

か
ら

高
山

の
川

原
、

草
地

成
長

期
：

4
～

9
月

開
花

期
：

5
～

6
月

結
実

期
：

9
～

1
1
月

痩
果

は
長

さ
約

4
㎜

、
偽

果
に

5
～

1
2
個

入
る

白
い

5
弁

花
赤

い
実

薬
用

と
し

て
利

用
可

俳
句

　
初

夏
の

季
語

　
万

葉
集

に
登

場

人
体

：
激

し
い

作
用

の
た

め
、

多
量

の
利

用
や

子
供

へ
の

利
用

は
避

け
る

。
刺

あ
り

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

先
が

や
や

開
く
だ

け
で

あ
ま

り
開

か
ず

、
ノ

ギ
ラ

ン
よ

り
か

な
り

地
味

な
花

【
近

縁
在

来
種

】
ノ

ギ
ラ

ン

日
当

た
り

の
よ

い
草

地
開

花
期

：
5
月

～
7
月

結
実

期
：

5
月

～
9
月

痩
果

は
長

さ
約

3
㎜

、
無

毛
。

冠
毛

は
長

さ
約

1
.5

㎝
、

羽
毛

状
に

枝
分

か
れ

し
、

基
部

は
合

着
す

る
。

枝
先

に
赤

紫
色

の
頭

花
食

用
と

し
て

利
用

可
観

賞
用

栽
培

薬
草

と
し

て
利

用
可

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ア
ザ

ミ
の

仲
間

に
は

珍
し

く
、

春
か

ら
初

夏
に

花
を

つ
け

る
。

花
の

首
の

部
分

が
ね

ば
ね

ば
し

て
い

る
の

も
特

徴
株

分
け

は
植

え
替

え
の

際
に

自
然

に
分

か
れ

る
部

分
を

外
す

か
、

根
を

つ
け

て
切

り
分

け
ら

れ
る

部
分

で
分

け
る

。
切

り
口

は
炭

の
粉

で
覆

う
。

【
出

芽
期

】
9
～

1
0
月

【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
　

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ノ

ハ
ラ

ア
ザ

ミ

湿
り

気
の

あ
る

礫
地

開
花

期
：

6
月

～
8
月

蒴
果

で
、

長
さ

約
5
㎜

の
楕

円
形

茎
先

の
総

状
花

序
に

淡
黄

緑
色

か
ら

黄
褐

色
の

多
数

の
小

さ
な

花

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

全
体

に
弱

々
し

い
。

【
近

縁
在

来
種

】
コ

ネ
ズ

ミ
ガ

ヤ
、

オ
オ

ネ
ズ

ミ
ガ

ヤ
、

キ
ダ

チ
ノ

ネ
ズ

ミ
ガ

ヤ
他

備
考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

香
料

に
も

な
る

高
い

芳
香

の
花

が
咲

く
。

園
芸

用
の

バ
ラ

の
台

木
と

し
て

広
く
利

用
【
近

縁
在

来
種

】
テ

リ
ハ

ノ
イ

バ
ラ

、
オ

オ
フ

ジ
イ

バ
ラ

、
モ

リ
イ

バ
ラ

、
フ

ジ
イ

バ
ラ

、
ミ

ヤ
コ

イ
バ

ラ
、

ヤ
ブ

イ
バ

ラ
、

ヤ
マ

イ
バ

ラ

情
報

な
し

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

果
実

は
暗

褐
色

、
長

さ
1
.8

～
2
m

m

－
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ノ
カ

ン
ゾ

ウ
ユ

リ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

、
沖

縄

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

H
e
m

e
ro

c
al

lis
fu

lv
a

va
r.
lo

n
gi

tu
ba

情
報

な
し

7
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ノ
ゲ

シ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

S
o
n
c
h
u
s

o
le

ra
c
e
u
s

情
報

な
し

8
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

ノ
コ

ン
ギ

ク

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

、
株

分
け

栄
養

繁
殖

、
さ

し
芽

・
挿

し
木

,
刈

り
取

り
残

渣

○

A
st

e
r

ag
e
ra

to
id

e
s

ss
p.

o
va

tu
s

低
地

、
丘

陵
、

山
地

5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ノ
ダ

ケ
セ

リ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

○

A
n
ge

lic
a

de
c
u
rs

iv
a

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ノ
チ

ド
メ

○

セ
リ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

ほ
ふ

く
形

常
緑

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

H
yd

ro
c
o
ty

le
m

ar
it
im

a
低

地
、

丘
陵

－
多

年
草

自
動

散
布

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

野
に

あ
る

紺
菊

で
ノ

コ
ン

ギ
ク

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

。
株

分
け

は
2
月

か
ら

3
月

の
芽

出
し

直
前

に
行

う
。

長
い

地
下

茎
を

半
分

か
1
/
3
ほ

ど
に

切
っ

て
も

良
い

。
古

い
親

株
は

弱
い

芽
し

か
な

い
の

で
切

り
捨

て
て

整
理

す
る

。
挿

し
木

は
5
月

～
6
月

に
よ

く
伸

び
て

い
る

新
芽

を
切

り
取

り
、

清
潔

な
用

土
に

さ
す

。
【
生

育
特

性
】
・
耐

乾
燥

性
：
弱

い
　

・
耐

陰
性

：
無

し
　

　
　

　
　

　
　

　
・
耐

暑
性

：
強

い
　

　
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
カ

ン
ト

ウ
ヨ

メ
ナ

、
ユ

ウ
ガ

ギ
ク

、
シ

ラ
ヤ

マ
ギ

ク
、

リ
ュ

ウ
ノ

ギ
ク

、
シ

オ
ン

、
シ

ロ
ヨ

メ
ナ

林
内

、
林

縁
成

長
期

：
4
～

1
1
月

開
花

期
：

9
月

～
1
1
月

5
㎜

、
舟

形
 扁

平
な

広
楕

円
形

黒
紫

色
の

花
薬

草
と

し
て

使
用

可
入

浴
剤

と
し

て
使

用
可

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

茎
に

つ
く
葉

が
少

な
い

こ
と

か
ら

竹
に

見
立

て
ら

れ
た

の
が

名
前

の
由

来
【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

メ
ノ

ダ
ケ

、
シ

ロ
バ

ナ
ノ

ダ
ケ

、
イ

ワ
ニ

ン
ジ

ン
、

ノ
ダ

ケ
モ

ド
キ

、
ア

シ
タ

バ
、

シ
シ

ウ
ド

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
2
月

結
実

期
：

1
2
月

2
㎜

 痩
果

は
長

さ
2
.2

～
2
.7

㎜
、

短
毛

が
あ

る
。

冠
毛

は
長

さ
4
～

5
㎜

茎
上

部
に

多
数

の
花

舌
状

花
は

淡
い

青
紫

色
、

筒
状

花
は

黄
色

俳
句

仲
秋

の
季

語
広

く
野

菊
の

仲
間

と
し

て
詠

わ
れ

る
　

若
芽

、
若

葉
を

山
菜

と
し

て
使

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
は

一
日

で
し

ぼ
む

一
日

花
株

が
年

々
大

き
く
な

り
、

混
み

合
い

す
ぎ

て
花

つ
き

が
悪

く
な

っ
た

ら
、

3
月

か
ら

4
月

ま
た

は
1
0
月

か
ら

1
1
月

に
、

4
～

5
芽

を
つ

け
て

株
分

け
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

ブ
カ

ン
ゾ

ウ
、

ハ
マ

カ
ン

ゾ
ウ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
9
月

～
1
1
月

開
花

期
：

4
月

～
1
0
月

結
実

期
：

4
月

～
1
1
月

3
㎜

 痩
果

は
長

さ
2
.5

～
3
.5

（
4
）

㎜
、

扁
平

、
両

面
に

縦
脈

と
横

し
わ

が
あ

る
。

冠
毛

は
長

さ
(5

)6
～

8
㎜

枝
先

に
黄

色
い

頭
花

若
葉

を
食

用
と

し
て

使
用

可
薬

草
と

し
て

利
用

可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

タ
ン

ポ
ポ

の
よ

う
に

綿
毛

の
付

い
た

種
が

風
で

飛
ば

さ
れ

て
い

く
。

【
出

芽
期

】
9
～

5
月

【
近

縁
在

来
種

】
オ

ニ
ノ

ゲ
シ

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
7
月

～
8
月

果
実

は
長

さ
2

～
2
.5

㎝
オ

レ
ン

ジ
色

の
花

花
、

若
芽

、
若

葉
は

食
用

と
し

て
使

用
可

生
薬

と
し

て
利

用
可

万
葉

集
に

登
場 遊

び
に

利
用

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

葉
よ

り
短

い
花

柄
を

出
す

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
【
出

芽
期

】
3
～

5
月

【
近

縁
在

来
種

】
チ

ド
メ

グ
サ

、
ヒ

メ
チ

ド
メ

、
オ

オ
チ

ド
メ

や
や

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
6
月

～
9
月

果
実

は
長

さ
約

1
.1

㎜
、

幅
約

1
.5

㎜
、

隆
条

は
明

瞭
な

稜
と

な
る

－
薬

草
と

し
て

利
用

可
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ノ
ハ

ラ
ア

ザ
ミ

○

キ
ク

科
本

州
（
中

部
地

方
以

北
）

直
立

形
落

葉
性

種
子

刈
り

取
り

残
渣

○

C
ir
si

u
m

o
lig

o
ph

yl
lu

m
丘

陵
、

山
地

、
亜

高
山

4
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ハ
イ

メ
ド

ハ
ギ

○

マ
メ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

刈
り

取
り

残
渣

L
e
sp

e
de

za
c
u
n
e
at

a
va

r.
se

rp
e
n
s

情
報

な
し

1
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

○

P
h
ry

m
a

le
pt

o
st

ac
h
ya

va
r.
as

ia
ti
c
a

山
地

3
0
c
m

～
7
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ハ
ハ

コ
グ

サ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
分

枝
形

－
種

子

G
n
ap

h
al

iu
m

af
fi
n
e

低
地

、
丘

陵
、

山
地

1
5
c
m

～
4
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

ハ
バ

ヤ
マ

ボ
ク

チ

○

キ
ク

科
本

州
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

S
yn

u
ru

s
e
xc

e
ls

u
s

山
地

1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

昔
、

ハ
エ

取
り

紙
の

原
料

に
な

っ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ガ
バ

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

湿
っ

た
場

所
成

長
期

：
1
0
月

～
6
月

開
花

期
：

3
月

～
6
月

実
は

痩
果

。
長

さ
0
.5

～
0
.6

㎜

枝
先

に
多

数
の

黄
色

い
頭

花

食
用

と
し

て
使

用
可

春
の

七
草

薬
用

と
し

て
利

用
可

俳
句

晩
春

の
季

語

人
体

：
無

畑
地

：
害

草
（
中

～
強

）

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

春
の

七
草

の
ひ

と
つ

「
オ

ギ
ョ
ウ

」
が

ハ
ハ

コ
グ

サ
。

早
春

の
淡

い
緑

色
の

葉
を

昔
は

草
餅

に
入

れ
た

が
、

今
で

は
七

草
か

ゆ
に

少
し

入
れ

る
程

度
に

し
か

用
い

な
い

。
【
出

芽
期

】
9
～

4
月

【
種

子
の

保
存

性
】
3
年

間
の

常
温

保
存

が
可

能
【
近

縁
外

来
種

】
チ

チ
コ

グ
サ

モ
ド

キ
、

ウ
ラ

ジ
ロ

チ
チ

コ
グ

サ

情
報

な
し

開
花

期
：

7
月

～
8
月

萼
の

中
に

果
実

は
1
個

の
み

、
種

子
も

1
個

で
、

果
皮

と
合

着
し

て
離

れ
な

い

白
色

か
ら

淡
紅

色
の

花
　

穂
状

花
序

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

ノ
ハ

ラ
ア

ザ
ミ

は
、

初
秋

か
ら

秋
に

咲
く
。

花
の

基
部

の
総

苞
片

が
斜

め
上

に
開

出
し

て
い

る
の

が
特

徴
【
近

縁
在

来
種

】
ノ

ア
ザ

ミ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
2
.5

-
3
㎜

の
扁

平
な

円
形

-
楕

円
形

。
毛

が
散

生
、

1
種

子
入

り
果

実
よ

り
短

い
萼

片
。

種
子

は
1
.7

-
2
.3

㎜

紫
色

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

メ
ド

ハ
ギ

の
変

種
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
メ

ド
ハ

ギ
を

参
考

日
当

た
り

の
い

い
斜

面
開

花
期

：
4
月

～
1
0
月

結
実

期
：

8
月

～
1
0
月

花
の

後
に

で
き

る
実

は
痩

果
で

あ
る

枝
先

に
紅

紫
色

の
花

薬
用

等
と

し
て

利
用

可
近

世
の

詩
歌

に
登

場
　

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

日
本

固
有

種
昔

は
火

を
つ

け
る

と
き

に
綿

毛
を

乾
燥

さ
せ

て
用

い
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
オ

ヤ
マ

ボ
ク

チ
、

ヤ
マ

ボ
ク

チ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
開

花
期

：
1
0
月

痩
果

は
縦

肋
が

あ
り

、
無

毛
冠

毛
は

基
部

が
合

着
す

る

茎
先

に
暗

い
紫

色
を

し
た

、
筒

状
花

だ
け

か
ら

な
る

大
き

な
花

（
頭

花
）

情
報

な
し

情
報

な
し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ヒ
カ

ゲ
ス

ゲ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

la
n
c
e
o
la

ta
低

地
、

丘
陵

1
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヒ
キ

オ
コ

シ

○

シ
ソ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

R
ab

do
si

a
ja

po
n
ic

a
丘

陵
、

山
地

1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ヒ
ゴ

ク
サ

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

ja
po

n
ic

a
低

地
、

丘
陵

2
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヒ
ト

リ
シ

ズ
カ

○

セ
ン

リ
ョ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

C
h
lo

ra
n
th

u
s

ja
po

n
ic

u
s

丘
陵

、
山

地
1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ヒ
メ

カ
ン

ス
ゲ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

常
緑

性
種

子
株

分
け

○

C
ar

e
x 

c
o
n
ic

a
丘

陵
2
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

別
名

延
命

草
[（

え
ん

め
い

そ
う

）
]

弘
法

大
師

が
倒

れ
て

い
る

行
者

に
飲

ま
せ

、
病

人
を

ひ
き

起
こ

し
た

の
で

ヒ
キ

オ
コ

シ
と

呼
ば

れ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ク

ロ
バ

ナ
ヒ

キ
オ

コ
シ

林
床

開
花

期
：

4
月

～
6
月

結
実

期
：

4
月

～
6
月

長
さ

約
2
㎜

の
3

稜
の

あ
る

倒
卵

形
、

柱
頭

は
3

岐

長
さ

1
.8

～
2
㎜

の
3
稜

の
あ

る
倒

卵
形

、
柱

頭
は

3
岐

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

肥
後

草
と

記
載

す
る

こ
と

も
あ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
エ

ナ
シ

ヒ
ゴ

ク
サ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
9
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
2
.5

～
3
㎜

、
4

分
果

、
萼

筒
に

包
ま

れ
て

熟
す

。
分

果
は

長
さ

約
1
.6

㎜
、

頭
部

に
腺

点
が

あ
る

茎
先

の
円

錐
花

序
に

淡
紫

色
の

唇
形

花

薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

日
当

た
り

の
よ

い
岩

地
や

草
地

等

開
花

期
：

4
月

～
6
月

結
実

期
：

4
月

～
6
月

痩
果

は
密

に
果

胞
に

包
ま

れ
狭

卵
形

。
長

さ
2
.5

-
2
.8

㎜
、

幅
1
.2

-
1
.5

㎜
、

鈍
3
稜

形
、

濃
褐

色
～

橙
褐

色
光

沢
あ

り

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
日

陰
菅

と
書

く
が

、
日

当
た

り
の

よ
い

場
所

に
生

育
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

ヒ
カ

ゲ
ス

ゲ

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

素
朴

な
美

し
さ

が
備

わ
っ

た
白

い
ブ

ラ
シ

状
の

花
を

咲
か

せ
る

。
大

株
は

、
休

眠
中

に
2
～

3
分

割
す

る
　

あ
ま

り
小

さ
く
し

な
い

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
強

い
・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
キ

ビ
ヒ

ト
リ

シ
ズ

カ
、

 フ
タ

リ
シ

ズ
カ

や
や

乾
い

た
林

の
中

結
実

期
：

4
月

～
6
月

果
実

は
長

さ
約

2
.5

㎜
、

3
稜

の
あ

る
卵

形
で

柄
あ

り
。

柱
頭

は
3

岐
　

鱗
片

は
赤

褐
色

が
濃

い
も

の
、

淡
色

の
も

の
あ

り

ク
リ

ー
ム

色
の

ブ
ラ

シ
状

の
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

非
常

に
細

い
葉

は
冬

で
も

枯
れ

ず
、

常
緑

の
ま

ま
で

あ
る

。
早

春
に

咲
く
ブ

ラ
シ

状
の

花
に

触
る

と
花

粉
が

煙
の

よ
う

に
飛

び
散

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ス

ル
ガ

ス
ゲ

、
コ

カ
ン

ス
ゲ

湿
っ

た
明

る
い

日
陰

開
花

期
：

4
～

5
月

果
実

は
緑

色
の

ま
ま

熟
す

果
実

は
長

さ
約

3
㎜

の
広

卵
形

花
弁

、
萼

の
な

い
、

白
い

花
糸

の
花

季
語

　
万

葉
集

後
の

歌
集

や
文

芸
等

に
名

が
登

場
　

観
賞

用
栽

培
　

.薬
用

と
し

て
利

用
可

食
用

も
可

能
で

あ
る

が
一

般
的

で
は

な
い

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ヒ
メ

ス
ゲ

○

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

C
ar

e
x

o
xy

an
dr

a
山

地
、

亜
高

山
、

高
山

1
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヒ
メ

ハ
ギ

○

ヒ
メ

ハ
ギ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

常
緑

性
種

子

P
o
ly

ga
la

ja
po

n
ic

a
丘

陵
、

山
地

1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

○

キ
ク

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

さ
し

芽
・
挿

し
木

刈
り

取
り

残
渣

○

E
u
pa

to
ri
u
m

c
h
in

e
n
se

va
r.
o
pp

o
si

ti
fo

l
iu

m

丘
陵

、
山

地
、

亜
高

山

1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

フ
キ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

栄
養

繁
殖

P
e
ta

si
te

s
ja

po
n
ic

u
s

丘
陵

、
山

地
3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
風

散
布

フ
タ

リ
シ

ズ
カ

セ
ン

リ
ョ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

C
h
lo

ra
n
th

u
s

se
rr

at
u
s

丘
陵

、
山

地
3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

情
報

な
し

結
実

期
：

5
月

～
7
月

果
胞

は
倒

卵
形

、
長

さ
2
.5

～
3
.5

m
m

、
短

毛
で

脈
は

な
い

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
姫

菅
で

全
体

小
型

で
あ

る
た

め
【
近

縁
在

来
種

】
ヌ

イ
オ

ス
ゲ

、
タ

デ
シ

ナ
ヒ

メ
ス

ゲ

備
考

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
糸

は
短

く
、

ヒ
ト

リ
シ

ズ
カ

の
よ

う
に

糸
状

に
な

ら
な

い
。

大
株

は
、

休
眠

中
に

2
～

3
分

割
し

て
植

え
つ

け
。

小
さ

く
分

け
る

と
、

弱
く
な

る
。

株
分

け
で

株
が

若
返

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

ト
リ

シ
ズ

カ
、

キ
ビ

ヒ
ト

リ
シ

ズ
カ

水
が

豊
富

で
風

が
あ

ま
り

強
く
な

い
場

所

成
長

期
：

2
月

～
1
0
月

開
花

期
：

2
月

～
4
月

種
子

は
約

2
m

m
密

な
散

房
状

の
花

。
雌

株
は

白
色

、
雄

株
は

黄
白

色
の

花
。

食
用

と
し

て
使

用
可

　
薬

用
と

し
て

利
用

可
遊

び
に

利
用

春
の

季
語

　
庶

物
類

纂
図

翼
に

掲
載

人
体

：
無

畑
地

：
さ

び
病

（
ゴ

ヨ
ウ

マ
ツ

・
チ

ョ
ウ

セ
ン

ゴ
ヨ

ウ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

マ
メ

科
の

ハ
ギ

に
似

て
小

さ
い

こ
と

か
ら

ヒ
メ

ハ
ギ

と
呼

ば
れ

て
い

る
。

夏
以

後
も

閉
鎖

花
に

よ
り

果
実

を
つ

け
る

。

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

1
0
月

開
花

期
：

1
0
月

～
8
月

果
実

は
長

さ
約

３
m

m
　

表
面

に
腺

点
が

あ
る

冠
毛

に
は

上
向

き
の

刺
が

あ
る

散
房

状
に

多
数

の
筒

状
の

頭
花

俳
句

　
初

秋
の

季
語

観
賞

用
栽

培

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ゴ

ヨ
ウ

マ
ツ

・
チ

ョ
ウ

セ
ン

ゴ
ヨ

ウ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

中
国

で
古

く
か

ら
香

草
と

し
て

珍
重

さ
れ

た
フ

ジ
バ

カ
マ

の
仲

間
株

分
け

は
植

え
替

え
と

同
時

に
行

う
。

周
囲

を
ほ

ぐ
し

、
根

鉢
ご

と
1
/
3
～

1
/
2
に

切
り

分
け

る
。

さ
し

芽
は

5
月

か
ら

6
月

に
茎

の
先

端
を

天
ざ

し
を

す
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ホ

シ
ナ

シ
ヒ

ヨ
ド

リ
バ

ナ
、

サ
ケ

バ
ヒ

ヨ
ド

リ
、

サ
ワ

ヒ
ヨ

ド
リ

日
当

た
り

の
良

い
乾

い
た

と
こ

ろ

開
花

期
：

4
月

～
7
月

種
子

は
黒

褐
色

、
長

さ
約

2
.5

㎜
、

白
毛

が
密

生
し

、
大

き
な

種
沈

（
カ

ル
ン

ク
ラ

）
が

あ
る

紫
色

の
花

薬
草

と
し

て
利

用
可

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

雌
雄

異
株

春
の

花
芽

は
フ

キ
ノ

ウ
ト

ウ
、

葉
柄

は
キ

ャ
ラ

ブ
キ

の
材

料
栄

養
繁

殖
器

官
は

根
茎

【
出

芽
期

】
2
～

5
月

【
近

縁
外

来
種

】
ブ

タ
ナ

、
ヒ

メ
ブ

タ
ナ

比
較

的
暗

い
場

所
開

花
期

：
4
～

6
月

核
果

で
長

さ
約

3
m

m
の

広
倒

卵
形

、
熟

し
て

も
緑

色

穂
状

花
序

に
柄

の
な

い
白

色
の

花

俳
句

　
春

の
季

語
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

フ
デ

リ
ン

ド
ウ

○

リ
ン

ド
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

G
e
n
ti
an

a
zo

lli
n
ge

ri
山

地
5
c
m

～
1
0
c
m

一
・
二

年
草

水
散

布

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ
ユ

リ
科

日
本

全
土

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

D
is

po
ru

m
se

ss
ile

丘
陵

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ホ
タ

ル
カ

ズ
ラ

ム
ラ

サ
キ

科
日

本
全

土
ほ

ふ
く
形

落
葉

性
種

子
さ

し
芽

･挿
し

木

○

L
it
h
o
sp

e
rm

u
m

 z
o
lli
n
ge

ri
山

地
1
5
c
m

～
2
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ホ
タ

ル
ブ

ク
ロ

○

キ
キ

ョ
ウ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子
株

分
け

○

C
am

pa
n
u
la

pu
n
c
ta

ta
低

地
、

丘
陵

、
山

地

6
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ホ
ン

モ
ン

ジ
ス

ゲ
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

関
東

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子

○

C
ar

e
x

pi
si

fo
rm

is
丘

陵
3
0
c
m

～
4
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

根
に

紫
色

の
色

素
成

分
が

あ
り

、
染

め
る

と
紫

色
に

な
る

。
花

色
が

美
し

い
鮮

か
な

青
色

で
、

蛍
光

色
を

帯
び

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
の

で
「
ホ

タ
ル

」
に

た
と

え
ら

れ
る

。
8
月

か
ら

9
月

に
行

う
。

さ
し

穂
は

茎
の

先
端

を
使

い
、

切
り

口
に

は
発

根
促

進
剤

を
つ

け
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
ム

ラ
サ

キ
、

イ
ヌ

ム
ラ

サ
キ

日
当

た
り

の
よ

い
草

原
や

林
縁

成
長

期
：

4
～

9
月

開
花

期
：

6
月

～
7
月

果
実

は
鐘

形
又

は
逆

コ
ー

ン
形

。
種

子
は

灰
褐

色
、

平
滑

、
長

さ
約

1
㎜

の
楕

円
形

枝
先

に
淡

紅
紫

色
か

ら
白

色
の

鐘
形

花

食
用

と
し

て
使

用
可

観
賞

用
栽

培
俳

句
仲

夏
の

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

名
は

提
灯

の
昔

の
呼

び
名

[火
垂

る
袋

]に
よ

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。
株

元
か

ら
発

芽
し

た
ほ

ふ
く
枝

を
数

本
根

を
つ

け
て

株
分

け
す

る
。

【
種

子
の

保
存

性
】
湿

ら
せ

た
川

砂
に

混
ぜ

、
1
か

月
ほ

ど
冷

蔵
庫

の
野

菜
室

に
入

れ
て

か
ら

播
く
と

発
芽

が
そ

ろ
う

。
【
生

育
特

性
】
・
耐

乾
燥

性
：
普

通
～

強
い

　
・
耐

陰
性

：
普

通
　

　
　

　
　

　
・
耐

暑
性

：
普

通
　

　
　

　
　

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

マ
ホ

タ
ル

ブ
ク

ロ

乾
い

た
場

所
開

花
期

：
4
月

～
5
月

情
報

な
し

紫
色

か
ら

青
色

に
変

化
す

る
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

日
の

当
た

る
と

き
だ

け
花

が
開

く
。

2
年

草
の

た
め

、
種

子
で

し
か

増
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
コ

ケ
リ

ン
ド

ウ
、

ハ
ル

リ
ン

ド
ウ

陰
地

成
長

期
：

4
月

～
8
月

開
花

期
：

4
月

～
5
月

7
㎜

。
果

実
は

直
径

約
1
㎝

の
球

形
の

液
果

、
黒

色
に

熟
す

枝
先

に
淡

緑
白

色
の

筒
状

の
花

黒
い

実

情
報

な
し

人
体

：
有

（
若

芽
に

毒
性

）
畑

地
：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

寺
院

の
軒

先
に

吊
り

下
げ

ら
れ

て
い

る
[ほ

う
ち

ゃ
く
]と

い
う

鐘
の

よ
う

な
飾

り
に

花
が

似
て

い
る

の
が

名
前

に
の

由
来

親
株

は
細

い
地

下
茎

を
伸

ば
し

て
3
～

5
芽

に
ふ

え
る

。
親

株
と

地
下

茎
は

休
眠

中
に

枯
れ

て
な

く
な

る
の

で
、

植
え

替
え

れ
ば

自
然

に
株

分
け

し
た

こ
と

に
な

る
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

　
・
耐

暑
性

：
普

通
　

・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ア

マ
ド

コ
ロ

、
ナ

ル
コ

ユ
リ

、
チ

ゴ
ユ

リ

日
の

良
く
当

た
る

場
所

開
花

期
：

4
月

～
5
月

結
実

期
：

5
月

～
6
月

果
実

は
上

向
き

に
つ

き
、

熟
す

と
2
裂

し
、

雨
の

日
に

上
を

開
い

て
雨

を
溜

め
、

種
子

が
流

れ
落

ち
る

空
色

の
花

俳
句

　
晩

春
の

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

東
京

池
上

の
本

門
寺

で
し

ら
れ

、
和

名
の

由
来

と
な

っ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ニ

シ
ノ

ホ
ン

モ
ン

ジ
ス

ゲ
、

コ
シ

ノ
ホ

ン
モ

ン
ジ

ス
ゲ

、
他

林
床

結
実

期
：

4
月

～
5
月

情
報

な
し

－
情

報
な

し
情

報
な

し

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

マ
キ

エ
ハ

ギ

○

マ
メ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

分
枝

形
落

葉
性

種
子

さ
し

芽
･挿

し
木

L
e
sp

e
de

za
vi

rg
at

a
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
6
0
c
m

木
本

類
自

動
散

布

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

○

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

さ
し

芽

S
c
ab

io
sa

ja
po

n
ic

a
低

地
、

丘
陵

、
山

地

1
0
c
m

～
1
0
0
c
m

一
・
二

年
草

動
物

散
布

マ
ム

シ
グ

サ
（
広

義
）

サ
ト

イ
モ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

そ
の

他
分

球

○

A
ri
sa

e
m

a
se

rr
at

u
m

低
地

、
丘

陵
、

山
地

情
報

な
し

多
年

草
動

物
散

布

ミ
ズ

ヒ
キ

タ
デ

科
日

本
全

土
直

立
形

落
葉

性
種

子

○

A
n
te

n
o
ro

n
fi
lif

o
rm

e
丘

陵
、

山
地

4
0
c
m

～
8
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布

ミ
ツ

バ
ア

ケ
ビ

ア
ケ

ビ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

つ
る

形
落

葉
性

種
子

接
ぎ

木

○

A
ke

bi
a

tr
if
o
lia

ta
丘

陵
、

山
地

－
木

本
類

動
物

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

球
根

の
小

さ
い

数
年

は
雄

花
で

栄
養

が
た

ま
っ

て
く
る

と
雌

花
に

変
わ

る
/
外

形
の

変
異

が
著

し
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
コ

ウ
ラ

イ
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

、
ホ

ソ
バ

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
、

他

半
日

陰
成

長
期

：
4
～

9
月

開
花

期
：

8
～

9
月

結
実

期
：

9
～

1
1
月

3
㎜

 完
全

に
熟

す
と

、
実

は
基

部
か

ら
外

れ
て

く
っ

つ
く

花
軸

に
ま

ば
ら

に
つ

く
小

さ
い

花 上
半

分
は

赤
く
、

下
半

分
は

白
い

俳
句

　
秋

の
季

語 薬
草

（
全

草
）
と

し
て

の
利

用
可

庶
物

類
纂

図
翼

に
掲

載

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

紅
白

の
花

を
「
水

引
」
に

見
立

て
て

見
立

て
て

名
が

つ
い

た
。

や
や

湿
っ

た
林

内
開

花
期

：
4
月

～
6
月

結
実

期
：

1
0
月

～
1
1
月

果
実

は
赤

く
熟

す
液

果
柄

の
先

に
淡

い
紫

色
な

い
し

、
淡

い
緑

色
の

仏
炎

苞
赤

い
果

実

情
報

な
し

人
体

：
有

（
地

下
茎

が
有

毒
）

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
花

柄
が

蒔
絵

の
筆

法
を

思
わ

せ
る

こ
と

に
よ

る
。

6
月

上
旬

～
9
月

下
旬

(な
る

べ
く
夏

ま
で

に
済

ま
せ

る
)に

挿
し

穂
の

2
/
3
ほ

ど
を

土
中

に
埋

め
る

「
深

挿
し

」
に

す
る

。
【
近

縁
在

来
種

】
イ

ヌ
ハ

ギ

日
当

た
り

と
水

は
け

の
よ

く
、

比
較

的
冷

涼
な

場
所

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

種
子

は
、

痩
果

で
約

4
㎜

の
筒

形 上
部

の
刺

に
よ

り
動

物
の

体
に

く
っ

つ
く

花
柄

の
先

に
淡

紫
色

の
花

薬
草

と
し

て
利

用
可

　
観

賞
用

栽
培

や
切

り
花

俳
句

　
秋

の
季

語

情
報

な
し

環
境

省
：
有

（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

都
道

府
県

：
有

マ
ツ

ム
シ

が
鳴

く
こ

ろ
に

咲
く
の

で
こ

の
名

が
つ

け
ら

れ
て

い
る

。
【
種

子
の

保
存

性
】
タ

ネ
の

寿
命

は
短

く
、

古
く
な

る
ほ

ど
発

芽
率

が
低

下
【
生

育
特

性
】

・
耐

乾
燥

性
：
強

い
　

　
　

　
・
耐

陰
性

：
弱

い
・
耐

暑
性

：
弱

い
～

強
い

　
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ミ

カ
ワ

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

、
タ

カ
ネ

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

、
ナ

レ
マ

ツ
ム

シ
ソ

ウ

日
当

た
り

の
よ

い
、

乾
燥

し
た

場
所

成
長

期
：

4
～

1
0
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

3
㎜

、
網

目
模

様
が

あ
る

葉
の

脇
か

ら
の

総
状

花
序

に
数

輪
の

白
い

蝶
形

花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

雌
雄

同
株

【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ミ

ツ
バ

ア
ケ

ビ
、

ゴ
ヨ

ウ
ア

ケ
ビ

、
ム

ベ

林
縁

開
花

期
：

4
～

5
月

果
実

は
長

さ
約

1
0
㎝

の
楕

円
形

、
秋

に
紫

色
に

熟
し

、
裂

開
す

る
　

種
子

は
長

さ
5
～

7
㎜

の
卵

形

垂
れ

さ
が

っ
て

咲
く
淡

紫
色

の
花 長

楕
円

形
の

淡
紫

色
の

実

若
芽

と
果

実
を

食
用

と
し

て
使

用
可

生
薬

と
し

て
利

用
可

　
俳

句
春

の
季

語

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ミ
ツ

バ
ツ

チ
グ

リ

○

バ
ラ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

ほ
ふ

く
形

落
葉

性
種

子
栄

養
繁

殖
株

分
け

○

P
o
te

n
ti
lla

fr
e
yn

ia
n
a

丘
陵

1
5
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
動

物
散

布
ア

リ
散

布

ミ
ミ

ナ
グ

サ

○

ナ
デ

シ
コ

科
日

本
全

土
分

枝
形

－
種

子

C
e
ra

st
iu

m
h
o
lo

st
e
o
id

e
s

va
r.
an

gu
st

if
o
li

u
m

低
地

、
丘

陵
1
0
c
m

～
3
0
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

ミ
ヤ

コ
ア

ザ
ミ

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

情
報

な
し

S
au

ss
u
re

a
m

ax
im

o
w

ic
zi

i
山

地
5
0
c
m

～
1
6
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ミ
ヤ

コ
グ

サ

○

マ
メ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

分
枝

形
落

葉
性

種
子

栄
養

繁
殖

株
分

け

L
o
tu

s
c
o
rn

ic
u
la

tu
s

va
r.
ja

po
n
ic

u
s

丘
陵

、
山

地
1
0
c
m

～
3
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ム
ベ

ア
ケ

ビ
科

本
州

、
四

国
、

九
州

、
沖

縄

つ
る

形
常

緑
性

種
子

接
ぎ

木
さ

し
芽

･挿
し

木

○

S
ta

u
n
to

n
ia

h
e
xa

ph
yl

la
山

地
－

木
本

類
動

物
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

は
耳

菜
草

で
、

葉
が

ネ
ズ

ミ
の

耳
に

似
て

、
若

い
時

に
は

食
用

と
な

る
こ

と
に

よ
る

。
種

子
は

重
力

散
布

（
上

記
散

布
型

で
は

自
動

散
布

に
含

む
）

【
近

縁
外

来
種

】
オ

ラ
ン

ダ
ミ

ミ
ナ

グ
サ

【
近

縁
在

来
種

】
コ

ハ
コ

ベ
、

ミ
ド

リ
ハ

コ
ベ

湿
地

開
花

期
：

5
月

～
1
0
月

情
報

な
し

濃
い

赤
紫

色
の

頭
花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

上
品

な
花

の
姿

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
4
～

6
月

蒴
果

は
長

さ
8

～
1
0
㎜

、
熟

す
と

先
端

が
浅

く
1
0
裂

し
、

外
側

に
や

や
開

く
。

種
子

は
長

さ
約

0
.8

㎜
。

枝
先

に
白

い
5

弁
花

若
い

も
の

は
食

用
と

し
て

使
用

可 江
戸

時
代

の
本

草
書

に
そ

の
名

が
現

れ
る

人
体

：
無

農
地

：
さ

び
病

の
中

間
宿

主
、

害
草

（
中

～
強

）
（
畑

地
雑

草
）

日
当

た
り

の
よ

い
丘

陵
地

開
花

期
：

4
～

5
月

痩
果

は
帯

白
褐

色
。

長
さ

約
1
.2

㎜
、

幅
約

0
.9

㎜
、

丸
み

を
お

び
た

卵
形

で
表

面
に

し
わ

。
腹

面
に

細
長

い
付

属
体

花
茎

に
集

散
状

に
黄

色
い

5
弁

花

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

キ
ジ

ム
シ

ロ
に

似
た

か
わ

い
い

花
を

咲
か

せ
る

。
栄

養
繁

殖
器

官
は

匍
匐

茎
、

根
茎

【
近

縁
在

来
種

】
キ

ジ
ム

シ
ロ

、
ツ

ル
キ

ジ
ム

シ
ロ

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

茎
は

地
上

を
這

っ
て

四
方

に
広

が
る

。
昔

、
京

都
や

奈
良

と
い

っ
た

都
に

多
く
見

ら
れ

た
。

栄
養

繁
殖

器
官

は
根

茎
【
出

芽
期

】
9
～

1
1
月

【
近

縁
外

来
種

】
セ

イ
ヨ

ウ
ミ

ヤ
コ

グ
サ

、
ネ

ビ
キ

ミ
ヤ

コ
グ

サ

日
当

た
り

の
良

い
場

所
成

長
期

：
4
～

9
月

開
花

期
：

4
～

5
月

果
実

は
赤

紫
色

に
熟

し
、

熟
し

て
も

果
実

に
割

れ
目

は
入

ら
な

い
種

子
は

8
㎜

下
向

き
に

咲
く
、

白
色

か
ら

淡
紫

色
の

花

平
安

時
代

「
和

名
 牟

閉
（
む

べ
）
」
の

名
で

季
語

と
し

て
使

用

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

大
贄

の
際

に
献

上
さ

れ
て

い
た

果
実

を
包

且
[オ

オ
ム

ベ
]と

呼
ん

で
い

た
の

が
名

前
の

由
来

と
さ

れ
て

い
る

。
6
月

か
ら

7
月

に
さ

し
木

す
る

。
【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
や

や
弱

い
【
近

縁
在

来
種

】
ア

ケ
ビ

、
ミ

ツ
バ

ア
ケ

ビ
、

ゴ
ヨ

ウ
ア

ケ
ビ

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
3
～

1
0
月

開
花

期
：

5
月

～
7
月

豆
果

。
種

子
は

扁
平

な
卵

形
、

濃
茶

褐
色

で
光

沢
あ

り 長
さ

約
1
.3

m
m

鮮
や

か
な

黄
色

の
蝶

形
花

俳
句

　
初

夏
の

季
語

茎
・
葉

は
食

用
可

人
体

：
無

農
地

：
情

報
な

し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

モ
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

バ
ラ

科
本

州
（
中

部
地

方
以

北
）

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

･挿
し

木

○

R
u
bu

s
pa

lm
at

u
s

va
r.
c
o
pt

o
ph

yl
l

u
s

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

木
本

類
動

物
散

布

モ
リ

ア
ザ

ミ

○

キ
ク

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

情
報

な
し

C
ir
si

u
m

di
ps

ac
o
le

pi
s

山
地

5
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ヤ
ク

シ
ソ

ウ
キ

ク
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

分
枝

形
－

種
子

○

Y
o
u
n
gi

a
de

n
ti
c
u
la

ta
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
1
2
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

ヤ
ハ

ズ
エ

ン
ド

ウ

○

マ
メ

科
本

州
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

つ
る

形
一

・
二

年
草

種
子

V
ic

ia
an

gu
st

if
o
lia

低
地

、
丘

陵
1
0
c
m

～
3
0
c
m

－
自

動
散

布

ヤ
ハ

ズ
ソ

ウ

○

ヤ
ハ

ズ
ソ

ウ
日

本
全

土
分

枝
形

－
種

子

K
u
m

m
e
ro

w
ia

st
ri
at

a
丘

陵
、

山
地

1
0
c
m

～
2
5
c
m

一
・
二

年
草

自
動

散
布

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載

食
べ

る
と

苦
い

。

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
開

花
期

：
9
月

～
1
0
月

情
報

な
し

枝
先

に
淡

赤
紫

色
の

頭
花

食
用

と
し

て
の

使
用

可
　

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

情
報

な
し

成
長

期
：

4
～

9
月

開
花

期
：

4
月

～
結

実
期

：
5
～

7
月

2
㎜

 果
実

は
葉

の
下

に
つ

き
、

直
径

1
～

1
.5

㎝
、

6
月

～
7
月

に
橙

黄
色

に
熟

し
、

食
べ

ら
れ

る

葉
の

脇
に

白
い

5
弁

花
葉

の
紅

葉
（
黄

色
）

果
実

を
食

用
と

し
て

使
用

可
俳

句
の

季
語

人
体

：
刺

有
り

農
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

葉
が

モ
ミ

ジ
に

似
て

い
る

の
で

「
紅

葉
苺

」
と

呼
ば

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
【
近

縁
在

来
種

】
ナ

ガ
バ

モ
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

備
考

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

別
名

[カ
ラ

ス
ノ

エ
ン

ド
ウ

]
さ

や
を

割
っ

て
種

を
除

き
、

片
方

を
ち

ぎ
っ

て
吹

く
と

、
ビ

ー
と

音
が

出
る

。
【
出

芽
期

】
9
～

3
月

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

ヤ
ハ

ズ
エ

ン
ド

ウ
、

シ
ロ

バ
ナ

ヤ
ハ

ズ
エ

ン
ド

ウ
 、

ツ
ル

ナ
シ

ヤ
ハ

ズ
エ

ン
ド

ウ
、

ス
ズ

メ
ノ

エ
ン

ド
ウ

、
カ

ス
マ

グ
サ

情
報

な
し

成
長

期
：

4
～

1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

果
実

は
長

さ
約

3
.5

㎜
、

先
が

急
に

尖
り

、
1
個

の
種

子
が

入
る

。
種

子
は

扁
平

な
卵

形
、

濃
紫

色
で

長
さ

約
2
m

m

淡
紅

紫
色

の
蝶

形
花

葉
の

先
端

と
基

部
を

持
っ

て
引

っ
張

て
遊

ん
だ

。
恋

占
い

と
し

て
も

遊
ぶ

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
無

小
葉

を
ち

ぎ
る

と
矢

筈
の

よ
う

に
Ｖ

字
形

に
切

れ
る

。
種

子
は

重
力

散
布

（
左

記
で

は
自

動
散

布
に

含
む

）
【
出

芽
期

】
5
～

6
月

【
種

子
の

保
存

性
】
4
年

間
の

常
温

保
存

が
可

能
【
近

縁
在

来
種

】
マ

ル
バ

ヤ
ハ

ズ
ソ

ウ

日
当

た
り

の
よ

い
と

こ
ろ

開
花

期
：

4
月

～
6
月

豆
果

は
長

さ
3

～
5
㎝

種
子

は
直

径
約

3
㎜

の
球

形
、

次
第

に
褐

色
が

濃
く
な

り
、

黒
色

の
班

点
が

あ
る

淡
紫

紅
色

の
蝶

形
花

情
報

な
し

人
体

：
情

報
な

し 農
地

：
ム

ギ
作

で
害

草

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ゴ
ボ

ウ
の

よ
う

な
根

を
食

用
に

す
る

有
用

な
多

年
草

長
野

、
岐

阜
、

山
梨

、
島

根
な

ど
で

は
栽

培
さ

れ
る

。

日
当

た
り

良
い

や
や

乾
い

た
場

所

成
長

期
：

1
1
月

～
1
1
月

（
翌

年
）

開
花

期
：

8
月

～
1
1
月

3
㎜

 痩
果

は
長

さ
2
.5

～
3
.5

㎜
黒

褐
色

、
嘴

は
長

さ
0
.2

～
0
.6

㎜
冠

毛
は

長
さ

3
.5

～
4
.5

㎜
白

色

黄
色

の
舌

状
花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

腫
物

に
塗

布

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ヤ
ブ

レ
ガ

サ
キ

ク
科

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

S
yn

e
ile

si
s

pa
lm

at
a

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ヤ
マ

ア
ワ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

C
al

am
ag

ro
st

is
e
pi

ge
io

s
低

地
、

山
地

6
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヤ
マ

オ
ダ

マ
キ

○

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

A
qu

ile
gi

a
bu

e
rg

e
ri
an

a
山

地
3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヤ
マ

カ
モ

ジ
グ

サ

○

イ
ネ

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

そ
う

生
形

落
葉

性
種

子
刈

り
取

り
残

渣

○

B
ra

c
h
yp

o
di

u
m

 s
yl

va
ti
c
u
m

丘
陵

、
山

地
情

報
な

し
多

年
草

情
報

な
し

ヤ
マ

ジ
ノ

ホ
ト

ト
ギ

ス
ユ

リ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

T
ri
c
yr

ti
s

af
fi
n
is

山
地

3
0
c
m

～
6
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

春
の

芽
生

え
の

姿
が

破
れ

た
番

傘
に

似
て

い
る

。
枯

れ
た

古
い

根
茎

を
取

り
除

く
と

自
然

に
い

く
つ

か
の

株
に

分
か

れ
る

。
【
種

子
の

保
存

性
】
晩

秋
に

タ
ネ

を
と

っ
て

冷
蔵

庫
に

入
れ

る
（
低

温
湿

潤
処

理
）

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

　
　

　
・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
モ

ミ
ジ

ガ
サ

湿
地

や
湿

っ
た

場
所

開
花

期
：

7
月

～
9
月

実
は

え
い

果
（
イ

ネ
科

の
果

実
で

薄
い

木
質

の
果

皮
が

種
子

に
密

着
し

て
い

る
）

茎
先

に
円

錐
花

序
白

っ
ぽ

い
緑

色
の

小
穂

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

和
名

の
由

来
は

花
序

が
粟

（
ア

ワ
）
に

似
て

山
地

に
多

い
こ

と
に

よ
る

が
、

食
用

に
は

な
ら

な
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ッ
ス

ガ
ヤ

風
が

強
く
当

た
ら

な
い

、
明

る
い

日
陰

成
長

期
：

1
1
月

～
1
0
月

開
花

期
：

7
月

～
1
0
月

結
実

期
：

2
月

痩
果

は
長

さ
約

4
㎜

、
多

数
の

縦
肋

あ
り

冠
毛

は
長

さ
約

7
㎜

、
汚

れ
た

白
色

葉
は

芽
生

え
が

破
れ

た
傘

の
よ

う
な

姿

食
用

と
し

て
使

用
可

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

山
路

に
生

え
る

ホ
ト

ト
ギ

ス
の

意
味

株
分

け
は

2
月

～
5
月

ま
で

可
能

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ヤ

マ
ホ

ト
ト

ギ
ス

半
日

陰
成

長
期

：
3
月

～
1
1
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

種
子

は
長

さ
約

2
㎜

白
地

に
紅

紫
色

の
斑

点
が

あ
る

花

若
葉

、
若

芽
を

食
用

と
し

て
使

用
可

季
語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
の

形
が

、
麻

糸
を

巻
き

つ
け

た
管

に
似

る
。

株
分

け
は

3
月

頃
が

適
期

。
芽

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
根

を
よ

く
切

れ
る

刃
物

で
縦

に
裂

き
土

に
植

え
付

け
。

成
功

率
が

悪
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
キ

バ
ナ

ノ
ヤ

マ
オ

ダ
マ

キ
、

ミ
ヤ

マ
オ

ダ
マ

キ

乾
い

た
環

境
開

花
期

：
6
月

～
7
月

果
実

は
広

線
形

、
乳

褐
色

で
長

さ
5
.5

～
7
m

m

－
情

報
な

し
情

報
な

し
環

境
省

：
無

都
道

府
県

：
有

単
穂

状
で

、
多

少
と

も
下

垂
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
エ

ゾ
カ

モ
ジ

グ
サ

日
当

た
り

と
風

通
し

の
良

い
場

所

成
長

期
：

4
～

9
月

開
花

期
：

6
月

～
8
月

2
㎜

花
弁

が
黄

色
、

萼
片

が
紫

褐
色

の

薬
草

と
し

て
利

用
可

情
報

な
し

観
賞

性
種

名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
文

化
・
生

活
上

の
価

値
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ヤ
マ

ニ
ガ

ナ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
－

種
子

L
ac

tu
c
a

ra
dd

e
an

a
va

r.
e
la

ta

山
地

1
0
0
c
m

～
2
0
0
c
m

一
・
二

年
草

風
散

布

ヤ
マ

ハ
ッ

カ
シ

ソ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

○

R
ab

do
si

a
in

fl
e
xa

丘
陵

、
山

地
6
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ヤ
マ

ホ
ト

ト
ギ

ス
ユ

リ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

○

T
ri
c
yr

ti
s

m
ac

ro
po

da
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
7
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ヤ
マ

ユ
リ

ユ
リ

科
本

州
直

立
形

落
葉

性
種

子
分

球
木

子
鱗

片
さ

し

○

L
ili
u
m

au
ra

tu
m

丘
陵

、
山

地
1
0
0
c
m

～
1
5
0
c
m

多
年

草
情

報
な

し

ヤ
マ

ラ
ッ

キ
ョ
ウ

○

ユ
リ

科
本

州
（
秋

田
県

以
南

）
、

四
国

、
九

州
、

沖
縄

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け

A
lli
u
m

th
u
n
be

rg
ii

低
地

、
丘

陵
、

山
地

3
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

植
物

体
の

大
き

さ
に

対
し

て
頭

花
の

大
き

さ
が

小
さ

く
あ

ま
り

目
立

た
な

い
。

【
近

縁
在

来
種

】
ム

ラ
サ

キ
ニ

ガ
ナ

情
報

な
し

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

果
実

は
4
分

果
青

紫
色

の
唇

形
花

。
内

側
に

濃
い

青
紫

色
の

斑
。

茎
頂

の
細

長
い

穂
状

の
花

序
に

や
や

ま
ば

ら
に

つ
く

情
報

な
し

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ア

カ
マ

ツ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

ハ
ッ

カ
の

名
前

が
つ

い
て

い
る

が
、

ほ
と

ん
ど

臭
わ

な
い

。
【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
ヒ

キ
オ

コ
シ

、
イ

ヌ
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
コ

ウ
シ

ン
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

情
報

な
し

成
長

期
：

1
0
月

～
9
月

開
花

期
：

8
月

～
9
月

痩
果

は
長

さ
4
-

5
㎜

、
幅

1
.5

-
3

㎜
の

扁
平

な
楕

円
形

。
冠

毛
は

長
さ

6
-
8

㎜
、

白
色

円
錐

花
序

に
や

や
ま

ば
ら

に
つ

く
黄

色
い

頭
花

情
報

な
し

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

全
国

に
自

生
す

る
野

生
種

株
分

け
は

2
月

～
5
月

ま
で

可
能

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
有

・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ト
ト

ギ
ス

、
ヤ

マ
ジ

ノ
ホ

ト
ト

ギ
ス

日
陰

が
ち

の
斜

面
成

長
期

：
4
月

～
9
月

開
花

期
：

7
月

～
8
月

結
実

期
：

1
0
月

～
1
1
月

情
報

な
し

白
地

に
赤

褐
色

の
斑

点
と

黄
色

い
筋

が
入

る
大

き
な

花

食
用

と
し

て
使

用
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

万
葉

集
に

登
場 季

語

人
体

：
無

畑
地

：
情

報
な

し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

他
の

山
野

草
に

は
な

い
大

き
さ

と
華

や
か

さ
風

が
な

く
て

も
揺

り
動

く
の

が
名

前
の

由
来

分
球

は
生

育
が

順
調

な
株

で
あ

れ
ば

2
月

～
3
月

に
可

能
地

中
の

茎
に

つ
い

て
い

る
木

子
（
小

さ
な

球
根

）
は

茎
が

枯
れ

た
ら

集
め

る
。

【
生

育
特

性
】

・
耐

陰
性

：
無

・
耐

暑
性

：
普

通
・
耐

寒
性

：
普

通

林
下

開
花

期
：

7
月

～
9
月

果
実

は
長

さ
2

～
3
㎝

散
房

花
序

で
白

地
に

紅
紫

色
の

斑
点

が
あ

る
花

季
語

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

枯
れ

は
じ

め
た

植
物

の
多

い
晩

秋
の

草
原

を
彩

る
印

象
深

い
花

株
は

良
く
殖

え
る

の
で

、
早

春
に

株
分

け
す

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
シ

ロ
バ

ナ
ヤ

マ
ラ

ッ
キ

ョ
ウ

や
や

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
6
月

～
8
月

蒴
果

は
3
室

が
あ

り
、

熟
す

と
上

部
が

3
裂

す
る

。
種

子
は

長
さ

3
～

4
㎜

茎
の

頂
に

十
数

個
の

濃
紅

紫
色

の
花

情
報

な
し

二
次 林

生
育

環
境

生
活

史
実

（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
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草
地

科
名

自
然

分
布

生
育

形
落

葉
区

分
繁

殖
方

法

学
名

地
形

草
丈

生
活

型
種

子
散

布
型

ヨ
ツ

バ
ヒ

ヨ
ド

リ

○

キ
ク

科
北

海
道

、
本

州
、

九
州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

・
挿

し
木

刈
り

取
り

残
渣

E
u
pa

to
ri
u
m

c
h
in

e
n
se

ss
p.

sa
c
h
al

in
e

n
se

山
地

、
亜

高
山

1
0
0
c
m

多
年

草
風

散
布

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

○

ア
カ

ネ
科

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

分
枝

形
落

葉
性

種
子

G
al

iu
m

tr
ac

h
ys

pe
rm

u
m

丘
陵

、
山

地
2
0
c
m

～
5
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

リ
ュ

ウ
ノ

ウ
ギ

ク
キ

ク
科

本
州

、
四

国
、

九
州

（
宮

崎
県

）

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

・
挿

し
木

○

C
h
ry

sa
n
th

e
m

u
m

 j
ap

o
n
ic

u
m

丘
陵

、
山

地
3
0
c
m

～
9
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

リ
ン

ド
ウ

○

リ
ン

ド
ウ

科
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
さ

し
芽

･挿
し

木

○

G
e
n
ti
an

a
sc

ab
ra

va
r.
bu

e
rg

e
ri

低
地

、
丘

陵
、

山
地

2
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

ワ
レ

モ
コ

ウ

○

ワ
レ

モ
コ

ウ
北

海
道

、
本

州
、

四
国

、
九

州

直
立

形
落

葉
性

種
子

株
分

け
刈

り
取

り
残

渣

○

S
an

gu
is

o
rb

a
o
ff

ic
in

al
is

低
地

、
丘

陵
、

山
地

7
0
c
m

～
1
0
0
c
m

多
年

草
自

動
散

布

日
当

た
り

の
よ

い
場

所
成

長
期

：
4
～

9
月

開
花

期
：

8
月

～
1
0
月

実
は

痩
果

長
楕

円
形

の
穂

状
の

花
序

に
密

に
暗

紅
紫

色
の

花

切
り

花
、

観
賞

用
栽

培
　

俳
句

晩
秋

の
季

語
庶

物
類

纂
図

翼
に

掲
載

　
薬

草
利

用
可

　
食

用
（
若

葉
）
利

用
可

人
体

：
刺

有
り

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

つ
ぼ

み
が

十
字

に
割

れ
て

い
る

。
秋

の
風

情
に

欠
か

せ
な

い
花

と
し

て
親

し
ま

れ
る

。
丈

夫
な

山
草

な
の

で
分

け
る

だ
け

な
ら

生
育

期
に

い
つ

で
も

で
き

る
。

【
種

子
の

保
存

性
】
冷

蔵
庫

に
保

管
【
生

育
特

性
】

・
耐

暑
性

：
強

い
・
耐

寒
性

：
強

い
【
近

縁
在

来
種

】
ウ

ラ
ゲ

ワ
レ

モ
コ

ウ
、

ナ
ガ

ボ
ノ

ア
カ

ワ
レ

モ
コ

ウ

日
当

た
り

の
良

い
、

肥
沃

で
水

は
け

水
も

ち
の

よ
い

場
所

成
長

期
：

3
月

～
1
1
月

開
花

期
：

9
月

～
1
0
月

種
子

は
2
m

m
程

度
で

、
網

目
模

様
が

あ
る

紫
色

の
鐘

型
花

薬
用

と
し

て
利

用
可

　
俳

句
秋

の
季

語
切

り
花

や
観

賞
用

栽
培

に
利

用
可

　
庶

物
類

纂
図

翼
に

掲
載

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

花
は

気
を

つ
け

て
い

な
い

と
見

え
な

い
ほ

ど
小

さ
い

 。
【
近

縁
在

来
種

】
ヒ

メ
ヨ

ツ
バ

ム
グ

ラ
、

ヤ
マ

ム
グ

ラ
、

ホ
ソ

バ
ノ

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

日
当

た
り

良
い

場
所

成
長

期
：

4
～

1
1
月

開
花

期
：

1
0
月

～
1
1
月

2
㎜

 果
実

は
長

さ
約

1
.8

㎜
、

冠
毛

は
無

い

舌
状

花
は

白
色

、
筒

状
花

は
黄

色

万
葉

集
に

登
場

　
季

語
浴

湯
用

と
し

て
薬

効
あ

り

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
や

茎
を

ち
ぎ

っ
て

揉
む

と
樟

脳
[し

ょ
う

の
う

]の
よ

う
な

香
り

が
す

る
。

地
下

茎
で

増
え

る
の

で
、

容
易

に
増

や
せ

る
。

【
近

縁
在

来
種

】
キ

ク
、

リ
ュ

ウ
ノ

ウ
ギ

ク

情
報

な
し

開
花

期
：

5
月

～
6
月

果
実

は
痩

果
果

実
は

2
個

の
分

果
か

ら
な

り
、

曲
が

っ
た

こ
ぶ

状
の

突
起

が
密

生
す

る

茎
の

先
や

葉
腋

か
ら

出
し

た
花

序
に

小
さ

な
淡

黄
緑

色
の

花 葉
は

小
さ

い
な

が
ら

紅
葉

情
報

な
し

情
報

な
し

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

秋
の

山
を

代
表

す
る

山
野

草
花

は
日

が
当

た
る

と
開

き
、

翳
る

と
し

ぼ
ん

で
し

ま
う

。
3
月

～
1
1
月

中
旬

。
そ

の
他

詳
細

の
記

載
な

し
。

【
近

縁
在

来
種

】
ホ

ソ
バ

リ
ン

ド
ウ

、
ア

サ
マ

リ
ン

ド
ウ

湿
っ

た
場

所
開

花
期

：
7
月

～
9
月

痩
果

は
5
角

柱
形

、
長

い
冠

毛
が

あ
る

筒
状

花
が

集
ま

っ
た

薄
紫

や
薄

い
赤

色
の

花 筒
状

花
の

先
は

5
つ

に
裂

け
花

柱
が

突
き

出
す

若
葉

を
食

用
と

し
て

使
用

可
薬

用
酒

も
可

薬
草

と
し

て
利

用
可

人
体

：
情

報
な

し 畑
地

：
さ

び
病

（
ゴ

ヨ
ウ

マ
ツ

・
チ

ョ
ウ

セ
ン

ゴ
ヨ

ウ
）
の

中
間

宿
主

環
境

省
：
無

都
道

府
県

：
有

葉
が

4
枚

か
ら

で
、

3
枚

や
5
枚

の
場

合
も

あ
る

。
株

分
け

は
、

植
え

替
え

と
同

時
に

行
う

。
周

囲
を

ほ
ぐ

し
た

あ
と

、
根

鉢
ご

と
1
/
3
～

1
/
2
に

切
り

分
け

る
。

5
月

か
ら

6
月

に
、

茎
の

先
端

を
さ

し
穂

に
使

う
天

ざ
し

を
す

る
。

種
名

基
本

情
報

緑
化

植
物

と
し

て
の

有
用

性
注

意
事

項
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
記

載
備

考
二

次 林
生

育
環

境
生

活
史

実
（
種

子
）

の
外

観
観

賞
性

文
化

・
生

活
上

の
価

値
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第 2 章 在来野草カルテ 

 在来野草カルテは、平成 26 年度から平成 28 年度にかけて実施した発芽試験等の結果から、生

育特性、発芽特性、再生産の可能性、種子増殖による緑化の可能性を取りまとめたものである。 

 以下に、発芽試験等の対象種である在来野草 41種のカルテを示す。 
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アキノエノコログサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 －

主な生育地 1

2

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 －

1

種子 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 ～ 25

開花期 ～ 25

結実期 ｄ情報なし

情報なし

増殖方法

4月 9月

5月 7月

8月 10月

エノコログサより半日陰を好む

50cm 100cm

1年草

―

生育形 直立形

イネ科

Setaria

学名 Setaria faberi

自然分布

各地の道ばたや空き地

生育環境

 
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

0%

0%

33%

0%

24%

2%

20％

96%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低

低

低

低

低

常

常

常

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 0％で

あった。 

・播き出し試験での発芽率が 33％であったことから、恒温条件と変温条件とを比較したところ、恒温条件で 24％、

変温条件で 24％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で、1 経年種子が 24％、

2 経年種子が 1％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 8 月 

撮影：平成 26 年 8 月 撮影：平成 27 年 7 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 50～100 倍 近くなり、多年

草であることから翌年はさらに多くの種子が

生産 されると考えられる。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 33 33% H27 11,003 333 110

H27 温室 50 35 70% H28 3,982 114 80

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・野外での種子採取は通常 個体数も種子数も多く容易 である。 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は劣化 する。 
・数年先の播種・移植を計画している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・

増殖を併せて行っておく ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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開花なし つぼみ 開花
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粒 アキノエノコログサ（種子採取数）
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アキノタムラソウ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 本州 四国 九州 沖縄 1

地形 丘陵 山地 1,ｃ

主な生育地 6

i

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

i

種子 株分け i

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 －

シソ科

Salvia

学名 Salvia japonica

自然分布

丘陵地道端、林縁、畦畔

生育環境 風通しの良い日当たり

20cm 80cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 9月

情報なし

7月 11月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 2経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

1%

1%

20%

2%

16%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 1％で

あった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子は 1％、

1 経年種子が 20％、2 経年種子が 0％であった。 

・なお、発芽処理として低温処理と低温湿層処理を比較した場合、低温処理が 20％、低温湿層処理が 2％であっ

た。 

・もとより発芽率は非常に低いとされており、山田（2013）によると野外試験での定着率は 1％前後とされてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させることが望ましい。 

・それにより、1 年程度は発芽率が維持されると考えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま野外

播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 27 年 10 月 撮影：平成 27 年 8 月 
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再生産の可能性 

・種子は、温室内での試験での初年度はあまり

回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年は

多くの種子が生産される可能性 がある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 1 1% H27 61 61 1

H27 温室 50 8 16% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・発芽を促すにあたっては、低温処理 を行うか、そのまま野外播種し越冬 させることが望ましい。 
・発芽率も高くなく、種子の回収率も良くない。種子も 1 年程度しか発芽率が維持されないと考

えられることから、種子での保管と、個体での保管とでのリスク分散を図 ることが望ましい。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 アキノタムラソウ（種子採取数）
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アマドコロ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 丘陵 山地 1

主な生育地 1

ｄ

草丈 ～ 1

生態 越年区分 ｅ

落葉区分 ｅ

1

種子 株分け d

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

ユリ科

Polygonatum

学名 Polygonatum odoratum var.pluriflorum

自然分布

山野や野原等

生育環境 日当たり～明るい日陰

30cm 80cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

4月 5月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

81%

10%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で

81％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が

81％、1 経年種子が 6％であった。 

・高橋（2001）及び高橋（2006）においては低温湿層処理が必要であり、これにより 90％程度の高い発芽（発根）

が得られたとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、冷温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのま

ま速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 9 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 10 1 10% H28 ─ ─ ─

H26 野外 20 1 5% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子はさく果ごと採取し、種子を弾き落とすようにして不要

な部分を除去しておくことが望ましい。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は劣化 する。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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結実なし（2016/8/10以降は生育個体なし）
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イヌタデ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 山地 1

主な生育地 6

j

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 －

6

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 －

タデ科

Persicaria

学名 Persicaria longiseta

自然分布

畑地、樹園地、庭、路傍、あき地、畦畔

生育環境 湿性のある日当たりのよい草地

20cm 50cm

一・二年草

－

生育形 直立形

増殖方法

4月 11月

情報なし

6月 10月

情報なし  

 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

常温 低湿 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

2%

39%

75%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で 2％であった。 

・播き出し試験で 39％と高い発芽率が得られたことから、低温湿層処理を行い変温条件とした場合での発芽試験

を実施し 75％と高い発芽率を得た。 

・経年種子がなかったことから、経年劣化についての検討は未実施である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望まし

い。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 27 年 6 月 撮影：平成 26 年 9 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、採取 初年度で 100～200 倍 近くなり、

多年草であることから翌年はさらに多くの種

子が生産 されると考えられる。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 39 39% H27 21,361 548 214

H27 温室 30 19 63% H28 5,200 274 173

種子回収種子採取
播種数

期間最大生存

※※
 

注）※は概数で表示。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・生産効率は良い。必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 

・経年劣化についての知見がないことから、種子での保管に加え、個体での保管を行う等リスク

分散 を図ることが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ウシハコベ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 情報なし －

主な生育地 6

a

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 6

a

種子 6

生活史 成長期 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

ナデシコ科

Stellaria

学名 Stellaria aquatica

自然分布

路傍、あき地、畑地、樹園地、庭など

生育環境 いたるところ

20cm 60cm

一・二年草

－

生育形 分枝形

増殖方法

情報なし

4月 10月

殆ど通年

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

100%

100%

93%

81%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず変温条件とした場合で 100％

であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず変温条件とした場合で、当年種子が 100％、

1 経年種子が 81％であった。 

・鈴木（2003）によると、同属のハコベでは、埋土 1 年目の 12 月までは 84％以上だが、2 年目の 2～8 月が 65
～76％、10～12 月は 40～50％とされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 

・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 
撮影：平成 27 年 5 月 
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再生産の可能性 

・一・二年草といわれており、種子採取後すぐ

に播種すると、すぐに発芽し翌春には開花、

結実 する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 10 63% H28 7,852 785 491

H27 野外 30 15 50% H28 7,400 493 247

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

※※
 

注）※は概数で表示。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子はさく果ごと採取し、種子を弾き落とすようにして種子

を取り出す。 
・採取後は、すぐに乾燥後し箱などに入れ室温で保管 する。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は通常 個体数も種子数も多く容易 である。 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 
・生産効率は良い。必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 ウシハコベ（種子採取数）

2016年度
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ウツボグサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 1,ｄ

主な生育地 6

ｄ

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 株分け d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 ～ ｄ

シソ科

Prunella

学名 Prunella vulgaris ssp.asiatica

自然分布

野原、荒れ地、山地の道端、丘陵の周辺

生育環境 日当たりのよい場所

20cm 30cm

多年草

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

4月 9月

情報なし

6月 8月

7月 8月  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多数発芽

多数発芽
 

・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で

21％であった。 

・播き出し試験の結果では、発芽個体が多くまた繁茂が著しく、個体の確認ができなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考

えられる。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・光条件は、暗条件とされていることから、野外播種にあた

っては覆土を行うことが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 28 年 6 月 撮影：平成 28 年 5 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 80 計測不能 計測不能 H28 ─ 計測不能 ─

H26 野外 150 計測不能 計測不能 H28 ─ 計測不能 ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・経年劣化の知見がないこと、また播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、

数年先の播種・移植を計画している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・

増殖を併せて行っておく ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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オオバギボウシ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 丘陵 山地 1

主な生育地 a

a

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 6

1

種子 c

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期

ユリ科

Hosta

学名 Hosta montana

自然分布

高原の草地や樹林下

生育環境 湿った場所

50cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 そう生形

増殖方法

情報なし

情報なし

7月 8月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 変温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 恒温 暗 2経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

0%

0%

0%

0%

94%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合の 2 経年種子で発芽率 94％
であった。 

・金森（1992）によると、低温処理により発芽率が 85％以上になるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望ま

しい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・光条件は、暗条件とされていることから、野外播種にあた

っては覆土を行うことが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・播き出し試験では発芽が確認されなかった。 
年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 0 0% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子はさく果ごと採取し、さく果から種子を弾き落とすよう

にして取り出しておくことが望ましい。 
・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ冷蔵庫で保管す

ることが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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オオバコ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 山地 亜高山 8

主な生育地 6

t

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

ａ

種子 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 ～ 10

オオバコ科

Plantago

学名 Plantago asiatica

自然分布

路傍、庭、あき地、山道、畑地など

生育環境 日当たりのよい場所

10cm 20cm

多年草

落葉性

生育形 ロゼット形

増殖方法

4月 3月

情報なし

4月 9月

6月 11月  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

99%

100%

100%

100%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管の種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 99％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 100％であった。 

・中村（2009）においても 1 年貯蔵で 90.0％、2 年貯蔵で 96.3％の発芽率であったとされていることとも合致す

る。なお、玉井（2010）によると、10 月以降に採取される種子については低温処理で発芽が促進されるとして

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられる。 

・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

撮影：平成 27 年 7 月 撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌春には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 500 倍近くなり 、多年草

であることから翌年はさらに多くの種子が生

産されることも考えると、効率が良い。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 9 56% H28 9,517 1,057 595

H27 野外 30 24 80% H28 12,975 541 433

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室内で保管 す

ることが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は通常 個体数も種子数も多く容易 である。 
・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・生産効率は良い。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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2015年度 2016年度
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粒 オオバコ（種子採取数）
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オカトラノオ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 1,ｄ

主な生育地 6,d

d

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

1

種子 株分け d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 －

サクラソウ科

Lysimachia

学名 Lysimachia clethroides

自然分布

山野、丘陵地、草地、道端

生育環境 日当たりのよい場所

60cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

7月 8月

情報なし  

 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 変温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 変温 明暗 2経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

1%

73%

7%

73%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低

低

低

低

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で 1％

であった。 

・播き出し試験における発芽率が 73％であったことから、恒温条件と変温条件とを比較した場合、恒温条件で 7％、

変温条件で 73％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温湿層処理を行い変温条件とした場合で、1 経年で 73％、

2 経年で 63％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、高温多湿を避けて保存することが可能であること、湿

度 15％、-20℃で保存後、5℃の湿層処理 1 週間で、11 年目であっても 100％の生存率が得られるとされている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度高い発芽率が維持されると考え

られる。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必

要とする。 
・種子は、温室内の試験での初年度は不稔が

多く、あまり回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年は多くの種子が生産される可能性 がある。 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、種子での保管に加え、個体

での保管を行う等リスク分散 を図ることが望ましい。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】

 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

オカトラノオ（開花率）
開花なし つぼみ 開花

2015年度 2016年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

オカトラノオ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2015年度 2016年度

不稔

4

0
1
2
3
4
5
粒 オカトラノオ（種子採取数）

2016年度

 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 73 73% H28 4 0.1 0.04

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収
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オトギリソウ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 丘陵 山地 h

主な生育地 6

i

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

1

種子 株分け 6,i

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 －

オトギリソウ科

Hypericum

学名 Hypericum erectum

自然分布

草地、雑木林、山地の道端等

生育環境 日当たりがよく風通しの良い場所

30cm 50cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 8月

情報なし

7月 8月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

18%

48%

6%

3%

30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理を行わず変温条件とした場合で 18％、

低温処理を行い変温条件とした場合で 48％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で当年種子が 48％、

1 経年種子が 30％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 27 年 9 月 

撮影：平成 28 年 7 月 撮影：平成 28 年 10 月 



2-63 

 

 
再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 1 6% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 1 3% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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20%

40%
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80%

100%

5 6 7 8 9 10 11

オトギリソウ（開花率）

開花なし つぼみ 開花

2016年度
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5 6 7 8 9 10 11

オトギリソウ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2016年度

0
2
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6
8

10
粒 オトギリソウ（種子採取数）

2016年度

結実なし
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オトコエシ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 6

地形 低地 丘陵 山地 6

主な生育地 6

d

草丈 ～ 6

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 株分け d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 －

オミナエシ科

Patrinia

学名 Patrinia villosa

自然分布

山地の落葉樹林内や道端、丘陵地の林縁、草地など

生育環境 日当たりの良い場所

50cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

8月 9月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

29%

65%

60%

44%

49%

48%

75%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低

低

低

低

低

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 29％
であった。 

・播き出し試験でより高い 65%及び 60％という発芽率であったことから、恒温条件と変温条件とを比較したとこ

ろ、恒温条件で 44％、変温条件で 29％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で、1 経年種子が 49％、

2 経年種子が 48％であった。 

・入山（2002）によると、10℃12 日間の低温処理を実施した場合に発芽率 55～68％、無処理の場合に発芽率 64
～75％が得られるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 28 年 9 月 撮影：平成 28 年 8 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
・種子は、採取 初年度で 50～200 倍 近くなり、

多年草であることから翌年はさらに多くの種

子が生産 されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 20 13 65% H28 4,490 345 225

H26 野外 40 12 30% H28 2,427 202 61

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 オトコエシ（種子採取数）

2016年度
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オニタビラコ 

 分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 山地 丘陵 低地 E

主な生育地 ｐ

E

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

a

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Youngia

学名 Youngia japonica

自然分布

道端、草地

生育環境 様々な立地

20cm 100cm

一・二年草

－

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

5月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

93%

88%

53%

95%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 93％であ

った。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 93％、

1 経年種子が 95％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、高温多湿を避けて保存することが可能であること、湿

度 15％、-20℃で 58 日間保存しても 100％の生存率が確保されたとある。これは、Yoshioka（1998）における

暗条件で 40～55％の発芽率と比べ高い値となっているが、쓰（1998）においては光照射で発芽が促進されると

されており、妥当な値であると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 
・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

撮影：平成 27 年 7 月 

撮影：平成 28 年 7 月 
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再生産の可能性 

・一・二年草といわれており、種子採取後すぐ

に播種すると、すぐに発芽し翌春には開花、

結実 する。 

・しかしながら、播種時期が遅い、生育が悪い

等により、越冬できないこともある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 0 0% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 0 0% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ室温で保管する

ことが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
・個体を増殖、移植させる場合には、秋でもなるべく早い時期に種子を採取し、速やかに播種す

ることで、なるべく良好な育成状況とすることが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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オヘビイチゴ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 本州 四国 九州 1

地形 低地 a

主な生育地 a

p

草丈 ～ p

生態 越年区分 1

落葉区分 Ⅱ

a

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

バラ科

Potentilla

学名 Potentilla sundaica var.robusta

自然分布

田畑のあぜ道

生育環境 やや湿ったところ

10cm 20cm

多年草

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

情報なし

情報なし

5月 6月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

62%

30%

55%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で 62％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で当年種子が 62％、

1 経年種子が 25％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 10 3 30% H28 ─ ─ ─

H27 野外 20 11 55% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・種子が小さいので、目の粗いザルや袋に入れ揉むことで、種

子を抽出できる。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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オミナエシ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 6

地形 低地 丘陵 山地 6

主な生育地 6

1

草丈 程度 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

a

種子 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

オミナエシ科

Patrinia

学名 Patrinia scabiosaefolia

自然分布

丘陵地、山地の林縁や草地など

生育環境 日当たりのよい草原

100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

7月 9月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 恒温 暗 1経年 発芽試験

低温 低温 恒温 暗 2経年 発芽試験

常温 低温 恒温 暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

50%

20%

15%

52%

15%

34%

91%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 50％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が 50％、

1 経年種子が 52％、2 経年種子が 34％であった。 

・文献等の知見はなく、個人のホームページでは「発芽率は良いが、開花には３年かかる」とされている

（http://www.sanyasou.com/index/ominaesi.html）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させることが望ましい。それに

より、ある程度の発芽率が維持されると考えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・光条件は、暗条件とされていることから、野外播種にあた

っては覆土を行うことが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 10 月 撮影：平成 28 年 8 月 

 

http://www.sanyasou.com/index/ominaesi.html
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
・種子は、初年度で 50 倍 近くなり、多年草で

あることから翌年はさらに多くの種子が生産

されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 10 1 10% H28 ─ ─ ─

H26 野外 20 3 15% H28 1,065 355 53

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ冷蔵庫で保管す

ることが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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カセンソウ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 山地 亜高山 高山 u

主な生育地 u

u

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 a

p

種子 株分け u

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科 

Inula

学名 Inula salicina var.asiatica

自然分布

山野

生育環境 日当たりのよい湿原

60cm 80cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

7月 9月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

常温 低湿 恒温 明暗 2経年 発芽試験

低温 低湿 恒温 明暗 2経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

0%

0%

2%

0%

1%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 0％、

常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合も 0％であった。 

・他、低温湿層処理を行った場合も実施したが、いずれもほとんど発芽しなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・カセンソウは、当年種子、経年種子に係らず発芽率が非常に

低いことが示唆された。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 9 月 撮影：平成 27 年 7 月 
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再生産の可能性 

・播き出し試験での発芽率は 2％、種子の回収

率は 2 倍であったが、十分な知見は得られて

いない。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 2 2% H27 160 80 2

H27 温室 50 0 0% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室内や冷蔵庫

で保管 することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・発芽特性に関する知見もなく、発芽率は低い。 

・また、経年劣化の状況も不明である。 
・種子の回収率も高くないことから、種子による増殖には現状では不適と考える。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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カタバミ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 山地 Ⅱ

主な生育地 6

ｄ

草丈 ～ 6

生態 越年区分 6

落葉区分 Ⅱ

1

種子 株分け 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 ～ 10

カタバミ科

Oxalis

学名 Oxalis corniculata

自然分布

庭や家の周辺、芝生、畑地、路傍、樹園地

生育環境 日なた

10cm 30cm

多年草

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

4月 3月

情報なし

5月 10月

5月 11月  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

62%

33%

38%

38%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 62％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 62％、

1 経年種子が 38％であった。 

・カタバミの発芽についての知見はほとんどなく、「北海道の耕地雑草」（2009、ニューカントリー2009 秋季臨時

増刊号、（株）北海道協同組合通信社）によると、「種子は落ちるとすぐに発芽する」、「明条件でよく発芽する」

とされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させることが望ましい。それによ

り、ある程度の発芽率が維持されると考えられる。 

・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 28 年 9 月 撮影：平成 28 年 9 月 

http://www.dairyman.co.jp/
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌春には開花、結実 する。 
・種子は、採取 初年度で 50～100 倍 、多年草

であることから翌年はさらに多くの種子が生

産されると考えると、比較的効率が良い。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 30 1 3% H28 4,242 4,242 141

H27 野外 60 6 10% H28 3,043 507 51

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子はさやごと採取し、中の水分や虫が腐敗や劣化の原因と

ならないよう、サヤと種子を分けておくことが望ましい。 

・種子が小さいので、目の粗いザルや袋に入れ揉むことで、種

子を抽出できる。 

・採取後は、すぐに乾燥し、箱などに入れ室温で保管 する。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は袋掛けを行うことで、比較的容易である。 

・採取後すぐに乾燥させることである程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化す

る。よって、数年先の播種・移植を計画している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個

体での維持・増殖 を併せて行っておくことが重要である。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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カモジグサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 －

主な生育地 ｐ

1

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 Ⅱ

a

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

イネ科

Agropyron

学名 Agropyron tsukushiense var.transiens

自然分布

道端、草地

生育環境 日当たりの良い場所

50cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 そう生形

増殖方法

情報なし

情報なし

5月 7月

情報なし

情報なし

 
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

85%

82%

93%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子で発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 85％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子で発芽処理を行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 85％、

1 経年種子が 45％であった。 

・木俣（1982）による発芽率 90～97％と比べるといずれも低い値であった。木俣（1982）においては、種子を

昼 35℃夜 25℃の湿度のある暗所で保管した場合であり、本試験に用いた種子は常温の乾燥保管であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・カモジグサは、常温で湿度のある暗所での保管が望ましいと

考えられる。 

・しかしながら、湿度のある場所での保管はカビの発生や腐敗

といったリスクが高いことから、発芽率は低下するものの乾

燥させて保管する方が容易である。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

野外播種し越冬させることが望ましい。 

・常温の乾燥保管の場合であっても、発芽率は半分程度は維持

されると考えられた。 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 5 月 撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。（播種後 1 年目では、種子は採取できな

い。） 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 60 49 82% H28 ─ ─ ─

H27 野外 100 93 93% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取後は、すぐに乾燥し、箱などに入れ室温で保管 する。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は袋掛けを行うことで、比較的容易である。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理 を行うか、そのまま野外播種し越冬 させることが望ま

しい。 
・種子での保管を行う場合には、発芽率は半分程度に低下するものの、乾燥させ室内で保管した

方がリスクが低い。 
・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、増殖もしくは移植も複数年にわた

る計画としておくことが重要である。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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60%

80%

100%

10 11 12 2 5 6 7 8 9 10 11
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0 
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6 
8 

10 
粒 カモジグサ（種子採取数）

2016年度

結実なし
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カワラナデシコ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 1,ｄ

主な生育地 6

e

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 株分け さし芽 12

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

ナデシコ科

Dianthus

学名 Dianthus superbus var.longicalycinus

自然分布

川原、海岸保安林、山野、岩地

生育環境 日当たりと水はけのよい、開けた風通しのある場所

30cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 そう生形

増殖方法

4月 10月

情報なし

7月 9月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

保管
方法

発芽
処理

共試種子 試験方法
発芽条件 発芽率

94%

94%

93%

92%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 94％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で当年種子が 94％、

1 経年種子 92％であった。 

・植松ら（2006）によると、両性花の中には変温要求性を持つ種子が存在するものの、その割合はかなり低いと

考えられるとされている。また、播種前に低温湿潤処理を施すとより高い発芽率が得られるとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 
・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 6 月 撮影：平成 28 年 8 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌年には開花、結実 する。 
・種子は、温室内での試験での初年度はあまり

回収できなかった。しかしながら、多年草で

あることから翌年は多くの種子が生産される

可能性がある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 15 94% H28 165 11 10

H27 野外 30 15 50% H28 12 1 >1 

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・種子はさやごと採取し、中の水分や虫が腐敗や劣化の原因と

ならないよう、サヤを開いて種子を取り出しておくことが望

ましい。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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キキョウ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 丘陵 山地 1,ｄ

主な生育地 6

1

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 株分け さし芽 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 ～ ｄ

キキョウ科

Platycodon

学名 Platycodon grandiflorum

自然分布

山地の林内や林縁、草地、公園など

生育環境 日当たりのよい場所

50cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

7月 8月

8月 9月  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

54%

20%

20%

60%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で 54％
であった。 

・経年的な発芽率の変化は、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で、当年種子が 54％、1 経

年種子が 60％であった。 

・佐野ら（1962）によると、休眠前の 10 月播種では発芽率 80％、休眠後の 11 月播種では発芽率 6％であったと

されている。また、2 週間以上の低温処理で発芽率は 90％以上となったとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 10 月 撮影：平成 28 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 20 倍 近くなり、多年草で

あることから翌年はさらに多くの種子が生産

されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 10 2 20% H28 239 120 24

H27 野外 20 4 20% H28 0 0 0

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度 高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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キジムシロ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 丘陵 山地 ｈ

主な生育地 j

p

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 Ⅱ

p

種子 i

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

バラ科

Potentilla

学名 Potentilla fragarioides var.major

自然分布

畑地・草原や林縁

生育環境 日当たりのよい場所

5cm 30cm

多年草

落葉性

生育形 分枝形

増殖方法

情報なし

情報なし

4月 5月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

19%

17%

13%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で 19％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で、当年種子が 19％、

1 経年種子が 6％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 
 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 28 年 7 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、温室内の試験での初年度は不稔が多

く、あまり回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年は

多くの種子が生産される可能性 がある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 30 5 17% H28 ─ ─ ─

H27 野外 60 8 13% H28 0 0 0

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・種子が小さいので、目の粗いザルや袋に入れ揉むことで、種

子を抽出できる。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ室温または冷蔵

庫で保管することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・種子での保管に加え、個体での保管を行う等リスク分散 を図ることが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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キンミズヒキ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 6

主な生育地 6

j

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

j

種子 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 ～ 10

バラ科

Agrimonia

学名 Agrimonia japonica

自然分布

草地、丘陵地の路傍や周辺、樹園地等

生育環境 日当たりのよい林縁や草原

40cm 80cm

多年草

落葉性

生育形 分枝形

増殖方法

4月 10月

情報なし

6月 9月

9月 12月  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 2経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

41%

20%

30%

27%

98%

28%

32%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で

41％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が

41％、1 経年種子が 27％、2 経年種子が 32％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースの Montezuma-De-Caravalho et al.（1984）によると、同属の

Agrimonia eupatoria は高温多湿を避けて保存することが可能であること、-18 ℃の密閉容器で 8 年間の保存が

可能であるとされている。播種にあたっては 5℃の 1％寒天培地で 12 週間処理してからの播種を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・キンミズヒキは、採取後速やかに乾燥させ、低温で保管する

ことで、経年的にある程度発芽率が維持されると考えられ

た。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 11 月 

撮影：平成 28 年 8 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し その年に開花、結実 する。 
・種子は、初年度は 10～20 倍程度の回収率で

あったが、多年草であることから翌年はさら

に多くの種子が生産 される可能性がある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 20 4 20% H27 310 78 16

H26 野外 30 9 30% H27 589 65 20

H27 温室 40 11 28% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・必要な種子数となるまで 繰り返し種子生産 するとともに、個体での維持・増殖を併せて行って

おく ことが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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100%

キンミズヒキ（開花率）

開花なし つぼみ 開花

0%

20%

40%

60%

80%

100%

キンミズヒキ（結実率）

結実なし 未熟 登熟
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ケチヂミザサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 2

地形 低地 丘陵 2

主な生育地 2、a

a

草丈 ～ p

生態 越年区分 p

落葉区分 2

2

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 2

結実期 －

イネ科

Oplismenus

学名 Oplismenus undulatifolius

自然分布

林内、庭園や芝生、林縁

生育環境 日蔭

15cm 30cm

多年草

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

情報なし

情報なし

8月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

共試種子 試験方法
発芽条件 発芽率保管

方法
発芽
処理

9%

0%

15%

85%

78%

70%

81%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多数発芽

 
・発芽試験の結果では、採取年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件で 9％であった。 

・播き出し試験での発芽がかなり多かったことから、恒温条件と変温条件とで比較したところ、恒温条件で 15％、

変温条件で 85％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い変温条件で、1 経年種子が 85％、2 経年

種子が 81％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、同属の Oplismenus burmanni は高温多湿を避けて保

存することが可能であること、湿度 15％、-20℃で 61 日間の保管で 100％の生存率であるとされている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 9 月 

撮影：平成 27 年 8 月 撮影：平成 27 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、採取 初年度で 10～300 倍 近くなり、

多年草であることから翌年はさらに多くの種

子が生産 されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 200 計測不能 計測不能 H27 3,716 計測不能 19

H27 温室 10 7 70% H28 3,700 529 370

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

※※
 

注）※は概数で表示。 

 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ゲンノショウコ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 ｈ

主な生育地 6

10

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 ～ 10

フウロソウ科

Geranium

学名 Geranium thunbergii

自然分布

路傍、野原、荒れ地、川原など

生育環境 明るい野山

30cm 50cm

多年草

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

3月 11月

情報なし

7月 10月

10月 11月  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

95%

81%

10%

80%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常

常

常

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 95％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子で 95％、

1 経年種子で 80％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献を参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 

撮影：平成 27 年 9 月 

撮影：平成 27 年 9 月 撮影：平成 27 年 11 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 13 81% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 3 10% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・野外での種子採取は袋掛けを行うことで、比較的容易である。 

・種子が小さいので、目の粗いザルや袋に入れ揉むことで、種

子を抽出できる。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管す ることが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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コウゾリナ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 ｃ

主な生育地 6

ｊ

草丈 ～ 6

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Picris

学名 Picris hieracioides var.glabrescens

自然分布

路傍、あき地、林縁、荒れ地など

生育環境 日当たりのよいやや乾燥した草地

30cm 80cm

一・二年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

11月 10月

情報なし

5月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

98%

94%

87%

98%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 98％であ

った。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 98％、

1 経年種子が 98％であった。 

・近藤（1993）によると、風乾後の明条件で 100％の発芽率であったとされていることも合致する。また、近藤

（1993）によると、風乾後の保管温度（10～30℃）による発芽率に違いはないこと、暗条件では発芽率が 40％
まで低下すること、1 ヶ月の低温湿層処理により暗条件でも発芽が良くなるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させることが望ましい。それによ

り、高い発芽率が維持されると考えられる。 

・播種にあたり処理等は必要ない。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・一・二年草といわれており、種子採取後すぐ

に播種すると、すぐに発芽し翌春には開花、

結実 する。 

・しかしながら、播種時期が遅い、生育が悪い

等により、播種の翌年に開花、結実しないこともある。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は通常 個体数も種子数も多く容易 である。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
・個体を増殖、移植させる場合には、秋でもなるべく早い時期に種子を採取し、速やかに播種す

ることで、なるべく良好な育成状況とすることが重要である。 
 
■種子増殖のイメージ 

夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

　

種子採取年 １年目 ２年目

種子採取 種子採取 種子採取継続保管 継続保管 継続保管

播種

発芽 開花

開花発芽

発芽

枯死

（1年草）
枯死

（1年草）
播種

播種

種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 コウゾリナ（種子採取数）

2016年度

結実なし

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 6 38% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 5 17% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収
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シラヤマギク 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 丘陵 山地 1

主な生育地 ｃ

j

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 a

j

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Aster

学名 Aster scaber

自然分布

雑木林や道端など

生育環境 湿性の低い場所からやや乾燥した場所

100cm 150cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

8月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 常温 恒温 明暗 2経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

41%

63%

60%

55%

54%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 41％、

常温保管した種子に発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 63％であった。 

・経年的な発芽率の変化としてては、発芽処理及び発芽条件がそれぞれに異なるものの、当年種子で 41％及び 63％、

1 経年種子で 54％、2 経年種子で 44％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、同属の Aster flaccidus は高温多湿を避けて保存する

ことが可能であること、湿度 15％、-20℃での保存が可能であるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させることが望ましい。それによ

り、ある程度高い発芽率が維持されると考えられる。 
・発芽を促すにあたっては、そのまま播種することである程度

の発芽率が得られると考えられる。 
・また、採取後速やかに野外播種し越冬させることでもある程

度の発芽率が得られると考えられる。 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 9 月 撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

しさらに 翌年には開花、結実 する。 
・種子は、温室内での試験での採取初年度は不

稔が多く、あまり回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年はさらに多くの種子が生産される可能性 がある。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ室温または冷蔵庫

で保管する。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・乾燥させて保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化

する可能性がある。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】

 
 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

シラヤマギク（開花率）

開花なし つぼみ 開花

2015年度 2016年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

シラヤマギク（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2015年度 2016年度

不稔
0
2
4
6
8

10
粒 シラヤマギク（種子採取数）

2016年度

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 10 6 60% H28 0 0 0

H26 野外 20 12 60% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収
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スイバ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 j,p

主な生育地 h

j

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 1

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

タデ科

Rumex

学名 Rumex acetosa

自然分布

人里・田畑，河原・渓流，原野・草原，湿地・池沼

生育環境 比較的湿性の低い場所

30cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

5月 8月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低湿 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低湿 変温 明暗 1経年 発芽試験

発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

発芽条件

96%

60%

75%

96%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温湿層処理を行い変温条件とした場合で

96％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温湿層処理を行い変温条件とした場合で当年種子が 96％、

1 経年種子が 96％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、近縁種の Rumex acwtosa では高温多湿を避けて保存

することが可能であること、平均 11 年の保存が可能であるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのま

ま速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

撮影：平成 27 年 5 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 10 6 60% H28 ─ ─ ─

H27 野外 16 12 75% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ 室温で保管 す

ることが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、必要な種子数となるまで、

繰り返し生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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スイバ（開花率）

開花なし つぼみ 開花

2016年度
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スイバ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2016年度

0
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10
粒 スイバ（種子採取数）

2016年度

結実なし
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タチツボスミレ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 6

主な生育地 6

d

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

s

種子 株分け さし芽 d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －情報なし

増殖方法

3月 9月

情報なし

3月 5月

日当たりの良い場所

5cm 15cm

多年草

落葉性

生育形 そう生形

スミレ科

Viola

学名 Viola grypoceras

自然分布

荒れ地畑地、野原、丘陵の林縁

生育環境

 
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

1%

30%

3%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 1％
であった。 

・播き出し試験における発芽率が 30％であったことから、低温湿層処理を行い恒温条件とした場合、種子の系統

は異なるものの 74％の発芽率を得た。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合、1 経年種子は 3％
であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、近縁種の Viola comolia は高温多湿を避けて保存する

ことで、湿度 15％、-20℃の約 1 ヶ月保管でで 82％の生存率が得られるとされている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられる。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、温室内の試験での採取初年度はあま

り回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年はさらに多くの種子が生産される可能性 がある。 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・種子が小さいので、目の粗いザルや袋に入れ揉むことで、種

子を抽出できる。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・本種には、閉鎖花もあり、ひとつの個体からは多くの種子が採取できる。 
・しかしながら、種子の経年劣化についての知見がないことから、数年先の播種・移植を計画し

ている場合には、個体での維持・増殖を併せて行っておく ことが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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タチツボスミレ（開花率）

開花なし つぼみ 開花

2016年度
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100%
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タチツボスミレ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2016年度

7

80

200

70 60

125

0
50

100
150
200

粒 タチツボスミレ（種子採取数）

2016年度

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 400 121 30% H28 542 4 1

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収



2-98 

 

 

ツユクサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 －

主な生育地 6

ｃ

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

a

種子 株分け 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

ツユクサ科

Commelina

学名 Commelina communis

自然分布

路傍、畑地、樹園地、あき地、庭など

生育環境 やや湿った空き地や道ばた

20cm 50cm

一・二年草

－

生育形 ほふく形

増殖方法

3月 10月

情報なし

6月 9月

情報なし

情報なし

 
 
発芽特性 

温度 光

常温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

6%

15%

12%

58%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で 6％

であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が 6％、

1 経年種子が 58％であった。 

・叢ら（1998）によると採取後精選した種子を-5℃で保管し翌年に播種した場合の発芽率は約 5％であった。鈴

木（1994）によると採取後埋土した種子を翌年に播種した場合に 5 月 21％、6 月 58％と長期間保管した場合の

方の発芽率が高かった。また、生山（2000）によると休眠打破のためメスで発芽孔の種皮除去をおこなった場

合には 30～80％の発芽率が得られたとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考

えられる。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのま

ま速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 8 月 撮影：平成 28 年 11 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌春には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 2～4 倍 近くなり、多年草

であることから翌年はさらに多くの種子が生

産 されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 100 15 15% H28 359 24 4

H27 野外 180 22 12% H28 408 19 2

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・種子はさく果ごと採取し、種子を弾き落とすようにして不要

な部分を除去しておくことが望ましい。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の 発芽率が維持 されると考えられる。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ツユクサ（開花率）
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2016年度
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粒 ツユクサ（種子採取数）

2016年度

 



2-100 

 

 

ツリガネニンジン 

 分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 山地 6,h

主な生育地 6

i

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

a

種子 株分け さし芽 i

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キキョウ科

Adenophora

学名 Adenophora triphylla var.japonica

自然分布

原野、高原、山地や丘陵地の林縁など

生育環境 風通しの良い日なた～半日陰

30cm 90cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

8月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 恒温 明暗 2経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

58%

31%

50%

95%

86%

87%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低

低

低

低

低

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で

58％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が

58％、1 経年種子が 86％、2 経年種子が 87％であった。 

・山田（2013）における野外播種試験の結果では、定着率 1％であったとされていることから、発芽率がある程

度確保された場合であっても、野外において再生産できる可能性は低いことが示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 9 月 

撮影：平成 26 年 10 月 撮影：平成 26 年 9 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
・しかしながら、多年草であることから翌年は

多くの種子が生産される可能性 がある。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 10 5 50% H28 ─ ─ ─

H26 野外 20 18 90% H28 28 2 1

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、必要な種子数となるまで、

繰り返し生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ツルボ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 山地 i

主な生育地 6

1

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

6

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

ユリ科

Scilla

学名 Scilla scilloides

自然分布

路傍、草地、土手、畑地など

生育環境 日当たりのよいところ

10cm 25cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 3月

情報なし

8月 9月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 暗 当年 発芽試験

低温 低温 恒温 暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 暗 1経年 発芽試験

低温 低温 恒温 暗 2経年 発芽試験

低温 低温 恒温 暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

44%

94%

90%

95%

87%

82%

98%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温・暗条件とした場合で

44％、異なる系統の種子では 94％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い恒温・暗条件とした場合で、当年種子が

94％、1 経年種子が 87％、2 経年種子が 82％であった。 

・文献等による知見はないものの、今年度に国総研温室で採取した種子の発芽率が 98％であったことから、高い

発芽率を持つこと、採取後速やかに乾燥させ低温で保管することで 1～2 年程度は高い発芽率を維持できると考

えられた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望ま

しい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・光条件は、暗条件とされていることから、野外播種にあたっ

ては覆土を行うことが望ましい。 
 

撮影：平成 26 年 9 月 

撮影：平成 26 年 10 月 撮影：平成 28 年 8 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
・種子は、採取 初年度で 10 倍 近くなり、多年

草であることから翌年はさらに多くの種子が

生産 されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 40 29 73% H28 511 18 13

H26 野外 80 48 60% H28 73 2 1

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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トダシバ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 j,p

主な生育地 p

1

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分

1

種子 p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

イネ科

Arundinella

学名 Arundinella hirta

自然分布

草地、畑地の周辺、道端、林縁

生育環境 日当たりの良い草地

30cm 120cm

多年草

落葉性

生育形 そう生形

増殖方法

情報なし

情報なし

6月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低温 変温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

37%

63%

33%

90%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で 37％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で、当年種子が 37％、

1 経年種子が 90％であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考

えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 27 年 10 月 

撮影：平成 27 年 8 年 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 10 63% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 10 33% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度 高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 
・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、種子での保管に加え、個体

での保管を行う等リスク分散 を図ることが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】

 
 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

5 6 7 8 9 10 11

トダシバ（開花率）

開花なし つぼみ 開花

2016年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

5 6 7 8 9 10 11

トダシバ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2016年度

0
2
4
6
8

10
粒 トダシバ（種子採取数）

2016年度

結実なし



2-106 

 

 

ナワシロイチゴ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 11

地形 低地 丘陵 6,11

主な生育地 6

11

草丈 ～ 6

生態 越年区分 6

落葉区分 6

6

種子 株分け 11

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 6

結実期 ～ 10

バラ科

Rubus

学名 Rubus parvifolius

自然分布

路傍、あき地、川原、海岸林など

生育環境 日当たりのいいところ

5cm 30cm

木本類

落葉性

生育形 ほふく形

増殖方法

3月 9月

情報なし

5月 6月

6月 8月  
 
発芽特性 

温度 光

低湿 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低湿 低湿 変温 明暗 当年 発芽試験

常湿 常湿 温室 温室 当年 温室播種

常湿 常湿 温室 温室 当年 温室播種

低湿 低湿 変温 明暗 1経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

0%

16%

20%

24%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温湿層処理した種子を恒温条件とした場合で 0％、変温状態と

した場合で 16％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温湿層処理した種子を変温条件とした場合で、当年種子が 16％、1 経年種

子が 56％であった。 

・Kew Royal Botanical Gardenのデータベースによると、高温多湿を避けて保存することが可能であること、-20℃
で保存後 20℃で 28 日間吸水後の播種で 75％の生存率が得られたとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献を参照。 
 

・種子は、採取後は乾燥させることがないよう、低温湿層状態

で保管する。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 27 年 7 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 40 8 20% H28 ─ ─ ─

H27 野外 80 19 24% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は果肉ごと採取し、果肉を洗い落とすようにして不要な

部分を除去する。 
・採取した種子は、箱などに入れ、湿度を保ったまま、室温ま

たは冷蔵庫で保管 する。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・種子は、数年であれば発芽率がやや高まる傾向が確認された。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し生産 する。 

・しかしながら、種子の低温湿層保管は、カビや腐敗等のリスクを伴うことから、種子での保管

に加え、個体での保管を行う等リスク分散を図ることが望ましい。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ノアザミ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 亜高山 高山 d

主な生育地 d,h

u

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 P

ｊ

種子 株分け p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 ～ 10

キク科

Cirsium

学名 Cirsium japonicum

自然分布

人里・田畑，原野・草原，湿地・池沼

生育環境 日当たりのよい草地

60cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 ロゼット形

増殖方法

情報なし

情報なし

5月 8月

5月 9月  
 
発芽特性 

温度 光

常温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

44%

31%

37%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取年の発芽率は、常温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で 44％
であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で、当年種子が

44％、1 経年種子が 24％であった。 

・近藤（1994）によると、3℃で乾燥保管した種子の変温での発芽率が 40～60％、恒温での発芽率が 30％～60％
であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 27 年 5 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要と

する。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 5 31% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 11 37% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ室温で保管す

ることが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ノハラアザミ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 本州 (中部地方以北） 1

地形 丘陵 山地 亜高山 h,p

主な生育地 h

ｃ

草丈 ～ 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

ｊ

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Cirsium

学名 Cirsium oligophyllum

自然分布

人里・田畑，山地・低山，原野・草原

生育環境 日当たりのいい斜面

40cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 10月

情報なし

8月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

63%

70%

85%

29%

82%

18%

40%

90%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 63％
であった。 

・播き出し試験における発芽率が、70％及び 85％であったことから、恒温条件と変温条件で比較したところ、恒

温条件が 29％、変温条件が 82％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、恒温条件の場合は、当年種子で 63％、1 経年種子で 29％であった。変温条件

の場合は、1 経年種子で 82％、2 経年種子で 90％と異なる傾向となった。 

・近藤（1993）によると、低温乾燥保管後に暗条件で最大 40％、明条件で最大 60％、低温湿層処理後に 80％と

される最大の発芽条件と同程度の発芽率とされていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度高い発芽率が維持されると

考えられる。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 10 月 撮影：平成 26 年 9 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・ある程度、疎らに大きく育てることで採取で

きる種子数は増加する。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 10 7 70% H27 1,426 204 143

H26 野外 20 17 85% H27 135 8 7

H27 温室 10 4 40% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 ノハラアザミ（種子採取数）
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ハハコグサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 低地 丘陵 山地 ｈ

主な生育地 6

s

草丈 ～ 6

生態 越年区分 6

落葉区分 6

s

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Gnaphalium

学名 Gnaphalium affine

自然分布

路傍、畑地、樹園地、庭、空き地、あれ地等至るところ

生育環境 湿った場所

15cm 40cm

一・二年草

－

生育形 直立形

増殖方法

10月 6月

情報なし

4月 6月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 温室 温室 当年 温室播種

常温 常温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

発芽
処理

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

12%

7%

9%

14%

76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 12％
であった。 

・経年的な発芽率の変化として、常温保管した種子に発芽処理を行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 12％、

1 経年種子が 14％であった。 

・久保（2012）において施肥量の違いが発芽と初期成長に及ぼす影響を把握した試験結果のうち、最も発芽率が

高かった 11％と同程度であった。 

・ただし、中村（2009）において長期間乾燥保存の影響を把握した試験結果では、1 年貯蔵 0％、2 年貯蔵 70％、

3 年貯蔵 75％、4 年以降低下との知見もある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望まし

い。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えられる。 
・播種にあたり、処理等は必要ない。 
 

撮影：平成 27 年 5 月 

撮影：平成 27 年 6 月 

撮影：平成 28 年 8 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌春には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 50～100 倍 と、比較的効率

が良い。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 100 1 1% H28 11,000 11,000 110

H27 野外 200 8 4% H28 15,400 1,925 77

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

※※

※

 
注）※は概数で表示。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 
・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・生産効率は良い。 
・必要な種子数となるまで、繰り返し種子生産 する。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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開花なし つぼみ 開花

2015年度 2016年度

モニタリング
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粒 ハハコグサ（種子採取数）

2016年度
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ヒヨドリバナ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 九州 1

地形 山地 亜高山 m

主な生育地 p

p

草丈 1

生態 越年区分 1

落葉区分 Ⅱ

1

p

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

キク科

Eupatorium

学名 Eupatorium chinense ssp.sachalinense

自然分布

原野・草原

生育環境 湿った場所

100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

情報なし

情報なし

7月 9月

種子

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

常温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

0%

0%

70%

8%

36%

24%

38%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 0％、

常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合も 0％であった。 

・播き出し試験における発芽率が、70％であったことから、恒温条件と変温条件とで比較したところ、恒温条件

で 8％、変温条件で 36％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で、1 経年種子が 36％、

2 経年種子が 1％であった。 

・ヒヨドリバナの発芽に係る知見はなく、本田（2005）によると、近縁種のフジバカマについては変温処理の必

要はないとされており、不明な点が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保存することが望ま

しい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考えら

れる。 

・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速や

かに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 10 月 

撮影：平成 26 年 9 月 撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子は、初年度で 100～300 倍 近くなり、多

年草であることから翌年はさらに多くの種子

が生産 されると考えられる。 
 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 70 70% H27 10,086 144 101

H27 温室 16 6 38% H28 5,800 967 363

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

※※
 

注）※は概算で表示。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・また、播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画

している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく

ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 ヒヨドリバナ（種子採取数）
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ミズヒキ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 日本全土 1

地形 丘陵 山地 6,h

主な生育地 p

p

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 6

ｔ

種子 6

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 ～ 109月 1月

増殖方法

4月 9月

情報なし

8月 10月

半日陰

40cm 80cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

タデ科

Antenoron

学名 Antenoron filiforme

自然分布

林縁

生育環境

 

 
発芽特性 

温度 光

低温 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 温室 温室 当年 温室播種

低温 低湿 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低湿 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低湿 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

低温 低湿 変温 明暗 2経年 発芽試験

発芽条件
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

発芽率

45%

65%

70%

95%

96%

80%

15%

90%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温湿層処理を行い恒温条件とした場合で

45％であった。低温保管した種子に低温湿層処理を行い、恒温条件と変温条件で比較した場合には、恒温条件

で 95％、変温条件で 96％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温湿層処理を行い変温条件とした場合で 1 経年種子が

96％、2 経年種子が 90％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベース Thompson et al.（1997）によると、同属の Persicaria hydropiper
は高温多湿を避けて土中で 10 年以上、最長 50 年保存することが可能であるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、高い発芽率が維持されると考えられ

る。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのま

ま速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 

・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、すぐに発芽し

翌年には開花、結実 する。 
・種子は、初年度で 300 倍以上 近くなり、多年

草であることから翌年はさらに多くの種子が

生産 されると考えられる。 
・多年草であることから翌年はさらに多くの種子が生産される可能性 がある。 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、高い発芽率が維持 されると考えられる。 

・必要な種子数となるまで、繰り返し種子を生産 する。 
 
■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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粒 ミズヒキ（種子採取数）

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 20 13 65% H27 12,839 988 642

H26 野外 30 21 70% H27 9,380 447 313

H27 温室 20 3 15% H28 6,621 2,207 331

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収
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ミツバアケビ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 11

地形 丘陵 山地 h

主な生育地 ｐ

11

草丈 ～ －

生態 越年区分 11

落葉区分 a

11

種子 接ぎ木 p,d

生活史 成長期 －

展葉期 －

開花期 ～ 11

結実期 －

アケビ科

Akebia

学名 Akebia trifoliata

自然分布

山野

生育環境 林縁

－ －

木本類

落葉性

生育形 つる形

増殖方法

情報なし

情報なし

4月 5月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低湿 低湿 恒温 明暗 当年 発芽試験

常湿 常湿 温室 温室 当年 温室播種

常湿 常湿 温室 温室 当年 温室播種

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

45%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温湿層保管した種子を用いた場合で 45％であった。 

・常温で保管した種子を、播き出し試験に供したが、発芽は確認されなかった。 

・経年劣化についての検討は未実施である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は、採取後は乾燥させることがないよう、低温湿層状態

で保管する。 
・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

速やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 
 

撮影：平成 27 年 10 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

するが、開花・結実までには 5 年程度 かかる

とされている。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 16 0 0% H28 ─ ─ ─

H27 野外 30 0 0% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は果肉ごと採取し、果肉を洗い落とすようにして不要な

部分を除去する。 
・採取した種子は、箱などに入れ、湿度を保ったまま、室温ま

たは冷蔵庫で保管する。 
 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要とすることから、数年先の播種・移植を計画してい

る場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・増殖を併せて行っておく ことが重要

である。 

 

■種子増殖のイメージ 
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ミヤコグサ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 沖縄 1

地形 丘陵 山地 ｓ

主な生育地 6

j

草丈 ～ c

生態 越年区分 6

落葉区分 6

a

種子 a

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

マメ科

Lotus

学名 Lotus corniculatus var.japonicus

自然分布

路傍、荒れ地、原野、耕地の周辺、堤防など

生育環境 日当たりのよい場所

10cm 30cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

3月 10月

情報なし

4月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

常温 常温 恒温 暗 当年 発芽試験

常温 常温 温室 覆土 当年 温室播種

常温 常温 温室 覆土 当年 温室播種

常温 常温 恒温 暗 1経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

5%

4%

2%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、常温保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で 5％
であった。 

・播き出し試験においても、発芽率が 4％及び 2％であった。 

・経年的な発芽率の変化としては、常温で保管した種子に発芽処理は行わず恒温条件とした場合で、当年種子が 5％、

1 経年種子が 6％であった。 

・近藤（1993）によると、採取後すぐに低温湿層処理もしくはそのまま野外に播種した場合には、100％近い発

芽率を得たとされており、今回の供試種子の発芽率はかなり低かったといえる。これにより、ミヤコグサには低

温湿層処理が不可欠であることが示唆された。 

・また、近藤（2011）によると、採取後すぐに乾燥させた場合には貯蔵温度、貯蔵期間を問わず 80～90％の発芽

率が得られたとされており、採取後は速やかに乾燥させて常温で保管することで、経年的にある程度高い発芽率

が維持されると考えられた。 

・なお、近藤（2011）によると、ミヤコグサの場合には硬実種子（まる）の発芽率はしわ種子の半分程度となる

との記載もあり、種子の形状によっても発芽率が大きく異なることが示唆されている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、常温で保管することが望ま

しい。それにより、経年的にある程度の発芽率が維持される

と考えられる。 

・発芽を促すにあたっては、低温湿層処理を行うか、そのまま

野外播種し越冬させることが望ましい。 
・光条件は、暗条件とされていることから、野外播種にあたっ

ては覆土を行うことが望ましい。 
・硬実種子（まる）の発芽率はしわ種子の半分程度となるとの知見もあることから、なるべく

多くの種子を採取することが望ましい。 
 

撮影：平成 27 年 6 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要

とする。（播種後 1 年目では、種子は採取でき

ない。） 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H27 野外 250 11 4% H28 ─ ─ ─

H27 野外 500 12 2% H28 ─ ─ ─

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子はさやごと採取し、中の水分や虫が腐敗や劣化の原因と

ならないよう、サヤを開いて種子を取り出しておくことが望

ましい。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 室温で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・野外での種子採取は袋掛けを行うことで、比較的容易である。 

・採取後すぐに乾燥させることで長期保管も可能であるが、播種、発芽から 種子採取まで複数年

を必要とすること、発芽率があまり高くない場合があることから、増殖もしくは移植も複数年

にわたる計画としておくことが重要である。 
 
■種子増殖のイメージ 
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【 凡例】
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ユウガギク 
分類 科名 q

属名 q

q

分布 6

地形 6

30cm ～ 80cm 1

生態 越年区分 6

落葉区分 6

p

種子 地下茎 d

生活史 成長期 4月 ～ 11月 6

展葉期 4月 ～ 5月 6

開花期 7月 ～ 10月 6

結実期 d

草丈

情報なし

日当たりのよい山野、草原、丘陵地の林
縁、山道の道端など

情報なし

生育形 直立形

増殖方法

生育環境

落葉性

多年草

主な生育地
6

キク科

Kalimeris

学名 Kalimeris pinnatifida

自然分布
青森県以南、近畿地方まで

 
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

常温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

常温 低温 変温 明暗 当年（再生産） 発芽試験

常温 常温 温室 温室 当年（再生産） 温室播種

常温 低温 恒温 明暗 2経年 発芽試験

共試種子 試験方法
保管
方法

発芽
処理

発芽条件 発芽率

9%

1%

24%

0%

7%

1%

28%

60%

32%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管に低温処理を行い恒温条件とした場合で 9％、常温保管

で発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 1％であった。 

・播き出し試験での発芽率が 24％であったことから、恒温条件と変温条件とを比較したところ、恒温条件で 7％、

変温条件で 28％であった。 

・山田（2013）によると、11 月に採取後、外気温と同じ温度で保管した種子を、4 月に播種した場合に、6 月で

10～25％の定着率であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考

えられる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 
 

撮影：平成 26 年 9 月 

撮影：平成 27 年 10 月 撮影：平成 27 年 8 月 
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再生産の可能性 

・種子採取後すぐに播種すると、越冬後に発芽

し翌年には開花、結実 する。 
・種子は、採取 初年度で 10～50 倍 近くなり、

多年草であることから翌年はさらに多くの種

子が生産 されると考えられる。 

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 100 24 24% H27 5,349 223 53

H27 温室 100 32 32% H28 959 30 10

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・採取した種子は すぐに乾燥 し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管

することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・適切な保管を行うことで、ある程度の発芽能は維持されるものの、種子は少しずつ劣化 する。 

・数年先の播種・移植を計画している場合には、種子採取後は速やかに播種し、個体での維持・

増殖を併せて行っておく ことが重要である。 
 

■種子増殖のイメージ 
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【 凡例】
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ワレモコウ 

分類 科名 q

属名 q

q

分布 北海道 本州 四国 九州 1

地形 低地 丘陵 山地 h

主な生育地 6

1

草丈 ～ 1

生態 越年区分 1

落葉区分 6

s

種子 株分け d

生活史 成長期 ～ 6

展葉期 －

開花期 ～ 1

結実期 －

バラ科

Sanguisorba

学名 Sanguisorba officinalis

自然分布

あき地、草原、原野、丘陵地、畦畔

生育環境 日当たりのよい場所

70cm 100cm

多年草

落葉性

生育形 直立形

増殖方法

4月 9月

情報なし

8月 10月

情報なし  
 
発芽特性 

温度 光

低温 低温 恒温 明暗 当年 発芽試験

常温 常温 恒温 明暗 当年 発芽試験

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 温室 温室 当年 温室播種

低温 低温 恒温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 1経年 発芽試験

低温 低温 変温 明暗 2経年 発芽試験

発芽条件 発芽率
共試種子 試験方法

保管
方法

発芽
処理

25%

17%

70%

84%

35%

38%

57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
・発芽試験の結果では、採取した年の発芽率は、低温保管した種子に低温処理を行い恒温条件とした場合で 25％、

常温保管した種子を発芽処理を行わず恒温条件とした場合で 17％であった。 

・播き出し試験での発芽率が 70％及び 84％であったことから、恒温条件と変温条件とで比較した場合、恒温条件

で 35％、変温条件で 38％とやや発芽率が高くなった。 

・経年的な発芽率の変化としては、低温保管した種子に低温処理を行い変温条件とした場合で、1 経年種子が 38％、

2 経年種子が 57％であった。 

・Kew Royal Botanical Garden のデータベースによると、高温多湿を避けて保存することが可能であること、湿

度 15％、-20℃で保存後、5℃の湿層処理 1 週間で 85％の生存率が得られるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）表の右列は出典番号を示す。出典は、巻末の参考文献リストを参照。 

・種子は、採取後すぐに乾燥させ、低温で保管することが望

ましい。それにより、ある程度の発芽率が維持されると考え

られる。 
・発芽を促すにあたっては、低温処理を行うか、そのまま速

やかに野外播種し越冬させることが望ましい。 
・発芽の温度条件は、変温条件が望ましい。（昼夜の温度差が

ある野外が望ましい。） 

撮影：平成 26 年 9 月 

撮影：平成 28 年 8 月 撮影：平成 26 年 10 月 
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再生産の可能性 

・播種、発芽から 種子採取まで複数年 を必要

とする。 
・種子は、温室内の試験での採取初年度はあま

り回収できなかった。 
・しかしながら、多年草であることから翌年はさらに多くの種子が生産される可能性 がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・野外での 種子採取は袋掛け を行うことで、比較的容易であ 

る。 
・種子は茎ごと採取し、虫や腐った部分は取り除いておく。 

・種子はさやごと採取し、中の水分や虫が腐敗や劣化の原因とならないよう、サヤを開いて種子

を取り出しておくことが望ましい。 

・採取した種子はすぐに乾燥し、箱などに入れ 冷蔵庫で保管 することが望ましい。 
 
種子増殖による緑化の可能性 

・種子は、数年であれば発芽率がやや高まる傾向が確認された。 
・初年度の種子の回収率は高くなかったこと、播種、発芽から種子採取まで複数年 を必要とする

ことから、種子での保管に加え、個体での保管を行う等リスク分散を図ることが望ましい。 
 

■種子増殖のイメージ 

 
種子採取
保存可能期
保存可能期（発芽能低下）

播種
発芽処理（低温）
発芽処理（低温湿層） 開花

閉鎖花

枯死

発根

発芽

成長期
開花期
地上部枯死

【 凡例】
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ワレモコウ（開花率）
開花なし つぼみ 開花

2015年度 2016年度
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60%

80%
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ワレモコウ（結実率）

結実なし 未熟 登熟

2015年度 2016年度

不稔
2

19

0

5

10

15

20
粒 ワレモコウ（種子採取数）

2016年度

年度 場所 個体数 割合 年度 総数 １個体あたり 回収率(倍)

H26 野外 40 20 50% H28 ─ ─ ─

H26 野外 80 31 39% H28 21 1 0.3

種子採取
播種数

期間最大生存 種子回収
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第 3 編 在来野草の緑化利用事例集 

 

第１章 事例カルテ 

本章では、在来野草の種子採取、保管や苗の育成を含む生産に対し、地域の住民やボラ

ンティア、関連自治体と協働しながら在来野草を導入した事例の詳細を紹介する。 

 

表 1-1 事例概要と想定される他事業への応用の可能性 

事

業 
主
体 

概要 

応用が想定される他事業 

道
路 

河
川 

公
園 

そ
の
他 

応用内容 

河

川 

利
根
川
下
流
河
川
事
務
所 

○七草堤防プロジェクト 

 在来植物の植栽を通じて、地元中学

生に堤防植生の役割を伝え、開花によ

る地域の景観形成が図られた。 

 種子採取から、育苗、植え付けまで

の作業を、地元中学校、自治体、ボラ

ンティア、事業者の協働で実施され

た。 

○ 

 

- - 

安全が確保できることを前提に、道路法面やポ

ケットパーク、残地等まとまった用地に対する在

来野草の導入と、それに伴う維持管理の協働 

- ○ - 

環境に関する意識や公園のあり方について理

解を深める為に、一般来園を対象とした本事業と

同様形式の単発イベントを開催 

- - ○ 

市民緑地・空き地・屋上等のまとまった用地に

対する在来野草の導入と、それに伴う維持管理の

協働 

道

路 

網
走
開
発
建
設
部 

○きたはなプロジェクト 

 世界遺産登録された知床への玄関

口で自生種による原生花園化を進め

る国道 244 号沿い北浜法面において、

地元要望の実現と自生種の花による

景観形成に向け、地元、大学、事業者

の連携による在来野草の生産から植

付けの活動が継続されている。 

 

○ ○ ○ 
景観形成が求められる用地に対する在来野草

の導入と、それに伴う維持管理の協働 

○ ○ ○ 
地元大学との協働による技術的アプローチの

充実と継続的な人員確保 

- - ○ 

市民緑地・空き地・屋上等のまとまった用地に

対する在来野草の導入とそれに伴う維持管理の

協働 

公

園 

国
営
明
石
海
峡
公
園 

事
務
所 

○あいな里山公園 

 都市近郊の里山環境における生物

多様性の保全地域として整備された

国営明石海峡公園神戸地区（あいな里

山公園）において、公園計画段階から

ボランティアと協働・連携し、園内で

使用する在来野草の生産と開園後の

維持管理活動が継続されている。 

○ ○ - - 

道路法面、河川堤防、ポケットパークや残地等

のまとまった用地に対する在来野草の導入につ

いて、事業の計画段階からの協働による検討～導

入～維持管理 

- - - ○ 

市民緑地・空き地・屋上等の広くまとまった用

地に対する在来野草について、事業の計画段階か

らの協働による検討～導入～維持管理 
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1.七草堤防プロジェクトに関するカルテ 

七草堤防プロジェクト 

事業の対象：利根川下流河川事務所管内堤防法面（堤外地側）（漏水防止護岸の覆土部） 

事 業 目 的 ：堤防植生の治水機能の確保を前提としつつ、地域の人々と連携して四季を感じる

地域の在来植物の導入を目的とした。また、協働作業を通じて、地域と河川の関

わりや河川堤防の機能、防災および環境教育等を考えていくことも目的とした。 

事 業 位 置 ： 

               （出典：地理院地図）  

図 1 事業実施場所 

連 携 体 制 ： 

・平成 24 年度より以下の体制・役割分担でプロジェクトを開始。ワーキンググループ（WG）

を毎年開催し、プロジェクトの方針や体制等に関する意見交換、実施状況の振り返り等を実施。 

体制 活動団体名 

主要団体（活動者） 香取市立佐原中学校 

サポーター 川の駅 水の郷さわらボランティアスタッフ 

地元自治体 香取市役所 

学識者（植物） 東京大学、兵庫県立大学 

河川管理者 国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所 

コンサルタント 公益財団法人河川財団 

 

役 割 分 担 ： 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 七草堤防プロジェクト関係者の役割分担図 

⾹取市 

⾹取市⽴ 
佐原中学校 

⽀援・広報 

サポーター 
（ボランティア） 

⽀援・広報 

在来植物の栽培・植え付け 
植物観察会 
科学部による植物調査・維持管理 

七草堤防 
植⽣づくり実施箇所 

相談 
出前講座 

現地指導 

利根川下流 
河川事務所 

学識者 通常除草 植物調査 

業務委託 相談 

助⾔ 委員会事務局 
調査結果報告 

公益財団法⼈ 
河川財団 

利根川 

実施場所 
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活 動 状 況 ： 

 平成 24 年度より、関係者によるワーキンググループでの意見や学識者指導のもと中学生（年

間活動者総数 約 200 名）による種子採取と苗づくり、堤防への植え付け、観察会などのイ

ベントを開催、平成 28 年度まで継続的に実施した。 

 
※種子採取：平成 25 年以降は、圃場から種子採取による種子の循環利用が可能となり、イベント形式に

よる採取は実施していない。 

図 3 七草堤防プロジェクトの主な活動の流れ 

在来植物による緑化結果概要： 

・治水機能に優れたチガヤを基盤として、地域の在来植物を点在的に植え付けた。導入した在

来植物は、地域の堤防を調査し、確認された種類の中からワーキンググループにより選定

した。対象種は、カントウタンポポ、コウゾリナ、ノアザミ、カワラナデシコ、ツリガネ

ニンジン、ツルボ、ワレモコウ、ノコンギクなど。 

・チガヤやカワラナデシコなど、3 ヶ年の補植により生育面積の拡大が確認された。 

・セイタカアワダチソウなどの外来植物は、在来植物の繁茂に合わせて減少する傾向が確認さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 モニタリング結果（モデルエリア） 



3-4 

 

課題・解決策・工夫点： 

表 1 七草堤防プロジェクトにおける課題及び解決策・工夫点 

課題 解決策・工夫点 

活動の継続  一般の方に広く知ってもらうこと、参加者の活動意欲の向上を目的に、

情報発信や活動の報告を行った。 

・HP での情報公開や、地域の回覧板・市報への掲載などによる情報発

信 

・活動内容の看板の設置 

・活動参加中学生による全国川サミットにおける発表 

 

在来草種の導入方

法の把握 

 種子採取方法も含め、活動の

進め方全般を示した手引書（案）

が、事業者と地域・関係機関・

有識者等で構成されたワーキン

ググループによって作成され、

公表されている。 

 

 
http://www.ktr.mlit.go.jp/tonege/tonege_index038.html（参照：平成 29 年 12 月 22 日） 

人手の確保  プロジェクトに好意的な学校教論や市役所職員など、活動の調整、推

進を助けてくれるキーマンが活動に参加していた。 

【活動者（学校）】：学校は 2 月に翌年計画を設定するため、学校側への

提案は、年末～年初めに実施する必要がある。 

【有識者・ｺﾝｻﾙ】：全ての活動イベントは学識者による指導に加え、事前

の準備（現地踏査）や補植用の苗の栽培等、学識者及

びコンサルによるサポートを行った。 

活動資材の調達  河川に関わる取り組みであったため、公益財団法人河川財団の河川基

金助成事業に応募し、活動資材の一部を充当した。 

その他： 

・平成 29 年度より通常の管理に移行する。 

 

・本プロジェクト活動を通して中学生の河川事業への

興味や堤防の果たす役割に関する理解が高まった（左

図アンケート結果参照）。地域の在来植物の苗づくり、

植栽や観察を通して、河川事業に対する理解が深まり、

環境教育ツールとして有効となる効果が確認された。 

 

（写真資料提供：利根川下流河川事務所） 
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2.きたはなプロジェクトに関するカルテ 

きたはなプロジェクト 

事業の対象：国道 244 号北浜法面（北海道開発局 網走開発建設部管轄） 

事 業 目 的 ：地元要望を受け、世界遺産登録された知床への玄関口となる国道 244 号北浜法

面について、地域の在来種による景観形成を行うことを目的として、原生花園の

景観を拡大するため、地元、大学、事業者の連携による在来野草の生産から植付

け、管理の活動を実施している。 

事 業 位 置 ： 

 

 
図 1 事業実施場所 

役 割 分 担 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例     ；全体の調整・資料作成等後方支援 

       ；技術的な作業等のサポート 

       ；大人とは別枠にて作業 

 

図 2 きたはなプロジェクト関係者の役割分担図 

 

 
事務局 

網走開発建設部 

委託業者 

（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

東京農業大学 

  
 

中村隆俊准教授 

技術指導 

生態系保全学研究室 

白鳥台 

小学校 
北浜 

町内会 

網走湖・水

と緑の会 

網走市 

観光協会 

ｵﾎｰﾂｸ 21 世紀 

を創る会 

北浜法面原生花園化推進協議会 

網走市 
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活 動 状 況 ： 

H17 年度より活動を開始（準備会の開催、種子採取活動の実施等）し、H19 年度に設置し

た北浜法面原生花園化推進協議会により「5 カ年計画」「3 カ年計画」を設定しながら現在も

活動を継続している。「3 カ年計画」終了予定の H30 年度以降は、「中期計画」を立案の予定。 

H27 年度において法面全域への植栽は完了したが、野草が点在状態にとどまっていること

から、H28 年度以降は、野草の被覆面積を拡大させるべく活動を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 きたはなプロジェクトの主な活動の流れ 

在来野草による緑化結果概要： 

・全面への移植は終了 

・株移植の大半の種は生存率が高く生育良好、

開花状況も良好である。 

・年々、開花が確認される箇所が増加してい

るが、花の密度が低い。 

 

 

今後の方針：「3 カ年計画」（H28～H30） 

・移植した植物の定着は確認されているが、面積が小さく花が目立たない。既に野草が定着し

ているエリアを順次拡大し、野草景観を充実させていく。なお、野草が多く定着している

ところは環境が適していると判断し、同種を育苗する。 
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課題・解決策・工夫点： 

表 1 きたはなプロジェクトにおける課題及び解決策・工夫点 

課題 解決策・工夫点 

活動の継続 ＊活動の目標設定 

・事務局主導ではなく、参加者による合議で活動の目標を設定。 

＊協議会（毎年 2 回）の開催 

・参加者と事業者が積極的な意見交換を実施。 

・自由な意見交換から課題を抽出し、

対策を随時検討。 

・課題と対応策を活動に反映、体制や

手法は常時見直しを実施。 

＊年間活動の標準化 

・参加者が活動しやすいようにイベントは毎年同時期に開催。 

＊毎年少しずつでも成果を提示、共有する。（ＰＲ活動） 

・地元大学との連携やＰＲ活動を行うなどして少しずつでも成果を明

らかにし参加者のモチベーション維持を図る。 

・活動ＰＲポスターを地元公共施設に掲示したり、ＨＰに活動紹介ペ

ージを設けたり、プレスへの情報提供等を実施。 

・地元以外へのＰＲとして、活動成果の学会発表

等を実施。 

在来草種の導入方

法の把握 

＊協議会で手法の概要を議論・検討している。具体的な手法等は事務所

から発注したコンサルタント側で資料にとりまとめ、有識者を交えて

検討を行い、内部で共有するプロセスを取る。 

人手の確保 地元住民、地元ＮＰＯ、地元学校、地元自治体、観光協会、の他、 

地元大学との連携 

①学術的な課題解決：プロジェクトの課題を研究題材とし、学術的な

アプローチで課題を解決してプロジェクトへ

フィードバックされている。 

②マンパワーの確保：学生が作業員として参加している。 

活動資材の調達 ＊自前の機材を準備 

・現状ではスコップ等で十分なため、自前で準備 

・苗スコップ等の特殊な道具が必要になった場合は、提供を想定 

（写真資料提供：北海道開発局 網走開発建設部） 
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３.国営明石海峡公園神戸地区（あいな里山公園）カルテ 

国営明石海峡公園神戸地区（あいな里山公園） 

事業の対象：国営明石海峡公園神戸地区（あいな里山公園） 

事 業 目 的 ：国営明石海峡公園神戸地区（あいな里山公園）は、都市近郊の里山環境における

生物の多様性を保全するとともに、自然と人がふれあえる場として、平成 28 年

5 月 28 日に開園した。地域と連携した公園づくりをコンセプトとして、計画段

階からボランティアと協働、連携した計画、整備を進めている。 

事 業 位 置 ： 

 

 

 

 

 

 

 

 国営明石海峡公園は、明石海峡大橋を中心として

「淡路地区」と「神戸地区」の 2 地区からなる全体

計画面積 330ha の国営公園 

＊公園の基本理念＊ 

「自然と人との共生、人と人との交流」 

活 動 状 況 ・ 役 割 分 担 ： 

平成 13 年より、国土交通省が公園に携わるボランティア団体を募集。公園の管理運営や利

用方法について、事業者とボランティア団体とで意見交換を重ね、開園後の管理運営方針に反

映させた。平成 28 年 5 月の開園後も野草に特化したボランティア団体が中心となり、公園内

に設置された野草園にて在来野草を育苗・管理している。今後、公園全体のあぜ道等に、在来

野草の生育地を広げていくことを目指している。 

 

◆野草園の管理 

（管理：ボランティア団体、資材準備・施設整備：公園管理センター） 

⇒公園内で種子を採取、育苗場と圃場で育苗、野草園に植付、かん水、間引き等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア団体 

（あいな野草くらぶ） 

連携 
 

公園事務所 

 

公園管理センター 

委託 

【野草園内】 
・在来野草の育苗（増殖）・管理 
・講習会の開催   など 

【公園全体】 
・整備コンセプトの検討 
・管理（草刈り） 

【野草園内】 
 ・ハード施設整備 

調整 
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課題・解決策・工夫点： 

表 1 国営明石海峡公園神戸地区（あいな里山公園）における課題及び解決策・工夫点 

課題 解決策・工夫点 

活動の継続 ＊公園事務所、管理センターと活動団体との認識の共有 

・「里地里山の自然を美しく継承する」「作り続ける公園」という認

識を、開園前から公園事務所とボランティア団体で共有し、この

方針のもとで活動を進めている。 

＊綿密な連携、情報共有 

・一般的な金銭補助のみではなく、連携、情報共有を密に行ったこ

とが、ボランティア団体が当事者意識を持ち自主的な活動を進め

る事につながっている。 

在来草種の導入方

法の把握 

・野草園内で育苗する種や地形の設計等はボランティア団体が主体と

なって検討し、選定している。 

・検討にあたっては、周辺の野草を活用した公園づくりを行っている

施設の草地も見学し、有るべき姿と必要な管理の両面から公園事務

所・公園管理センター及びボランティア団体で調整のうえ、公園事

務所が整備に反映させた。 

 

 

 

 

図１ 在来野草導入時の体制（開園後） 

人手の確保 ・イベントの開催等を通して新規参入者の確保を図っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
      春の野草観察会        春の里山散策と野草のお話 

活動資材の調達 ＊開園前…助成金制度を利用 

＊開園後…ボランティア団体から申請された活動内容を踏まえて公

園管理センターより活動資金を補助。複数団体で共有でき

る機材は公園管理センターが購入して貸出。 

 
今後の方針：  

・今後、野草園外の斜面地や畦道に育苗した苗を植栽し、在来野草の草地を創出する予定。実

施に際しては、公園管理者及びボランティア団体とで連携しながら方針を検討し、育苗等

の活動はボランティア団体が実施することを想定している。広大な面積の公園への野草の

導入については、ボランティアの作業が追い付かないため、面積、体制を検討しつつ実施

している。              （写真資料提供：国営明石海峡公園神戸地区） 

連携 

ボランティア団体（14 団体（H28.12 時点）） 

  
あいな野草くらぶ 委託 

公園管理センター 

事業者 

調整 
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参考文献リスト 

 

 技術資料（案）の作成にあたり参考とした文献を以下に示す。 

 

項目 概要 
第１編 
 第１章 ・地域生態系の保全に配慮した法面緑化工の手引き（国総研資料 第 722号） 

・造園用語辞典（東京農業大学造園学科編 彰国社） 
・環境緑化の辞典（日本緑化工学会編集 朝倉書店） 

 第２章 １）生物多様性保全のため国土区分（試案）（1997）環境庁, 生物多様性保全の

ため国土区分  (試案 )及び区域ごとの重要地域情報（試案 )について ,  
http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=2356（2018.2.6確認） 

２）生物多様性保全のための緑化植物の取り扱い方に関する提言（日本緑化工

学会 2002）http://www.jsrt.jp/tech/teigen2002.html（2018.1.31確認） 
３）自然公園における法面緑化指針解説編（環境省 平成 27年 10月） 

    http://www.env.go.jp/press/101554.html（2018.1.31確認） 
 第３章 ・絶滅危惧植物種子の収集・保存等に関するマニュアル 環境省自然環境局 

2009.2 
・「身近な草木の実とタネハンドブック」多田多恵子著 2010 文一総合出版 

 第４章 － 
 第５章 － 
第２編 
 第１章 別表を参照 
 第２章 
第３編 
 第１章 － 
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別表 1 書籍からの出典 

No. 項目 著者・監修者 発行年 出版社 

1 山渓カラー名鑑 日本の野草 川崎吉光 1983 (株）山と渓谷社 

2 日本の野生植物Ⅰ 佐竹義輔・大井次

三郎・北村四郎・

亘理俊次・冨成忠

夫 

1982 (株)平凡社 

3 日本の野生植物Ⅱ 1982 

4 日本の野生植物Ⅲ 1981 

5 花のさんぽみち 野草コース山野草ガイド (財)公園緑地管

理財団 

2004 (財)公園緑地管理財団 

6 原色図鑑 芽ばえと種 浅野貞夫 1995 (株）全国農村教育協会 

7 日本植物種子図鑑 中山至大・南谷忠

志・井之口希秀 

2004 東北大学出版会 

8 白山高山帯・亜高山帯における低地性植物の分布

について（4）高山帯および亜高山帯上部で新た

に確認されたオオバコの分布 

中山祐一郎・野上

達也・柳生敦志 

2005 石川県白山自然保護セ

ンター研究報告 第 32

集 

9 身近な雑草の芽生えハンドブック 浅井元朗 2012 (株）文一総合出版 

10 身近な草木の実とタネハンドブック 多田多恵子 2010 (株）文一総合出版 

11 山渓カラー名鑑 日本の樹木 川崎吉光 1985 (株）山と渓谷社 

12 かれんな花を楽しむはじめての山野草 102種 君島正彬 2005 成美堂出版 

13 俳句の花図鑑 復本一郎 2008 成美堂出版 

14 万葉集とめぐる野歩き植物ガイド（春～初夏） 山田隆彦・山津京

子 

2013 (株)太郎次郎社エディ

タス 15 万葉集とめぐる野歩き植物ガイド（夏～初秋） 

16 万葉集とめぐる野歩き植物ガイド（秋～冬） 

17 【新版】おいしく食べる山菜・野草/ 高野昭人 2013 (株)世界文化社 

18 身近な薬用植物 指田豊・木原浩 2013 (株)平凡社 

19 フィールドベスト図鑑 日本の有毒植物 佐竹元吉 2012 (株)学研教育出版 

20 毒草・薬草事典 船山信次 2012 SBクリエイティブ(株) 

21 花手帖 2015 山と渓谷社 (公)日本植物友

の会 

2014 (株)山と渓谷社 

22 山渓ハンディ図鑑 野に咲く花/ 川崎吉光 1989 (株)山と渓谷社 

23 緑化樹の病害診断（2）葉の病害（グリーンエー

ジ 1975/3） 

小林享夫 1975 （一財）日本緑化セン

ター 

24 中部山岳地帯針葉樹の主要さび病に関する研究 浜武人 1987 林業試験場研究報告第

343号 

25 月刊 建設物価 2013年 3月号 一般財団法人 

建設物価調査会 

2013 一般財団法人 建設物

価調査会 

26 長期間乾燥貯蔵した在来草本種子の発芽率推移 中村華子・宇津木

栄津子・橘隆一・

福永健司 

2009 日本緑化工学会誌 第

35巻/第 1号 
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別表 2 ホームページからの出典 

No. 項目 URL（確認日） 

a 松江の花図鑑 http://matsue-hana.com/  （2015/02/20） 

b 伊吹山に見られる植物写真図鑑 http://www.ds-j.com/nature/ibuki/flower/ 

html/akinokirin.html  （2015/02/20） 

c みんなの花図鑑 http://minhana.net/zukan/  （2015/02/20） 

d みんなの趣味の園芸 http://www.shuminoengei.jp/?m=pc&a=page_p_top （2015/02/20） 

e 新・花と緑の詳しい図鑑 http://garden-vision.net/flower/ 

flower-bunki_moto.html （2015/02/20） 

f 日本のレッドデータ検索システム http://www.jpnrdb.com/index.html （2015/02/20） 

g 公益社団法人日本薬草学会 今月

の薬草 

http://www.pharm.or.jp/herb/ 

lfx-index-YM-201109.htm （2015/02/20） 

h 植物図鑑・撮れたてドットコム http://www.plantsindex.com/ （2015/02/20） 

i 四季の山野草図鑑 http://www.sanyasou.com/index/idx_flame.ht m （2015/02/20） 

j 多摩の緑爺の「多摩丘陵の植物と里

山の研究室」 

http://www.geocities.jp/tama9midorijii/ 

ptop/sakuin.html （2015/02/20） 

k 四季の山野草 http://www.ootk.net/shiki/ （2015/02/20） 

l 切畑家庭菜園(ウドの栽培） http://www.jttk.zaq.ne.jp/bajwp500/index/ 

hinshubetsu/sansai/udo/udo.htm （2015/02/20） 

m 野山の花たち －東北と関東甲信

越の花－ 

http://hanatachi.sakura.ne.jp/main_top.html （2015/02/20） 

n BotanyWEB http:/www.biol.tsukuba.ac.jp/~algae/ 

BotanyWEB/top.html （2015/02/20） 

o ガーデニング花図鑑 http://sodatekata.net/ （2015/02/20） 

p 三河の野草 http://mikawanoyasou.org/index.htm （2015/02/20） 

q 河川水辺の国勢調査 http://mizukoku.nilim.go.jp/ksnkankyo/ （2015/02/20） 

r 愛媛県レッドデータブック ～愛媛

県の絶滅の恐れのある野生生物～ 

http://www.pref.ehime.jp/030kenminkankyou/ 

080shizenhogo/00004541040311/index.html （2015/02/20） 

s 西宮の湿生・水生植物 http://plants.minibird.jp/index.html （2015/02/20） 

t イー薬草・ドット・コム http://www.e-yakusou.com/ （2015/02/20） 

u 花しらべ・花図鑑 http://hanazukan.hanashirabe.com/index.php （2015/02/20） 

v 重井薬用植物園 http://www.shigei.or.jp/herbgarden/ （2015/02/20） 

w ウィキペディア http://ja.wikipedia.org/wiki/ （2015/02/20） 

x 草花遊び http://www.ne.jp/asahi/miri/room/asobi.html （2015/02/20） 

y NPO法人シニア自然大学校インター

プリテーション 

http://inpri.net/newpage11.html （2015/02/20） 

z 歳時記 http://page.freett.com/sirahige/ （2015/02/20） 

A レッドデータブックとちぎ http://www.pref.tochigi.lg.jp/shizen/sonota/ 

rdb/index.html （2015/02/20） 

B デジタル植物園 http://sigesplants.chicappa.jp/index.html （2015/02/20） 

C 病害虫図鑑 （岡山県農林水産部農

産課） 

http://www.nousou.jp/zukan/index.html （2015/02/20） 

D ～ガーデニング・園芸・家庭菜園・

くらしの情報サイト～eグリーンコ

ミュニケーション病害虫ナビ 

http://www.sc-engei.co.jp/navi/ （2015/02/20） 

E 岡山理科大学総合情報学部生物地

球システム学科 植物生態研究室

（波田研）植物雑学事典 

http://had0.big.ous.ac.jp/plantsdic/ 

zatsugakujiten.htm （2015/02/20） 

F WEB版 BGPlants YList植物名検

索 

http://bean.bio.chiba-u.jp/bgplants/ 

ylist_srch_easy.html （2015/02/20） 

G 歴史公文書探求サイト ぶん蔵 http://www.bunzo.jp/archives/entry/001684.html （2015/02/20） 

H      JA農業 雑草図鑑 http://www.agri.zennoh.or.jp/visitor/appines/ 

zassou/default.asp （2015/02/20） 

I 鼻のおまもり biennet.jp  http://biennet.jp/library/lib_spring.html
（2015/02/20） 

J 地域別花粉症原因植物情報 http://www.nippon-shinyaku.co.jp/healthy/seasonal/ 

contents_2_3.html （2015/02/20） 

K 嵐山町 web博物誌 注意すべき植物 http://www.ranhaku.com/web02/c3/3_00.html （2015/02/23） 
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参考資料 屋外在来草本刈り取り残渣撒き出し実験 

 
 国土技術政策総合研究所で、比較的簡易な方法により在来野草の草原を創出する手法を検討するた

めに、平成 28年度から平成 29年度にかけて在来草本の結実種子を含む刈り取り残渣の撒き出し実験

を実施した。以下に、その概要を示す。 

 

１．刈り取り残渣撒き出し試験区の設定 

 在来野草の刈り取り残渣の採取は、秋季及び早期の冬季に結実する草種が多く生育する箇所を対象

とし、国土技術政策総合研究所構内及びつくば市内の他の公的研究機関１箇所の構内で施設管理者の

許可を得て実施した。 

 刈り取り残渣の採取は、結実状況を確認しながら、平成 28 年 10 月 20 日及び平成 28 年 11 月 10

日の２回に分けて実施し、２回採取できたものは、混合して用いた。なお、セイタカアワダチソウは

選択的に排除した。保管に際しては、ポリ袋の口を開けた状態で自然乾燥とし、必要に応じて攪拌し

た。撒き出す際には、すべて裁断して行った。 

１試験区当たり散布量は、採取した区画ごとの刈り取り残渣総量の自然乾燥重量を計量し、採取し

た面積で割った㎡当たりの量を１試験区への散布量とした。ただし、２㎡確保できなかった C区画は、

通常の 1/2の大きさに設定した区画（0.5㎡）に採取した刈り取り残渣（１㎡分）の半分の量を撒き

出した。また、優占種のススキを追加して撒き出す試験区も設定した。ススキについては、刈り取り

残渣に１㎡分の穂を混ぜて撒き出すことから、あらかじめ１㎡分の平均的な穂数を計測し（５本分平

均 73 穂）、６㎡分（73 穂×６袋）の完熟している穂だけを採取し、試験区の面積に応じて撒き出し

た。 

表-１に刈り取り残渣撒き出し試験区に用いた刈り取り残渣の草種等を示した。A～F区画それぞれ、

ススキの刈り取り残渣を混合した区としない区を設置した。 

表-１ 撒き出し試験区に用いた刈り取り残渣の草種等 

 

２．試験区の設置 

国土技術政策総合研究所内圃場に図-１の

試験区を設置した。比較のため、撒きだしを

行わない対照区も設置した。 

試験区対象エリアは、地表部約 15cmの深さ

の表土を、種子を含まない客土に置き換えた

区画に、１m×４mの３本の試験区を囲うよう

に防草シートを敷設した。試験区も外部から

の種子等が侵入しないように試験まで黒色ビ

ニールで覆った。 

平成 28年 12月 8日に１．で採取した刈り

取り残渣の撒き出しを行った。 

なお、刈り取り残渣撒き出し後、残渣の試験

区外への飛散防止のため、翌年春まで寒冷紗

（白色）で覆った。 

 

 

図-１ 試験区の配置図 

区画 主な草種 
刈り取り 
合計面積 

1 ㎡あたりの
採取重量 

A 区画 オカトラノオ、ノコンギク、ネコハギ 3.0㎡ 0.4kg/㎡ 

B 区画 ツリガネニンジン、ウツボグサ、アキカラマツ、ユウガギク 2.0㎡ 0.3kg/㎡ 

C 区画 ワレモコウ、ウツボグサ、トダシバ、ネコハギ、ヒヨドリバナ 1.0㎡ 0.3kg/㎡ 

D 区画 ナガボノシロワレモコウ、カナビキソウ、ハイメドハギ 5.0㎡ 0.2kg/㎡ 

E 区画 ツリガネニンジン、ワレモコウ、アキノノゲシ、ツルボ 3.8㎡ 0.3kg/㎡ 

F 区画 ワレモコウ、ツリガネニンジン、ヒヨドリバナ、ツルボ、ヤマハギ 2.0㎡ 0.4kg/㎡ 

 



参考資料-2 
 

３．モニタリング調査 

上記の刈り取り残渣撒き出し試験区において、モニタリング調査を実施した。 

調査項目及び頻度は以下のとおりとした。 

（１）調査方法 

試験区画（A1～F2区画）ごとに、植生の成立経過を確認するためのブラウン－ブランケ法(1964)

に準じた被度・群度・生育種調査を実施した。 

記録シートは表-２に示す。 

 

表-２ 記録シート（植生調査） 

試験区番号  第 回調査 

群落名  調査者： 

調査日時 年 月 日 : ～ ： 

群落高さ 平均  cm 

L S D・S SPP. 草丈(cm) 
開花状況（％） 結実状況（％） 

つぼみ 開花 未熟 登熟 

         

         

         

         

         

生育状況 

葉色 □異常なし □あり（           ） 

しおれ □良好  □やや良好 □やや不良 □不良   □枯死 

虫害 □なし   □あり（           ） 

病害 □なし   □あり（           ） 

備考： 

その他 

生育種等 
 

 

（２）調査時期：調査を実施した時期を表-３に示す。 

表-３ 調査時期 

 調査時期 調査目的 
第 1回 平成 29年 7 月 7日 １年生草本の発芽生育、開花状況の確認 
第 2回 平成 29年 8 月 31日 極力管理を実施しない状況での越夏状況の確認 
第 3回 平成 29年 11月 6日 初年度の群落形成状況の確認 

 

４．調査結果（まとめ及び考察） 

（１）調査結果 

表-４に調査結果を示す。図-２、３、４に第２回及び第３回目の調査結果の一部を示す。 

（２）まとめ及び考察 

①刈り取り対象種の発芽・生育状況 

刈り取り対象のオカトラノオ、ノコンギク、ユウガギク、ネコハギ、ススキ、ワレモコウ、ツリガ

ネニンジン、ウツボグサ、アキカラマツ、ヒヨドリバナ、トダシバ、ナガボノシロワレモコウ、アキ

ノノゲシ、ツルボの14種のうち、ユウガギク、ネコハギ、ススキ、ワレモコウ、ナガボノシロワレモ

コウ、ツリガネニンジン、アキカラマツ、ヒヨドリバナの８種が発芽・生育確認された。 

これらは刈り取り対象種としたうちの半数にあたり、全種ではないものの、刈り取り残渣を撒き出

すことで、草地の多様性がある程度確保されることが示唆された。 

 発芽時期は、ユウガギク、ネコハギ、ワレモコウのように春に発芽確認された種、ツリガネニンジ

ン、アキカラマツ、ヒヨドリバナのように撒き出し後ほぼ一年を経過した秋に発芽が確認された種が

あった。 

 発芽数は、ワレモコウのように多数確認された種、ユウガギクのように多くは確認されなかった種、

オカトラノオのように全く確認されなかった種があったが、理由としては、 

・刈り取った残渣に含まれていた種子の数、質（未熟・不稔など）が異なっていた 
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・撒き出した裸地の環境が種ごとの発芽・生育に対して適・不適があった 

・今年の気象条件（温度・水分条件など）が種ごとの発芽・生育に対して適・不適があった 

といったことが考えられる。 

このため、今回は、１m2のみ・１年のみ実験であったが、 

・より広範囲に刈り取りを実施した場合には十分な種子が含まれ、他の種も発芽・生育する 

・今回２時期での刈り取りのみであったが、より回数を増やすことで、他の種も発芽・生育する 

・継年的に実施することで、他の種も発芽・生育する 

・裸地からの発芽に適さなかった種についても、数年後に草地が成立した時点で、経年劣化しない 

種子の場合には発芽・生育する 

といった可能性があると考えられる。 

②その他在来種の発芽・生育について 

イヌビエ、メヒシバ、スズメノヒエといった在来種についても、対照区で確認されていないこと、

積極的に採取はしていないものの秋には結実期で穂を伸ばしていた可能性があることから、刈り取り

残渣に含まれていた可能性が否めない。 

一方、アキノエノコログサ、ヨモギといった在来種については、積極的に種子採取していないこと、

また、対照区においても侵入が確認されていることから、調査区周辺からの侵入の可能性が高いと考

えられた。 

③外来種の発芽・生育について 

早期に侵入が確認された外来種は、セイタカアワダチソウ、ヘラオオバコ、コセンダングサ等であ

った。これらは、対照区で確認されていないこと、積極的に採取はしていないものの秋には結実期で

穂を伸ばしていた可能性があることから、刈り取り残渣に含まれていた可能性も否めない。ヘラオオ

バコについては、低茎草地から高茎草地に移行すると消失する可能性が高いが、セイタカアワダチソ

ウやコセンダングサはそのまま繁茂する可能性もあり、優占する場所は刈り取り残渣に含めない等の

配慮も検討することが望ましい。 

メマツヨイグサは、夏頃から多く確認され始めた。積極的に種子採取していないこと、また対照区

においても同じ時期に侵入が確認されていることから、調査区周辺からの侵入の可能性が高いと考え

られた。しかしながら、繁殖力も強いことから、生育する場所は刈り取り残渣に含めない等の配慮を

検討することが望ましい。 

④ススキ混合について 

ススキについて、混合した区画ではススキにより調査区の被度が高くなったものの、混合しなかっ

た区画においても、被度は低いものの発芽・生育が確認された。これは、積極的に採取はしていない

ものの秋は結実期であったため、刈り取り残渣に含まれていた可能性が高い。 

 ススキを混合した場合もしなかった場合も、刈り取り対象とした種の発芽・生育に大きな違いはな

かった。しかしながら、外来種等の侵入を抑制する、勾配がある場所では土砂の流亡を防止するとい

ったことも考えられることから、早期にススキ群落を生育させることは有効であると考える。 

⑤刈り取り残渣撒き出しの可能性について 

草地での刈り取り残渣を用い緑化することで、対象とする種すべてを発芽・生育させることは難し

いものの、対象とする種の半数程度は発芽・生育させられる可能性があることが示唆された。また、

刈り取り場所や時期を調整することで、より効果的な手法となる可能性もあると考えられる。 

しかしながら、種ごとの刈り取り残渣撒き出しの適・不適に十分な知見がなく、発芽・生育される

種が限定される可能性があることから、ある種を「確実に保護したい」、「大量に増殖したい」とい

った目的の場合には、種子採取による緑化手法と併用する等が望ましい。 

また、外来種については積極的に採取しない場合でも、混入してくる可能性が否めないことから、

繁殖力が強い種、高茎となるような種が優占する場所については、刈り取り時に避ける等配慮するこ

とが望ましい。 

これらのことを勘案しつつ、多様性を高める可能性のある種を含んだ草地の刈り取り残渣を用いた

緑化を行うことは、種子の同定・登熟確認・個別採取といった労力を大きく軽減でき、種ごとに種子

を採取・増殖し緑化に用いる手法より簡便であることから、種子採取による緑化よりも、より広範囲

に緑化を考える場合に有効な手法であると考えられる。     
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表-４ 調査結果

№ 採取群落 追加播種 出現在来種 出現外来種 被度･群度 
(全体) 

群落高さ 
(平均) 

A1 オカトラノオ、ノ

コンギク、ネコハ

ギ混 

― ススキ、ネコハギ、ヨモギ、アキノエノコログサ、カ

スマグサ 
ヘラオオバコ、メマツヨイグサ、オオ
フタバムグラ、セイタカアワダチソウ 3･3 15cm 

A2 ススキ ススキ、ネコハギ、ヨモギ、スズメノヒエ、カスマグ

サ ヘラオオバコ、セイタカアワダチソウ 4･4 15cm 

B1 ツリガネニンジ

ン、ウツボグサ、

アキカラマツ、ユ

ウガギク混 

― ススキ、スズメノヒエ、ユウガギク、ヨモギ、カナム

グラ、アキカラマツ、ツリガネニンジン ヘラオオバコ 2･2 20cm 

B2 ススキ ススキ、ヨモギ、ユウガギク、スズメノヒエ、チゴザ

サ、カスマグサ、アキカラマツ ヘラオオバコ、メマツヨイグサ 4･4 20cm 

C1 ワレモコウ、ウツ

ボグサ、トダシバ、

ネコハギ、ヒヨド

リバナ混 

― スズメノヒエ、ススキ、アキノエノコログサ、ワレモ

コウ、カスマグサ コセンダングサ 4･4 20cm 

C2 ススキ ススキ、スズメノヒエ、ワレモコウ、カナムグラ ヘラオオバコ、ブタナ 4･4 15cm 

D1 ナガボノシロワレ

モコウ、カナビキ

ソウ、ハイメドハ

ギ混 

― ナガボノシロワレモコウ、ススキ、アキノエノコログ

サ、ヨモギ、ヘクソカズラ、ミヤコグサ、ヤハズソウ 
セイタカアワダチソウ、メマツヨイグ

サ 1･1 20cm 

D2 ススキ 
ススキ、ナガボノシロワレモコウ、ミヤコグサ、ヨモ

ギ、ヘクソカズラ、アキノエノコログサ、ヤハズソウ、

イヌビエ 

メマツヨイグサ、セイタカアワダチソ

ウ 4･4 50cm 

E1 ツリガネニンジ

ン、ワレモコウ、

アキノノゲシ、ツ

ルボ混 

― ワレモコウ、ススキ、イヌビエ、メヒシバ、メドハギ、

ニガナ、ツリガネニンジン メマツヨイグサ 3･3 15cm 

E2 ススキ ススキ、ワレモコウ、ヨモギ、メドハギ、ツリガネニ

ンジン ― 4･4 15cm 

F1 ワレモコウ、ツリ

ガネニンジン、ヒ

ヨドリバナ、ツル

ボ、ヤマハギ混 

― アキノエノコログサ、ススキ、ワレモコウ、ヨモギ、

ヒヨドリバナ メマツヨイグサ 3･3 30cm 

F2 ススキ ススキ、ワレモコウ、アキノエノコログサ、メヒシバ、

ヒヨドリバナ、ニガナ、カスマグサ 
メマツヨイグサ、オオニシキソウ、セ

イタカアワダチソウ 5･4 30cm 

対象区 ― ― アキノエノコログサ、ススキ、ヨモギ、ナワシロイチ

ゴ、カスマグサ メマツヨイグサ 1･1 20cm 

  
 

 

 

群落高さ(cm)： 平均12cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
1.1 ススキ 11.0 2・2 ヘラオオバコ 5.0
1.1 ヘラオオバコ 5.0 1・1 ススキ 16.0
1.1 ネコハギ 2.0 1・1 メマツヨイグサ 8.0
＋ メヒシバ 4.0 ＋ オオフタバムグラ 16.0

Ａ１ ＋ メマツヨイグサ 14.0 ＋ ネコハギ 2.0
区画 ＋ セイタカアワダチソウ 12.0 ＋ ヨモギ 3.0

＋ アキノエノコログサ 3.0 ＋ セイタカアワダチソウ 15.0
＋ ヨモギ 4.0 ＋ アキノエノコログサ 15.0
＋ オオフタバムグラ 9.5 ＋ カスマグサ 6.0

群落高さ(cm)： 平均12cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 ススキ 15.0 3・3 ススキ 17.0
1.1 ネコハギ 2.5 1・1 ヨモギ 18.0
＋ ヨモギ 15.5 1・1 ネコハギ 3.0
＋ ヘラオオバコ 7.0 1・1 ヘラオオバコ 7.0

Ａ2 ＋ ツユクサ 8.0 ＋ スズメノヒエ 17.0
区画 ＋ スズメノヒエ 7.0 ＋ セイタカアワダチソウ 2.5

＋ カスマグサ 4.5

2017年8月31日 2017年11月6日

 
図-２ 第２・３回目調査結果の抜粋（その１） 

 
 
 
 
 
 

注 1）最終調査であった 11 月 6 日の調査結果をもとに作成。「カワラナデシコ？」等不明種は表に含めていない。 
注 2）赤字は、刈り取り対象の草種のうち、発芽・生育が確認された 8 種。 
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群落高さ(cm)： 平均25cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
1.1 ヘラオオバコ 9.0 2・2 ヘラオオバコ 11.0
1.1 ススキ 30.5 1・1 ススキ 26.0
＋ スズメノヒエ 7.5 ＋ スズメノヒエ 11.0
＋ ユウガギク 15.5 ＋ ユウガギク 13.0

Ｂ１ ＋ ヨモギ 9.0 ＋ ヨモギ 5.0
区画 ＋ カナムグラ 2.0

＋ アキカラマツ 2.0
＋ ツリガネニンジン 1.0
＋ 不明 0.5

群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 ススキ 19.0 3・3 ススキ 22.0
＋ ヘラオオバコ 12.0 1・1 ヘラオオバコ 17.0
＋ ヨモギ 4.5 ＋ メマツヨイグサ 4.0
＋ メマツヨイグサ 2.0 ＋ ヨモギ 7.0

Ｂ2 ＋ スズメノヒエ 7.5 ＋ ユウガギク 6.0
区画 ＋ チゴザサ 4.5 ＋ スズメノヒエ 6.0

＋ チゴザサ 7.0
＋ カスマグサ 5.0
＋ アキカラマツ 2.0

群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 スズメノヒエ 10.0 3・3 スズメノヒエ 25.0
1.1 ススキ 19.5 1・1 ススキ 20.0
＋ コセンダングサ 14.0 ＋ コセンダングサ 55.0

Ｃ１ ＋ ワレモコウ 5.5 ＋ アキノエノコログサ 21.0
区画 ＋ アキノエノコログサ 16.0 ＋ ワレモコウ 2.5

＋ カスマグサ 6.0
＋ イネ科sp. 4.0

群落高さ(cm)： 平均10cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 ススキ 14.5 3・3 ススキ 16.0
1.1 スズメノヒエ 5.5 1・1 スズメノヒエ 4.0
＋ ワレモコウ 5.0 ＋ ヘラオオバコ 6.0

Ｃ2 ＋ ヘラオオバコ 6.5 ＋ ワレモコウ 4.0
区画 ＋ ブタナ 3.5

＋ カナムグラ 1.0

群落高さ(cm)： 平均30cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
＋ アキノエノコログサ 47.0 ＋ アキノエノコログサ 47.0
＋ ヨモギ 15.0 ＋ ススキ 13.5
＋ ススキ 12.5 ＋ ヨモギ 9.5
＋ メマツヨイグサ 3.5 ＋ メマツヨイグサ 2.0
＋ ナワシロイチゴ 4.0 ＋ ナワシロイチゴ 7.5

＋ カスマグサ 4.0

対
象
区

2017年8月31日 2017年11月6日

 

図-３ 第２・３回目調査結果の抜粋（その２） 
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群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均20cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
＋ ススキ 21.0 ＋ ナガボノシロワレモコウ 8.0
＋ アキノエノコログサ 68.0 ＋・2 ススキ 26.0
＋ ナガボノシロワレモコウ 5.0 ＋ アキノエノコログサ 59.0
＋ ヨモギ 5.5 ＋ ヨモギ 11.0

Ｄ１ ＋ ヘクソカズラ 5.0 ＋ セイタカアワダチソウ 4.0
区画 ＋ ヤハズソウ 2.0 ＋ ヘクソカズラ 5.5

＋ ミヤコグサ 2.0 ＋ ミヤコグサ 1.5
＋ キク科sp. 3.5 ＋ ヤハズソウ 2.5

＋ メマツヨイグサ 1.0
＋ キク科sp. 4.0

群落高さ(cm)： 平均50cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均50cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 ススキ 50.0 4・4 ススキ 56.0
1.1 メマツヨイグサ 19.5 1・1 メマツヨイグサ 8.5
1.1 ナガボノシロワレモコウ 12.0 1・1 ナガボノシロワレモコウ 18.0
＋ ヨモギ 43.0 ＋ セイタカアワダチソウ 15.5

Ｄ2 ＋ アキノエノコログサ 65.0 ＋ ミヤコグサ 2.0
区画 ＋ セイタカアワダチソウ 9.5 ＋ ヨモギ 31.0

＋ ヤハズソウ 4.0 ＋ ヘクソカズラ 1.5
＋ イヌビエ 3.0 ＋ アキノエノコログサ 105.0
＋ ミヤコグサ 3.0 ＋ ヤハズソウ 3.5

＋ イヌビエ 3.5

群落高さ(cm)： 平均10cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
2.2 ワレモコウ 10.0 2・2 ワレモコウ 13.0
1.1 ススキ 14.5 1・1 ススキ 27.0
＋ メヒシバ 6.5 ＋ イヌビエ 6.0
＋ メドハギ 7.0 ＋ メヒシバ 14.0

Ｅ１ ＋ ニガナ 13.0 ＋ メドハギ 8.0
区画 ＋ ニガナ 8.0

＋ メマツヨイグサ 1.0
＋ ツリガネニンジン 1.0

群落高さ(cm)： 平均10cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均15cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 ススキ 16.5 4・4 ススキ 18.5
2.2 ワレモコウ 6.0 2・2 ワレモコウ 6.0
＋ ヨモギ 7.0 ＋ ヨモギ 6.0
＋ メドハギ 7.5 ＋ メドハギ 8.0

Ｅ2 ＋ メマツヨイグサ 0.5 ＋ ツリガネニンジン 1.0
区画 ＋ カワラナデシコ？ 1.5

群落高さ(cm)： 平均40cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均30cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 アキノエノコログサ 48.0 2・2 アキノエノコログサ 75.0
1.1 ワレモコウ 8.0 2・2 ススキ 10.0
1.1 ススキ 9.5 1・1 ワレモコウ 12.0
＋ メマツヨイグサ 10.5 1・1 メマツヨイグサ 4.0

Ｆ１ ＋ ヨモギ 2.5 ＋ ヨモギ 38.0
区画 ＋ ヒヨドリバナ 6.0

＋ カワラナデシコ？ 1.0

群落高さ(cm)： 平均50cm 被度・群度 種名 高さ(cm) 群落高さ(cm)： 平均30cm 被度・群度 種名 高さ(cm)
3.3 アキノエノコログサ 76.0 4・4 ススキ 20.0
3.3 ススキ 18.0 3・3 ワレモコウ 18.0
3.3 ワレモコウ 20.0 2・2 アキノエノコログサ 96.0
＋ メマツヨイグサ 6.5 ＋ メマツヨイグサ 7.0

Ｆ2 ＋ メヒシバ 19.5 ＋ オオニシキソウ 32.0
区画 ＋ オオニシキソウ 27.0 ＋ メヒシバ 20.0

＋ セイタカアワダチソウ 6.5
＋ ヒヨドリバナ 5.0
＋ ニガナ 2.5
＋ カワラナデシコ？ 1.5
＋ カスマグサ 5.0

2017年8月31日 2017年11月6日

 

図-４ 第２・３回目調査結果の抜粋（その３） 
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